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『高校見学、どこにする？』

『別に、俺は特に希望ないんだけどなー。サボりてぇよー』

『俺もー』

　そんな気け怠だるげなクラスメイトたちの声が聞こえてくる中、




【京けい成せい中学３年Ｃ組　久く保ぼ良よし光みつ　　文ふみ月づき学園見学希望】




　受験を控えての高校見学希望用紙に、僕は兄の通う学校を記入した。

「あれ？　久保君も文月学園希望なんだ。私と一緒だねー」

　隣の席の土つち屋や陽ひ向なたさんが僕の手元を見てから自分の用紙を広げてみせる。

「土屋さんも文月を見学するのかい？」

「うん。お兄ちゃんが通ってるトコだからねー。一度見てみたくて」

「そっか。なるほどね」

「久保君もそうなんでしょ？」

　少しだけ返答に迷う。兄が通っている点が同じだというのならその通りだ。

　でも、恐らく僕と彼女の見学に行く根本の理由は全く異なるだろう。

「僕は……見学というよりは確認だろうか」

「確認？　何を？」

　無む邪じや気きに聞き返してくる土屋さん。何を、か……。それは勿論、

「──身内の恥を」

　最近兄の部屋から出てきた謎なぞの抱き枕やシーツ。それらが意味するものを知る為、僕は文月学園の見学を希望した。




　　　　　☆




『──というように、我が校では先進的な学習制度を導入しており──』

　二年生の学年主任を務めるという女性教師が体育館で僕らに文月学園についての説明をしてくれている。

　僕はその制度に少し興味を引かれながらも、頭の半分で別の事を考えていた。

　最近、真面目一辺倒だった兄さんが明るく楽しげに日々を送るようになった。それ自体は良い変化だ。歓迎すべき事態だと言っても良い。家族の幸せは自身の幸せでもあるのだから。

　けれども、

「……なぜ、部屋から男の抱き枕や写真が出てくるんだ、兄さん……っ！」

　以前兄さんの部屋に辞書を借りに行った時、収納扉が半分開いていたので中を覗のぞいてみた。そこには、開けてはならないパンドラの筺はこがあるとは露つゆほども思わず。

　家族の異変は自身の異変。事態を究明して、トラブルを排除しなくては……！

『──説明は以上です。それでは校内の自由見学に移りましょう』

　などと拳こぶしを握り締めているうちに、先生の説明は終わっていた。

『尚、Ａクラスは見学希望者が多かった為に案内を用意しました。霧きり島しまさんは──』

「……はい。遅れてすいません」

　謝罪と共に皆の前に一人の女子生徒が現れる。

　彼女の姿を見て、その場にいる見学生全員が息を吞のんだ。




『すっげぇ美人……』

『ホント、綺麗な人……』

『あの人、成績学年トップらしいよ……』

『俺、この学校に決めたわ……』




　周りから感嘆の声があがるのも頷うなずける。それくらいに僕らの前に出てきた女子生徒は綺麗な人だった。

　成績が学年トップということは、あの人もＡクラス……つまり兄さんとはクラスメイトということになる。あんなに綺麗な人が、同じ教室に。

　だというのに……

「なぜ……兄さんはあの人をスルーして男に興味を……っ！」

　僕には全く理解できない。いや、僕に限らず多くの人が理解できないだろう。

「ん？　いや、待てよ……？」

　理解できないということは、その事象自体が間違いだという可能性はないだろうか。そう、つまり──

「実は兄さんは洗せん脳のうされているとか……」

　我ながら突とつ拍ぴよう子しもない考えだとは思う。けれども、そもそもこの事態そのものが普通じゃないことだ。可能性としては考えてみる必要があるかもしれない。

　あるいはそこまでいかなくとも、兄さんがその相手に騙だまされている、ということはないだろうか。特殊な趣味を持つ相手にそそのかされているとか、そんな感じで。

　騙されている、脅おどされている、洗脳されている。考え始めたらキリがない。

「よし……。何はともあれ、まずは情報収集だ」

　問題の解決には正しい現状把握が必要不可欠だ。幸いにも件くだんの相手が〝Ｆクラスの吉よし井い明あき久ひさ〟なる人物だということは調べがついているし、情報収集はそこまで難しくはないはず。

　僕は綺麗な先輩が案内してくれるＡクラス行きの集団から離れ、Ｆクラスを探して回ることにした。




『あ、霧島先輩。手が絵の具で汚れていますよ？』

『創作もやってるんですね！　凄いです！』

『……確かに、ある意味創作でついた汚れかも』

『どういう意味です？』

『……しょうゆを作ろうって言ったら抵抗された』

『？　しょうゆ作りで赤い絵の具を使うんですか？』

『……絵の具じゃないから』

『？？？』




　　　　　☆




「久保君、どこ行くのっ？」

「うん？」

　Ｆクラスを探して歩いていると、後ろから駆けてきた誰かに肩を叩かれた。

「ああ、土屋さんか。Ａクラスの見学には行かなかったの？」

「私は康こう兄にいのいるＦクラスを見に行きたいからね。久保君は？」

「僕もちょっとＦクラスに用事があってね」

「やった。それなら丁度良かった。私、教室の場所がわからなくて困ってたんだ～」

　土屋さんが渡りに船とばかりに手を叩く。

「喜んでいるところごめん。実は僕も場所がわからなくて迷っているんだ」

「え？　そうなの？」

　案内の冊子が渡されてはいるものの、なぜかその地図にはＡ～Ｄクラスまでしか記載されていなかった。確か、ＥＦクラスもあるはずなのに。よもや、僕らに見られたくないから書いていない、なんてことは……あるわけないか。考えすぎだな、きっと。

「久保君もわからないのかー。じゃあ、誰かに聞こっか。すいませーん」

　物もの怖おじしない性格の土屋さんが廊下を歩いている女子生徒に話しかける。

「はい。なんですか？」

　優しげな声で答えてくれたその人は、柔らかそうな髪と……その、なんというか、女性ならではの特有の身体部位が非常に発達した人で、方向性は異なるけどさっきの霧島先輩に負けず劣らず魅力的だった。

「わ、凄い……。制服の上からでもわかる……」

「？？？」

　土屋さんが相手の胸を見ながら小さく呟つぶやく。同性から見ても驚異的なのだろう。

「えっと、もしかして見学に来て迷ってしまったんですか？」

「はいっ。そうなんです！」

　僕らの格好と態度を見て推測する先輩。手に持っている参考書にも〝栄えい応おう大学の傾向と対策〟とあり、相当頭の良い人だと見て取れる。

「どこに行きたいんですか？　私で良ければ案内しますよ？」

　しかもとても優しい人だ。美人で、優しくて、スタイルまで良い。

　そんな人を目の前に、強く思う。兄さん、この人でもダメなのかい……？

「それは助かります。私たち、二年生のＦクラスを探していて」

「え？　うちのクラスですか？」

　うちのクラス……？

「あの、すいません。先輩はＦクラスの人なんですか？」

「はい、そうですよ」

　そう答えて、にっこり笑う先輩。この人がＦクラス所属だなんて、意外すぎる……。

「じゃ、行きましょうか。Ｆクラスは渡り廊下の向こうの、別校舎にあるんです」

　先輩の先導について歩く僕と土屋さん。

　なるほど。別校舎だったのか。道理でこの辺では見つからないわけだ。

「あの……。もしかして、姫ひめ路じ瑞みず希きさんですか？」

　土屋さんが姫路先輩の隣に並んで問いかける。

「あ、はい。そうです。どうして私の名前を？」

「自己紹介が遅れました。私、土屋康こう太たの妹の土屋陽向と言います。康兄がいつもお世話になってます」

　土屋さんがそう名乗ると、姫路先輩は驚いたように目を丸くしていた。




　　　　　☆




「そうでしたか。土屋君の妹さんと久保君の弟さんでしたか」

「「兄がいつもお世話になっております」」

「いえ、こちらこそ」

　Ｆクラスへ案内してくれると申し出てくれた姫路瑞希先輩とお互い自己紹介をする。

　丁度良いので、廊下を歩きながら僕の調べたい事について質問してみた。

「姫路先輩。ちょっとお聞きしたいんですが」

「はい。なんでしょう」

　さて。なんて聞こうか。ここでＦクラスの吉井明久はどんな人物か、なんて聞くのはいくらなんでも直接的すぎるし……。

「Ｆクラスの皆さんって、どんな感じなんですか？」

　というわけで、遠回しに聞いてみた。

「うーん、そうですね……。一言で表現すると、明るくて楽しい人たちですよ」

　姫路先輩の表情に暗い部分はなく、心からそう思っているであろうことが窺えた。

「私も康兄からそんな話を聞いてます。どんな雰囲気なんだか楽しみ～♪」

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず、ですね。久保君、そこの教室がＦクラスですよ」

「あ。ここですか」

　姫路先輩が示した教室の扉を開ける。




　ガラッ




『この世全ての美形よ、呪のろわれろ！』

『『『呪われろ！』』』

『この世全てのモテ男よ、死滅しろ！』

『『『死滅しろ！』』』




　──ピシャッ




「すいません姫路先輩。この教室、黒魔術部が使っているみたいです」

「あ……。いえ、その……。あれがＦクラスの皆さん、だったり……」

　暗い教室の中では覆ふく面めんマントの異様な集団がサバトを執とり行おこなっていた。

「なになに？　久保君、私には見えなかったんだけど？」

「多分、見なくていいんじゃないかな」

「そう言われると尚更気になるよー」

　土屋さんが僕の忠告も聞かずに扉を開ける。




『うん？　お客さんかな？』

『おや。あまり見ない女の子だね』

『いらっしゃい。可愛いお嬢さん』




　今度は先ほどまでの光景は幻であったかのように霧む散さんしており、きらりと歯を輝かせて土屋さんと姫路先輩を出迎える男子生徒たちの姿があった。

「？　久保君、確かに畳たたみと卓袱ちやぶ台だいなんて変わってるけど、黒魔術部には見えないよ？」

「…………」

　土屋さんの言う通り、サバトを行っていた形跡は微み塵じんもない。

　けど、さっき見たものは幻覚なんかじゃなかったはずだ。




『ところで、こっちの少年も僕らに御用かな？』

『さては、こちらのお嬢さんの彼氏だったりするのかな？　……殺すぞ』

『やぁ少年。僕らと血ち反へ吐どを吐くまでボクシングをしてみないかい？』




　その証拠に僕に向ける先輩たちの言葉の端々に何かの片へん鱗りんが見え隠れしている。やっぱりさっき見た光景は現実で間違いなさそうだ。

「いえ。たまたま見学先が一緒になったクラスメイトです」

『『『ならばよし』』』

　立ち上っていた殺さつ気きが消え去る。

　あそこで「実はそうなんですよー。僕のカノジョ、可愛いでしょ？」などと言った日には、僕の身体は細切れにされて魚の餌えさになっていたかもしれない。

　などと冷や汗をかく僕の傍で、

「あ、康兄っ！　遊びに来たよ！」

「…………っ！　陽向、なぜここに……っ！」

　土屋さんが教室内にお兄さんの姿を見つけて駆け寄っていた。

『総員、構え』

『『『はっ！』』』

「…………違う……誤解だ……！」

　殺気再び。まさか、入室して五分足らずで二度もこんな殺さつ伐ばつとした空気を味わうことになるなんて夢にも思わなかった。

『土屋。こんなにも可愛らしい女子との交流を持っていたとはな。残念だよ』

『異い端たん審しん問もん会かいの血の掟おきて。その身を以もつて味わうが良い』

「…………違う……！　陽向は血のつながった、実の妹なんだ……！」

『『『それがどうしたぁっ！』』』

　いや。そこって結構大事な部分だと思いますけど。

『まぁ諸君、落ち着くんだ』

『会長！　なぜ止めるのです！』

『ムッツリーニは我々に妹を紹介してくれるつもりでこうしてＦクラスに招いたに違いない。土屋陽向さん。彼氏は？』

「え？　いませんけど」

『初めまして。俺はお兄さんの大親友、須す川がわ亮りようと言います』

『やぁ妹さん、可愛いね。奇き遇ぐうにも、丁度今僕も恋人がいないんだよ』

『ムッツリお義に兄いさん。俺、絶対に彼女を幸せにします！』

　土屋さんがあっと言う間に先輩たちに囲まれる。なんだろうこのクラスは。僕の知っている〝進学校〟とは概がい念ねんが異なるのだろうか。

「あの、急にそんなことを言われても、その……今はちょっと考えられないです」

　あはは、と笑いながら答える土屋さん。

「それに、今は手のかかるお兄ちゃんの面倒を見るだけで精一杯で」

『始末しろ』

『『『イエッサー』』』

「…………捕まってたまるか……っ！　（シュパッ）」

　教室内がちょっとした騒そう乱らんに包まれた。

　命懸けの大おお捕とり物ものを呆ぼう然ぜんと見ながら、隣の姫路先輩に問いかける。

「あの、姫路先輩。ここの皆さんって、いつもこんな感じなんですか……？」

「あ、いえ……。その、いつもはもうちょっと……酷いんです……」

　僕の中にある進学校という言葉の概念は完全に崩れさっていた。




　　　　　☆




「あの、ちょっといいですか？」

「ん？　何か用か、久保弟？」

「すいません。聞きたい事があるんです」

　本当は吉井明久先輩本人の様子を確認しておきたかったけど不在のようなので、僕は教室に残っている先輩たちに話を聞いてみる事にした。

「聞きたい事？」

「ええと……このクラスに面白い人がいると聞いてまして」

「面白い？　顔がか？」

「どうして性格の前にそっちを考えるんですか!?」

　会話のキャッチボールがところどころ成立していない気がする。

「んで、吉井の面白い顔について何を聞きたいんだ？」

「すいません先輩。僕そんなこと一つも言ってないです」

　兄さんの持っていた写真を見た限りでは揶や揄ゆされるような顔はしていなかった。だというのにこうして最初に名前を挙げられるなんて、吉井明久という人は日頃どんな扱いを受けているのだろうか。

「でも、吉井についての質問なんだろ？」

「はい。その……有名な人だと聞いたので、どんな人かと思いまして」

　言葉を濁にごして聞いてみる。

「バカだな」

「かなりのバカだよな」

「ああ、空くう前ぜん絶ぜつ後ごのバカだ」

　この時点で僕の中の吉井明久さん像はとても残念な感じになった。

「えっと、具体的には？」

「一年の時、確か教師にバケツの水をぶっかけてたな」

「二年の初めには壁を壊していたし」

「学園祭では教頭室を爆破していたぞ」

　教師に水をかけるだけでも大変なことなのに、壁の破壊や教頭室の爆破なんて、あまりに破は天てん荒こうすぎる。俄にわかには信しんじ難がたい話だ。この先輩方、冗談を言っていたりとか──




『だらっしゃぁーーっ！　（バリィィン！）』

『クソが！　吉井が逃げやがったぞ！』

『野郎！　空き教室に隠れていやがったとは！』

『追え！　逃がすな！』

『先週末の木きの下したとの外出について子し細さい全て吐かせるんだ！』




　廊下の向こうから聞こえてくるおかしなやり取り。え……？　今の音、窓を突き破った音のような……？　ハリウッドの映画以外であんな音を聞く機会は、普通に生きている限り訪れないと思うんだけど……。

「久保弟。他に何か聞きたい事は？」

「…………」

　できれば世の中の常識を知っているかについて聞きたいところだけど──やめておこう。この空間で常識について問うのは時間の無駄のような気がする。

「なければ俺たちも吉井の処刑チームに加わってくるが」

「あ、はい。どうもありがとうございました」

「なに、いいってことよ。行くぞ福ふく村むら」

「おう。今日こそヤツの息の根を止めないとな」

「覚悟しやがれ、クズ野郎め」

　そう言って、先輩たちは鞭むちや木ぼく刀とうを手に教室から出て行った。




　　　　　☆




　情報は一箇所から手に入れても信頼性は低い。多くの情報源から多角的に情報を得る事で、その信頼性は増していく。

　というわけで、他の人にも質問をしてみる必要がある。

　僕は廊下を歩いていた別の男子生徒にも話を聞いてみる事にした。話によるとこの人もＦクラスの人らしい。

「吉井について？　あのバカのどんなことを知りたいんだ？」

　バカ、という評価は既に聞いている。

　なので、今度は他のことを聞いてみよう。

「そうですね……。例えば、異性の好みとか」

「アイツの好みか？　うーん……」

　さっきの話を聞く限り、素行はあまり良くないらしい。もしかしたら、写真で見た外見とは裏腹に、かなりの不良生徒なのかもしれない。だとしたら、女性に対しても紳士的だとは限らない。女なら誰でも良いとか、そういう可能性だって充分にありうる。

「確かこの前、カンガルーを可愛いと言っていたな」

　でも、多種族は想像していなかった。

「えーっと……それはペットとして可愛いというわけでは」

「いや。ヤツを甘く見るな。なにせ、カンガルーは二本足なんだ」

　おかしい。判定基準が色々おかしい。

「確認はしていないが、ヤツならおそらくダチョウも射程範囲内だと」

「あの、すいません……。もう結構です」

　センターフライを捕球できるキャッチャーほどの恐ろしい守備範囲だということがわかった。それなら件の人物にとって性別くらいは些さ細さいな問題なのかもしれない。

　僕は入手した情報をメモ帳に書き込み、次の情報提供者を求めて歩き出した。




　　　　　☆




「あの、ちょっとお伺うかがいしたいことが」

　今度は新校舎を歩いていた、長い三つ編みが似合う女の先輩に声をかけてみた。

「はい？」

「えっと、新聞部なのですが、実は吉井明久さんという人について調べていまして」

　話を聞く為に新聞部を名乗る僕。噓うそも方便とは言え、若干申し訳ない気持ちになる。名前も知らない先輩、ごめんなさい。

「吉井明久君？」

「はい、そうです」

「つまり、アキちゃんのことねっ！」

　その呼び名だけで何やら危険な気配がした。男なのにちゃんづけとはどういうことなのだろう。意外と乙女っぽい趣味があったりするのだろうか。

　とりあえず話を聞かせてもらうとしよう。

「その吉井明久さんについて、何か知っていることがあれば教えてもらえませんか？」

「うん、いいよ！　アキちゃんはね……すっごくメイド服やナース服の似合う、世界一可愛い子なの！」

　返ってきた答えは予想の遥か上を行っていた。

「確認しますが、吉井明久さんの話ですよね？」

「うん。そうだよ」

「男、ですよね？」

「あはは。女の子で〝明久〟って名前は常識的に無理があると思うよ？」

　敢あえて何も言うまい。

「どうもありがとうございました」

「いえいえ。新聞、できたら見せてね」

「はい。出来たら必ず」

　心の中でもう一度噓をついたことを謝りつつ先輩と別れる。

　さて。もう少し情報を集めよう。




　　　　　☆




　さっきは文化系の人に聞いたので、今度は体育会系の人に聞いてみるべきかもしれない。この辺に誰かそれっぽい人は……ああ、あの人はどうだろう。

「すいません。お聞きしたい事が」

「ん？」

　次の質問相手はヘアバンドをしている快活そうな先輩。日焼けもしており、いかにも部活をやっていそうな人だ。

　今回も新聞部を名乗って質問をしようか、と思っているところに、逆に向こうから質問がきた。

「あれ……？　君、久保君に似てるね？」

　目の前の先輩が僕の顔をじっと見つめる。

　久保君、というと兄さんのことだろうか。知り合いなのかな？　まぁ、隠す事でもないし正直に答えておこう。

「はい。兄弟ですから」

「え？　久保君の弟さん!?　そ、そっかぁ……。えっと、私、中なか林ばやし宏ひろ美みって言うの！　なんでも聞いて頂戴！」

「ありがとうございます、中林先輩」

　急にテンションが上がった理由はわからないけど、何でも聞いて良いというのは助かる。それなら単刀直入に聞かせてもらおう。

「実は、吉井明久さんという人について調べていまして」

「…………」

　名前を出した瞬間、中林先輩は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「調べているっていうことは、他の人にも話を聞いたの？」

「はい」

「じゃあ、すっごいバカだって話はもう知ってるわね」

　だいたいの人の最初の評価がその言葉なので、件の人物がバカだというのは疑いようもなさそうだ。

　というわけで、そういった既き知ちの情報ではなく、

「例えば、運動部の中での評価とかはありませんか？」

「運動部内でのあのバカの評価？」

「ええ。部活での活躍ぶりだとか」

「確か、あのバカは部活に入っていなかったはずだけど……」

　吉井明久なる人物は部活をやっていないらしい。

「あ、そういえば！」

「何かありましたか？」

「ええ。これも他の人から聞いているかもしれないけど……」

「是非聞かせて下さい」

　今更何を聞かされても驚かない自信がある。

「クラスメイトの坂さか本もと雄ゆう二じとの間に子供が出来た、っていう話があったわ」

　僕の自信は粉々に打ち砕かれた。

「坂本雄二さんという方は、女性なんですか？」

「ううん。男よ」

　在学中に子供が出来たというだけでも驚きなのに、相手は男だという。なんなんだ。僕が見ているこの学校は異界か何かなんだろうか。

「と、とりあえず、ありがとうございました。ご協力感謝します」

「いえいえ。これくらい気にしないで」

　お礼を言って頭を下げる。細かい事を考えるのは後にしよう。

　と、その場を去ろうとする僕に中林先輩が声をかける。

「ところで、あの……。良かったら、お兄さんの好みのタイプとかを教えてくれると……」

「すいません。僕も今それを調べているところなんです」

「？　どういうこと？」

「僕も理解できなくて困っています」

　きょとんとしている中林先輩をおいて、僕はその場を後にした。




　　　　　☆




「さて、と……。これくらいでいいだろうか」

　廊下を歩きながら要点を書いたメモ帳に目を走らせる。

　手に入った情報によると、件の吉井明久というのはこういう人物らしい。




・校舎の壁の破壊・教頭室の爆破を行っている

・二本足なのでカンガルー・ダチョウは守備範囲内

・メイド服・ナース服が似合う

・バカ

・坂本雄二（♂）と子供を作ったことがある




「…………兄さん……っ！　僕もう兄さんの事が全然わからないよ……！」

　こんな人のどこに魅力があるっていうんだ！　霧島先輩や姫路先輩のような綺麗な人がいるのにとか、もはやそういうレベルの問題じゃない！　無人島に二人きりになったところで、こんな相手に好意を抱くのは不可能だと思うんだ！

　ショックのあまり廊下に膝ひざをついてしまう僕。

　するとその時、前方を誰かが走り抜けていく姿が見えた。

「……？　今のは……」

　一瞬の出来事だったけど、見間違うはずがない。あの髪型、あの顔。あれは──

「吉井……明久……っ！」

　色々と情報を集めた相手がそこにいた。

　よし。こうなれば回りくどい真似はおしまいだ。本人と話をして真実を確かめる！

「噂うわさを聞く限り、部活もやっていない人だ。本気で走れば追いつける……！」

　学校内を走るのは校則違反。本当はやってはいけないこと。けれども、今だけは見逃して貰いたい。兄さんの人生と我が家の名誉に関わる大問題なんだ……！

　吉井先輩が走っていった方向へと足を踏み出す僕。

「見つけた！」

　見かけてすぐに駆け出したのが功を奏したか、階段を上ってすぐにその背中を見つけることができた。

　とは言え、

「なんだあの速さ……っ!?」

　とにかく速い。陸上でもやっているのかというレベルだ。




『吉井！　ここは通さん！』

『無ぶ様ざまな死に顔を晒さらしやがれ！』

『くたばりゃぁぁあーっ！』




　吉井先輩の前に現れるＦクラスの人らしき先輩たち。




『くらうかっ！』




　それを吉井先輩は壁を蹴って三角飛びの要領で飛び越えて行った。

「特技は逃げ足ってことか……！」

　人垣を突破し、もうその背中は見えなくなっている。あのペースで逃げていったのなら、ここから走っても追いつくのは難しいだろう。直接の追いかけっこでは分ぶが悪い。

「仕方ない。外で待ち伏せでもしよう……」

　逃げている以上はいずれ外に出る。不確実だけど玄関前あたりで待つ方が良いかもしれない。

　階段を下り、玄関で靴を履き替える。

　そして、校庭に出たところで、




『あの、すいません……』




　という声が遠くから聞こえてきた。

　はっきりとは聞き取る事ができなかったけど、聞き覚えのある声。

「？　何だろう」

　気になって声の元を探ってみる。すると、校舎脇で女子生徒一人が男子生徒二人に挟まれている姿が見えた。ん……？　あれは土屋さんだろうか。あんなところで何をしているんだ？




『すいません、はなしてもらえませんか……？』




　もう一度声が聞こえてくる。

　やっぱり土屋さんの声だ。




『うるせぇな。手間ぁ取らせんじゃねぇ』

『俺たちゃ忙しいんだよ』




　対する、相手の坊主頭とソフトモヒカン頭の声。

　随分と不ふ穏おんな会話だけど……あれって、もしかして絡まれているんじゃ!?

　止めに入ろうと思って、素早く周囲を見回す僕。助けてくれそうな人は──見当たらない。僕一人で行くしかないのか……！

「…………っ」

　一瞬尻込みしてしまう。それはそうだ。相手は高校生で、しかも二人組なのだから。普通の神経の持ち主なら誰だって怖くなる。

　けど、だからって放っておくわけにはいかない……！

「ちょっと待って下さい！」

　駆け寄って、大きな声で呼びかける僕。

「「ぁアん？」」

　それを聞いて、二人組がこちらを向いた。見るからに不機嫌そうな表情をしている。子供が真夜中に見たら泣き出すかもしれない。

　そんな顔を見て萎なえかけた闘志を、根性で必死に奮い立たせる。

「その子は僕の知り合いです。用があるのなら僕が代わりに聞きます」

　という僕の口上に対して、

「ハァ？　お前、何を言って──」

　二人組が鼻を鳴らして僕を睨にらみ付つける。

　その直後、




「常とこ夏なつ先輩。何してるんですか？」




　ズダン！　という凄い音をたてて吉井先輩が目の前に現れた。

　え……？　今、どこから……？

　吉井先輩がどこかから走ってきたような形跡はない。さっき確認したとき、周囲に人影はなかったのだから。

　不思議に思って周囲を見回してみる。すると、頭上にあるどこかの教室の窓が開いているのが見えた。まさかこの人……あそこから飛び降りてきたのか!?

「常夏先輩。悪人顔だとは思っていましたが、まさか中学生に絡むほどの小悪党だとは思いませんでしたよ」

　驚く僕をよそに、吉井先輩が相手の二人に言う。

　それに対して、二人組は呆れ顔で返事をした。

「…………吉井。お前、何言ってんだ？」

「もしかして、すっげぇ恥ずかしい勘違いをしてねぇか？」

「……へ？」

　予想外のリアクションに間の抜けた声をあげる吉井先輩。いや。先輩だけじゃなく僕も声をあげそうになった。

　勘違い？　どういうことだ？

　疑問符を浮かべる僕らの前で、二人組が続ける。

「まさか、俺たちがこの女に絡んでいるとか思ったんじゃねぇだろうな」

「違うんですか？」

「冗談じゃねぇ。なんで俺たちがそんなことを」

「『モテなくてむしゃくしゃしてやった。今は後悔している』」

「「勝手に俺たちの犯行動機を捏ねつ造ぞうするんじゃねぇ！」」

　吉井先輩を怒鳴りつける二人組。どうにも会話が嚙み合っていない。

「こんな時期に、しかも学校内で誰がンなことするかボケ」

「俺たちゃこれでも受験生だぞ？」

　二人が溜息を吐つきながら言う。話を聞く限り、僕の想像したような事態ではなかったらしい。じゃあ、どういうことだ……？

「なんか知らんが、この女が話を聞かせろってまとわりついてきてよ」

「こっちはいい迷惑だ。講習が始まるまで時間がねぇってのに」

　二人組が面倒くさそうに説明する。土屋さんが、この二人に話しかけていた？

「土屋さん。話って……？」

「ん？　あのね、さっきこの先輩たちが『土屋の新作写真が～～』って、お兄ちゃんの話をしていたのが聞こえたの。だから、何の話をしていたのか聞いていたんだけど、なかなか教えてくれなくて」

　土屋さんがけろりとした態度で答える。

　何の話をしていたのか聞いていた……？　ということは、さっき聞こえた『はなしてもらえませんか』っていうのは、『放して』じゃなくて『話して』だったってこと？




「常夏先輩。写真って、もしかしてムッツリ商会の……」

「うるせぇ。お前には関係ねぇだろ」

「後輩の女子にこんなこと説明できるかっての」




　隣で吉井先輩たちが何かを囁ささやき合あっている。ムッツリ商会？　何を言っているんだ？

「あー、もういいよな。俺たちは行くぞ」

「まったく、このクソ忙しい時に」

「すいません。お騒がせしました」

「お騒がせしました」

「？？？　えっと……お騒がせしましたっ」

　ぶつぶつ言いながら校舎に戻っていく二人組に、三人で頭を下げる。

　そして顔を上げたところで、

「ところで、久保君と吉井先輩は何をしに来たんですか？」

　土屋さんがきょとんとした顔で僕らに尋たずねた。

「………………」

　思わず仏ぶつ頂ちよう面づらになる僕。

　その言葉はちょっと酷いんじゃないだろうか。一応、僕らは君を心配して駆けつけたっていうのに。

　なんて、一瞬ムッとしてしまった僕とは違い、

「ううん。なんでもないよ」

　吉井先輩は何事もなげにそう流した。え？　今の一言、何とも思わないの？

「？　僕の顔に何かついてる？」

　ジッと顔を見る僕に、吉井先輩が問いかける。

　土屋さんと交流があって、その性格を知っている僕ですらムッとしたというのに、先輩は全然気にした様子がない。なんだろう。この人、実は凄く良い人なんじゃ……？

　顔を上げ、開け放たれた窓を見てみる。人助けの為とは言え、あそこから飛び降りてくるなんて普通はできることじゃないだろう。しかも、相手は全く交流のない、同じ学校ですらない中学生だっていうのに。

「それにしても、僕がバカだって言われるネタがまた増えちゃったなぁ……」

　頭を搔かきながら吉井先輩が呟く。

　そんな吉井先輩の何気ない一言に、僕は妙な引っかかりを覚えた。

　さっきの行動がバカ……？　僕にはそうは思えない。結果としては誤解だったけど、土屋さんを助けようとした行動そのものは尊いもののはずだ。

「……あの、先輩」

「ん？　何？」

「さっきみたいな失敗は、よくあるんですか？」

「うーん……」

　僕の質問に対して、吉井先輩は腕を組み小さく唸って、

「ここだけの話、割と沢山あったり……」

　バツが悪そうに笑いながら答えた。

　割と沢山。つまり、この人はこういった行動を頻ひん繁ぱんに取っているということだ。

　窓から飛び降りてきたところを見ると、あまり考えずに行動するタイプなのかもしれない。そのせいで失敗することは少なくないだろう。

　けど、やろうとしたことは間違っていない。この人はいつもこうやって行動して、結果として空回りになってバカと呼ばれてしまっているだけなんじゃないだろうか。

　そう考えてみると、さっきまで聞いて回った話のほとんどが信しん憑ぴよう性せいを失っていった。噂は噂で、今見たこの人の行動こそが事実なんじゃないだろうか。

　ということは、兄さんのことも何かの誤解かもしれない。さっきの行動と同じように、本当は女の子が好きなのに勘違いされているのかもしれない。

　だとしたら、事実を知って誤解を解いておくべきだ。

「吉井先輩。もう一つ聞かせて貰っていいですか？」

「うん？　いいけど？」

「ええと……こんな質問は失礼だと思うんですけど、先輩は──」

　と、実際のところを聞こうとしたとき。




『吉井ぃっ！　キサマ、先週末に木下秀ひで吉よしと二人きりで出かけたというのは本当か！』

『真実であれば異端審問会の名の下にキサマを抹殺する！』

『虚きよ偽ぎであれば未来の過ちを防止する為に滅めつ殺さつする！』




　玄関から覆面をした男たちの大軍が押し寄せてきた。

　木下……秀吉？

「待って待って！　誤解だよ！　二人で出かけたって言っても、僕は別にいやらしい気持ちは抱いてなくて！」

　二人で出かけた？　いやらしい気持ち？　彼らは一体何を言って──

『ならば木下秀吉に興味がないと言い切れるか！』

「……それは……できない……っ！」

　更に目まぐるしく転がる事態に頭が混乱してくる。

　けれどもそんな中、一つだけ会話から読み取ることのできるものがあった。




　木下秀吉　→　♂




「………………」

「くそっ！　とにかく逃げないと！」

　追っ手の大軍から逃れる為に走り出そうとする吉井先輩。

「……吉井先輩」

「ご、ごめん！　今忙しいから、質問はまた今度で」

「いえ、大丈夫です。もう聞く必要はなくなりましたから」

　今にも走り出そうとしている先輩の後ろに立ち、僕はその襟えり首くびをがっしりと摑つかんだ。

「？　あのさ。僕は今逃げたいから離してもらえると──」

「皆さん、吉井明久先輩を捕らえました！　始末をお願いします！」

「はいぃぃいっ!?」

　やっぱりこの人はダメな人だ！　性格には若干良い部分もあるかもしれないけど、我が家に破滅をもたらす、存在してはならない人物なんだ！

『でかしたぞ久保弟！　受じゆ勲くんものの手柄だ！』

「え……っ!?　ちょ、ちょっと君!?　なんで!?　どうして!?」

「すいません。これは僕の我わが儘ままですが、どうしても先輩は始末しておきたいんです」

「何!?　僕が君に何かした!?　とにかく話を──って、ふぬぉーっ！　危なぁーっ！」

『総員！　異端者を始末せよ！』

『『『サー！　イエッサー！』』』

「く……っ！　殺されてたまるものかぁぁ──っ！」

　校庭で覆面の一団と吉井先輩の大立ち回りが繰り広げられる。

「本当にすいません、吉井先輩。先輩に恨みはないのですが、こればかりは……」

　せめてものお詫びに、逃げ回る先輩に頭を下げる僕。

　そんな僕に、隣に立っていた土屋さんが話しかけてきた。

「あの、久保君」

「うん？　何かな、土屋さん」

「私、今ようやく気付いたんだけど」

「うん」

「もしかして、さっき私が絡まれてると思って助けに来てくれたの？」

「……え？」

　思わず言葉に詰まってしまう僕。

　そ、それはそうなんだけど、そうやって改まって聞かれると答えにくいというか……。

　などと困っている僕の肩に、ポンと誰かの手が置かれた。ん？　これは──

『ぃよう、久保弟クン。君は実に良い度胸をしているようだね』

『まったくだ。まさか、この俺たちの前でラブコメを披ひ露ろうしようなどとはな』

『ホント、将来有望だぜ。……将来があれば、の話だが』

「ハッ!?　い、いえ！　これは決してそのようなものでは──失礼しますっ！」

『『『この世全てのモテ男よ、死滅せよ！』』』

　人を陥おとしいれると、その報むくいは自分に返ってくることになる。

　必死に逃げながらそんな世の理ことわりを学んで、僕の文月学園見学は幕を閉じたのだった。




　　　　　☆




『……兄さん』

『ああ、良光。今日の文月学園の見学はどうだった？』

『そうだね……。色々あったけど、とりあえず』

『とりあえず？』

『兄さんの頭が正常に戻るまで殴ってショックを与えようと思うんだ』

『待つんだ良光。今日の見学で何があったんだ』

『兄さん。文月学園には霧島先輩や姫路先輩とか、綺麗な人が多いよね？』

『ああ、確かにそうだね』

『それがわかっているのなら、まだショック療法でなんとかなる範囲だと思うんだ』

『文脈がおかしいぞ良光』

『そんなことないよ。おかしいのは兄さんの方なんだ』

『やれやれ……。良光。さてはお前、今日の見学でＦクラスを見てきただろう？』

『え？　なんでそれを？』

『わかるさ。その考え方は、まさしくＦクラスそのものなんだから』

『な……っ!?』

『すっかり馴染んだところを見ると、お前にあの学校は合っているのかもしれないな』

『なんてことを！　いくら兄さんでも、その発言だけは許せない！』




　この日、僕と兄さんは久しぶりに喧けん嘩かをした。






















































　いつも通りの平日の、珍しく補習も罰ばつ当とう番ばんもない放課後。

　秀ひで吉よしは部活、ムッツリーニは謎なぞの活動ということで、僕と雄ゆう二じの二人は我が家でゲームをしていた。

「てめっ！　このっ！　明あき久ひさのくせに、生意気なっ！」

「そっち、こそっ！　雄二の、くせにっ！　猪口才ちよこざいなっ！」

　部屋着に着替えた僕と、制服姿のままの雄二がリビングでコントローラーを振り回す。画面の中ではその動きに対応して、それぞれの操作キャラが縦じゆう横おう無む尽じんに走り回っていた。

「くたばれ明久！　必殺！　《虐ぎやく殺さつ死し滅めつの四番アイアン》！」

「そうはいくか！　僕には《全てを防ぐ身代わりのキャディー》が残っている！」

　雄二のキャラが投げ放った四番アイアンが、僕のキャラが盾たてにしたキャディーさんに命中する。

「いけ、四番アイアン……！　キャディーごと明久を吹っ飛ばせ……！」

「頑がん張ばれキャディーさん……！　キミの顔面ブロックは四番アイアンなんかに負けたりしないって信じてる……！」

　懸命にボタンを連打する僕と雄二。画面の中では、丸太くらいのサイズになって飛んできた四番アイアンがキャディーさんの顔面にめり込み、どちらが押し切るかの力比べが行われていた。なんともシュールな光景だ。

『Offset相殺!!』

　僕の防御が成功したという表示が出る。もらった！

「ふふん、バカめ！　クラブを失ってどうやって相手をＫＯするって言うんだ！」

　パターを手に、相手に襲いかかる僕のキャラ。本来なら繊細なタッチでボールをカップに入れる為の道具が、ひしゃげるほど乱暴に相手に叩き付けられる。

「くっそぉぉー！　負けるな！　立て、立ってくれ！」（※注：ゴルフゲーム）

　雄二の声援も虚むなしく、ガシガシとパターで滅多打ちにされた雄二のキャラはそのまま静かにフェアウェイに崩れ落ちていった。

『K.O. Player 1　WIN!』

「よっしゃ！　僕の勝ちだ雄二！」

「くっそぉー！　負けた！」

「ハッハー！　大勝利！」

「お前ゲームだけは本当に強いな畜生！」

「ハハハ！　負け犬の遠吠えもまた心地良し！」

　勝かち鬨どきを上げる僕。

　いやー、どんなことでも雄二に勝つのは気持ちが良いね！　愉快愉快！

　と笑う僕に雄二が落ち着き払って告げる。

「あー……。ところでな、明久」

「ハハハ！　ハハハハ！」

　無視して高笑いを続ける僕。

「……このゲーム、面白いか……？」

「ハハハ！　ハハハ──ぅぁぁ──ん！」

　姉さんに隠れて買った新作ゲームは、僕の貯金を吸い上げて、代わりに苦い思い出を与えてくれた。




　　　　　☆




「そう落ち込むな明久。たまにはこういうこともある」

「うぅ……。姉さんに隠れて購入資金を貯めるのに僕がどれだけ苦労したか……」

　とりあえずゲーム機のスイッチを切る。まさか〝みんなDEでゴルフ〟だと思っていたら〝みんなDEATHデスゴルフ〟だったとは……。『今までにない斬新なゴルフバトルでＫＯを狙え！』なんて売り文句に疑問を抱くべきだった……。

「隠れて金を貯めた、って自分の小遣いで買うのならお前の自由じゃないのか？」

「人並みの成績が取れているなら、ね」

「未来永えい劫ごう隠れて買うしかなさそうだな」

「それは言い過ぎじゃない……？　ハァ……」

　溜ため息いきを一つ吐ついて、ソファーにもたれかかる。するとそこには何かが置いてあったみたいで、背中でガサッという音がした。

「ん？　なんだろこれ？」

　ソファーから立ち上がり、置いてあった物を手にとる。それはどこかの本屋の袋で、口からは何かの本が顔を覗のぞかせていた。

「あ、悪い。それ俺の荷物だ」

　カーペットに座っている雄二が言う。なんだこれ、雄二のか。

「何か買ってきたの？」

「いや、俺のじゃない。翔しよう子こから没収したんだ」

「没収？」

「朝、あまりに挙きよ動どうが怪しかったもんでな。身の危険を感じて取り上げた」

「身の危険って、大げさな」

　言いつつ、袋の中身を見てみる。




『実践・本格黒魔術』




　以前見た入門編からステップが進んでいることに少し恐怖を覚えた。

「……霧きり島しまさんは、これで何をしようと考えたんだろうね」

「……わからん。怖くて聞けん」

　戦せん慄りつしつつも、怖い物見たさってやつでパラパラと本を捲めくってみる。すると、本の途中のページに短たん冊ざくのようなものが挟んであった。

「これ、栞しおりかな？」

「お？　マジか？　んじゃ、そのページ見たら翔子が何をしようとしていたかわかるかもしれないな」

　雄二が僕の手元を覗き込んで、ページに挟んであった栞を手に取る。

　鮮やかな紋様が描かれた栞が取り除かれると、そこには一面びっしりと字の書かれたページが広がっていた。え、えーと……何々……？




〝──効果は新しん月げつの日の夜明けより発動します。その力は形けい而じ上じよう、あるいは概がい念ねん上じようの肉体という軛くびきに対して想念の交感などといった自由を与えるものであり、魂こん魄ぱくはその自由を以て対象の肉体に対して全ぜんの理ことわりを──〟




　うん。何が書いてあるのかさっぱりわからない。

「雄二。これ、内容理解できる？」

「いいや、全然」

　そう言って肩をすくめる雄二。

「けどまぁ、黒魔術なんて言うとそれっぽいが、要するに〝おまじない〟みたいなもんだろ？　取るに足らないおままごとだよな」

「そう思うのなら霧島さんに返してあげたらいいのに」

　取るに足らないおままごと、とまで言うのなら気にすることはないだろう。

「いや、それはそうなんだが。何て言うか……」

「うん？」

「アイツ、そういうの似合いすぎるだろ」

「あー……」

　言われてみて、どこか納得。確かに霧島さんに黒魔術は似合うかもしれない。

「なるほどね。それで怖くなって取り上げたんだ。オカルトなんて信じてない、みたいなこと言ってるくせに」

「うるせっての」

　ペシッと雄二が僕の額ひたいを叩く。さっき取った栞を手に持っていたのか、ガサッという紙の音も響いてきた。

「んで、どうするんだ？　また今のゲームをやるのか？」

「ん～……やめとこ。いつもの格闘ゲームにしようよ」

「ＯＫ」

「やれやれ……。とんだ散財だったよ」

「元気出せ。足しにならんかもしれないが、明日の昼飯に良い物をやるから」

「え？　ホント？」

「ああ。良い食材が手に入りそうなんでな」

「そっか。それは楽しみ」

　なんて話をしつつゲーム機のディスクを入れ替えて格闘ゲームで対戦を始める僕ら。一進一退の攻防を続けるうちに遅い時間になって、24勝24敗という戦績でこの日はお開きとなった。




　　　　　☆




　ユサユサ。

「んぅ……」

　優しく身体が揺さぶられる感覚。

「…………起……て……」

　それと同時に呼びかけの声が聞こえてくる。姉さんが起こしに来たってことは、もう朝か……。

「ぅ～……。ごめん。今起きて朝ご飯作るね……」

　寝ね惚ぼけて意識がハッキリしないまま、身体を起こす。とりあえず、今朝はベーコンエッグとトーストあたりで適当に……。

　なんて献こん立だてを考えていると、予想外の言葉が返ってきた。

「……大丈夫。朝ご飯なら用意してある」

　用意してある……？　朝ご飯を……？

「え？　姉さんが!?」

　驚きで一気に意識が覚醒する。すると、

「？　……姉さん？」

　ベッドの脇には、長い黒髪と静かな雰囲気を持つ麗人──霧島翔子さんがいた。

「[image: ]!?」

　なぜ!?　どうして霧島さんが僕の家、しかも僕の部屋に!?

「……寝惚けてる？」

　霧島さんが僕の顔を覗き込んできた。それも、息がかかりそうなほどの距離に。ち、近い！　近いよ霧島さん！

「どうしたの霧島さん!?　何かあった!?」

　思わず距離を取る僕。元々無防備な人だとは思っていたけど、これはさすがに近すぎる！　危険じゃないか！　その、色々と！

「…………」

　そんな僕の気も知らず、霧島さんはむぅっとご機嫌ナナメな顔をしていた。

「……どうして、そんな呼び方するの」

「はい？」

　呼び方？　なんのこと？

「……いつも通り、翔子って呼んで欲しい」

「はいぃ!?」

　僕、そんな呼び方したことないけど!?

「……じゃないと、返事しない」

　ぷいっとそっぽを向く霧島さん。もう僕には何がなにやら!?

「えっと……しょ、翔子？」

「……うん」

　僕がそう呼ぶと、霧島さんはこっちを向いて嬉しそうに笑った。

「……朝ご飯、できてる」

　よく見ると霧島さんは制服の上にエプロンをつけている。どうやら本当に彼女が朝ご飯を作ってくれたみたいだ。

　な、なにがなんだかわからないけど、とりあえず──

「そ、そう。じゃ、着替えるから……」

「……わかった」

　制服に着替えようと思ったのに、何な故ぜかその場に留まる霧島さん。

「いや、あの。着替えるんだけど……？」

「……うん」

「出て行ってもらえると」

「……着替え、手伝う」

「!?　い、いやいや！　それは本当に大丈夫だから！」

　断固拒否の構えを取る僕。さすがにそんなことをされるのは色々と困る！

「……イヤ？」

「い、イヤというワケじゃないけど、そういうのはダメだと思う！」

「……残念」

　僕の固い意志を感じ取ったのか、霧島さんはすんなりと引いてくれた。

「……じゃあ、下で待ってるから」

「うん。了か──」

　霧島さんが部屋から出て行きつつ、こんなことを言う。

「──二度寝しないように。雄二」

「へ……？」

　その一言で、僕は信しんじ難がたい現状を理解した。




　　　　　☆




「まさか、こんなことが……」

　学校へ向かう道の途中、僕は自分の身体を見て未いまだに驚きを隠せずにいた。

　僕が馴な染じんでいるものより一回り太い腕。

　いつもより少しだけ高い視点。

　短くてすっきりした髪。

　信じられないけど、間違いない。僕は──

「……どうしたの、雄二？」

　僕は今、悪友である坂本雄二になっていた。

「いや。なんでもないよ、霧島さ──」

「……（ムスッ）」

「しょ、翔子」

「……ん」

　僕は雄二になって、隣を霧島さんが歩いている。事情はよくわからないけど、これは事実だ。夢にしては周囲のものに現実感がありすぎる。

「あのさ、翔子」

「……なに？」

「今日のぼ──俺って、坂さか本もと雄二に見える……よな？」

「？？？」

　僕の妙な質問に霧島さんが首を傾かしげている。しまった。今の質問は軽率すぎた。現状を正しく把握していないのにこんなことを聞いたら病院に連れて行かれるのがオチだ。

「いや、ごめん。今の質問は忘れて欲しい。まだちょっと寝惚けているんだ」

「……そう」

　僕が訂正すると、霧島さんは素直に頷うなずいてくれた。

「……変な雄二」

　そして、そんな僕を見てくすっと笑う霧島さん。そこに朝の爽さわやかな風が吹き込み、髪がふわりと舞って霧島さんの笑顔がより一層魅力的なものに見えた。

　か、可愛い……！

　元々顔立ちが綺麗な人だけど、内面は意外と無防備で幼いところがあるせいか、こういった時には可愛らしさが姿を見せる。それはクールな外見とのギャップもあって、並外れた魅力を醸かもし出だしていた。

「…………」

　じっと霧島さんの顔を見つめてみる。

「？？？」

　霧島さんはそんな僕を小さく首を傾げて見つめ返していた。

　そのあまりの可愛らしさに、僕はこんなことを考え始める。

（こんなにも可愛らしくて、一いち途ずで、頭も運動神経も良い女の子が、雄二なんかと一緒になってしまって良いのだろうか……？）

　じっと顔を見つめたまま考え事をする僕に、霧島さんが問いかけてくる。

「……私の顔、何かついてる？」

「いや、いつも通りだよ」

「……それならいい。……けど、」

「けど？」

「……あんまりジッと見られると、少し恥ずかしい……」

　と言って、霧島さんは軽く俯うつむいて頰ほおを染めた。

　いつもとは違う距離感で接する霧島さんを見て、こう思う。

（やっぱりダメだ。こんなに良い女の子がみすみす不幸になるのなんて、見過ごせない。彼女の幸せのために、雄二のようなクズ野郎とは早めに縁えんを切らせて、新しい出会いへと羽ばたかせてあげるべきじゃないだろうか。そうだ。そうすべきだ。そうすることが僕の義務だ！）

　幸いにも、今の僕は雄二だ。この状態なら彼女の雄二に対する評価をどうとでも操作できる。願ってもない状態だ。この場は傷つけてしまうかもしれないけど、今は心を鬼にするべきだろう。それが彼女の為になるのだから。

「──翔子」

「？　……なに？」

　呼びかけると、曇りのない純真な目がこちらの目を覗き込んできた。

　その目には、雄二以外が映っていない。彼女は坂本雄二だけを見ている。

　吉よし井い明久としての僕が見たことのない、信頼しきった瞳。霧島翔子という女の子が、坂本雄二という男だけに向ける、強い気持ちの込められた視線。

　あまりに純粋なその瞳に、僕は思わず言おうとしていたこととは違う台詞せりふを口にしてしまっていた。

「──俺のこと、好きか？」

「……えっ……？」

　突然の僕の問いかけに目を白黒させる霧島さん。

　けれども、僕が真剣に聞いているとわかると、彼女も真剣な目で応えてくれた。

「……うん。世界で、一番」

　迷いのない返事。彼女の気持ちは揺らがず、最初から決まっていた。

　霧島さんの答えを聞いて、僕は自らに問いかける。

　さっき、僕は本当に彼女の幸せを願っていただろうか。違う考えに心を囚われていなかっただろうか。真に彼女の幸せを願うなら、こんなにも一途な想いを踏みにじることなんてできないはずだ。僕は雄二への妬と心しんで二人の仲に亀裂を入れようとしていたのではないだろうか。

（僕は……バカだ……）

　本当に彼女を幸せにしたいと思うのなら、その想いを成じよう就じゆさせてあげることこそが大事なんだ。僕の卑いやしい嫉しつ妬となんて二の次じゃないか！　そうだ！　霧島さんは幸せになるべき女の子なんだ！　そして、今それができるのは僕だけなんだ！

「──翔子！」

　意を決して、霧島さんの肩を摑つかんで向かい合う。

「……はい」

　霧島さんは少しビックリしたみたいだけど、何かを感じ取って僕の目を見てくれた。

「今はまだ、高校生だけど……心は決めたよ。俺たち、卒業したら結婚しよ──」

「ホォォォアタァァアッッ！」

「ぐぼぁぁぁっ！」

　僕の渾こん身しんのプロポーズを遮さえぎり、鋭い雄お叫たけびと痛みが僕の頭部を襲った。く……っ！　誰だ、彼女の幸せを邪魔するのは！

「明久……！　お前、今最悪の禁きん忌きを犯そうとしやがったな……！」

　跳び蹴り後の着地姿勢でこちらを睨にらみ付つけている間抜け面の男が一人。見覚えのある顔、髪型、体形。こ、これは、僕──じゃない！　コイツは、このバカ野郎は……！

「貴様、雄二か！」

「嫌な予感がして急いできてみたら予想通り……。明久、テメェはどこまでも底の浅い野郎だな……！」

「おのれ雄二……！　今一歩のところで……！」

「？？？　……吉井？　……雄二？」

　構えを取って睨み合う僕らを、霧島さんがきょとんとした顔で見ていた。まぁ、無理もない。お互いが呼び合っている名前が逆なのだから、何があったのかと疑問に思うのは普通のことだ。

「邪魔するな雄二！　今僕は霧島さんを幸せにする為、やるべきことがあるんだ！」

「奇き遇ぐうだな。俺も俺の幸せを守るため、殺やるべきヤツがいるんだよ！」

　互いの殺気が膨れあがる。やはりコイツに説得は通じない。言葉でわからないのなら──

「「くたばれやぁぁっ！」」

　両者の怒ど号ごうと拳こぶしが交差した。

　ゴッ、と鈍い音が響く。

「う……ぐ……！」

　そして、相手の顔を直撃する僕の拳。一方、向こうの拳は顔には届かず、僕の肩を打つ程度に留まっていた。あれ……？

　とりあえず追撃の為に更にもう一撃を繰り出す。向こうはそれを左腕でガードしようとしたけど、

「ごふぁっ！」

　僕の拳はそのガードを突き破っていた。こ、これは……！

「ぐ……っ！　くそ……ぉ……っ！」

　ガクガクと、雄二（in僕Body）の足が震える。対して僕の方はというと、ほとんど何のダメージも負っていなかった。

　こ、これが……！

「これが雄二の身体能力か……！」

　なんという筋力、リーチ、タフネス！　こんな基礎体力があるんだ。そりゃ雄二がケンカに強いのも納得だ！

「やっちまった……！　いつもの身体じゃねぇってのに……！」

　雄二が悔しげに呟つぶやく。バカめ！　後悔してももう遅い！

「とどめだ雄二！　お前を倒して、僕は霧島さんに幸せを贈る！」

　と、僕が拳を振りかぶったその時。

「霧島さん！　実は昨日、雄二は僕の家に来ていなかったんだ！」

　僕の顔をした雄二が、僕の口調でそんなことを言った。ハッ！　命いのち乞ごいかと思えば、何をわけのわからないことを──

　グシッ

「……雄二。どういうこと……？」

　突如、僕の視界が暗転した。おや。なんだろうこの脳のう髄ずいに走る鋭い痛みは。

「……答えて、雄二。吉井の家に遊びに行くなんて噓うそをついて、どこに行っていたの」

　ギリギリギリ、と頭ず蓋がいが軋きしむ音が聞こえる。

「ま、待って。昨日は本当に……」

「霧島さん！　雄二は僕に『翔子に問い詰められたら口くち裏うらを合わせてくれ』って言ってどこかに行っちゃったんだ！」

「……雄二。まさか、浮気……？」

「ひぎゃいまぁああー！」

　だ、ダメだ！　痛みのせいで、口を開いても言葉が悲鳴にしかならない！　霧島さんが！　さっきまであんなにも可愛らしかった霧島さんがキリングマシーンに！

「よしよし。いいぞ翔──もとい、霧島さん。雄二は浮気の心苦しさから色々な甘い台詞を言ってくるかもしれないけど、それは全部ウソなんだ。信用しちゃダメだ。徹底的にお仕置きをして、余計なことを言えなくなるまで痛めつけておいたほうがいい」

「……わかった。ありがとう、吉井」

「おぎょえでろぉー！　ぎゅうじぃぃーー!!！」

　霧島さんは、可愛くて、一途で、頭が良くて、握力がとても強いということがよくわかった。
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「明久。これに懲こりたら二度と余計な真似はするんじゃねぇぞ」

「はい……。肝に銘じます……」

　霧島さんのお仕置きから解放され、なんとか辿たどり着ついたＦクラス教室。

　いつもよりずっと早い時間のおかげで教室には誰も居ないけど、念の為に僕と雄二は他の人に聞かれないよう教室の隅すみでこっそり話をしていた。

「んで、明久。お前はこれがどういうことかわかるか？」

　雄二がお互いの身体を見ながら言う。

　これ、というのは今のこの僕らの状況のことだろう。

「なんというか、信じられないことだけど……僕と雄二が入れ替わってる、ってことじゃないかな」

「やっぱりそうか……。最初は俺だけ何かがあったのかとも思ったんだが……お前が俺になっているのを見ると、入れ替わりで間違いなさそうだな」

　雄二と頷き合う。本当、信じられない。

「今朝、何か変わったことがあったりとか、心当たりは？」

「……衝撃的な目覚めだったからかなり注意力は散漫だったが、おそらくは何もなかったと思う」

「そっか……って、衝撃的な目覚め？　それって、目を覚ますと部屋が違っていて驚いたとか、そういうこと？」

　僕が尋たずねると、雄二は苦にが虫むしをかみつぶしたような顔で答えた。

「いや……。その、言いにくいんだが……。今朝、お前の姉貴が起こしにきていてな。薄目を開けたら翔子とは違うシルエットなんで、反応が遅れてしまい──いや、よそう。これ以上は聞かない方がいい」

「なに!?　今朝姉さんと何があったの!?　僕の身体は姉さんにどんなことをされちゃったの!?」

「安心しろ。されてはいない。見られただけだ」

「こんのバカ野郎ぉぉーーっ！」

「大丈夫だ。俺は気にしていない」

「そりゃ雄二はそうだろうよ！」

　どうしてくれるんだよチクショー！　このバカぁー！

「とりあえず、現状は把握した。次は原因だな。それがわかれば解決法もわかるかもしれん」

「そうだね……。早く突き止めて元に戻ろうか……」

　これ以上傷口が広がらないうちに。

「俺もお前も、今朝に思い当たることがないとしたら、やっぱり怪しいのは……」

「昨日の放課後だね」

「ああ。多分な」

　僕と雄二が入れ替わったのだから、恐らく僕と雄二が一緒にいるときだ。現時点では判明していないというだけかもしれないけど、今のところ他の人には影響が出ていない。となると、僕と雄二以外の人がいない時の可能性が高い。

　そして、何より──

「翔子のあの本以外に原因が思いつかねぇ」

「うん。僕もそう思う」

　こんなオカルトじみた事態を招く要因は、昨日雄二が霧島さんから没収した『実践・本格黒魔術』しか思い当たらない。

「明久。あの本は持ってきているか？」

「鞄に入れた覚えはないけど」

「んじゃ、俺の部屋の引き出しだな。昨日帰った時にそこに隠しておいた」

「そっか。じゃあ急いで持ってきてよ──って、行くのは僕じゃないとダメか」

「そりゃそうだろ。こんな時間に〝吉井明久〟が俺の家に行くのはおかしいからな」

「オッケー。それじゃ、ちょっと行ってくる」

「待て明久。その前に一つ注意しておくべきことがある」

「ん？」

　走り出そうとした僕を呼び止める雄二。なんだろう？

「この一件、他の連中にはバラさないように気をつけろ」

「え？　なんで？」

　さっきまでならともかく、だいたいの原因もわかったんだし、元に戻る為に協力してもらった方が良いんじゃないかな？

「こんな荒こう唐とう無む稽けいな話、信じて貰えなかったら痛いやつだと思われるし、元に戻ったときの生活に齟そ齬ごがあっても困る」

　ああ。それはそうかもしれない。皆に相談して協力して貰うのは後でもできる。とりあえずは僕と雄二だけで穏おん便びんに済むように動いてみるべきだ。

「そして何より──こんなことが実現可能だと発覚したら、取り返しがつかん」

「了解。秘密は絶対守るよ」

　クラスの連中にばれたりしたら、彼らは姫ひめ路じさんや美み波なみや秀吉と入れ替わって悪いた戯ずらをしようとするに違いない。雄二としては一番怖いのは霧島さんの行動かもしれないけど。

「それにしても、朝から雄二の家と学校を往復する羽目になるなんてね」

「早い時間に登校して来られたのは不幸中の幸いだったな」

　驚きで即座に目が覚めたおかげで、今朝はたっぷりと時間に余裕がある。今から雄二の家に行って戻ってくるくらいは問題ないだろう。

「じゃ、今度こそ行ってくる」

「おう。頼んだ」

　教室を出て、雄二の家目がけて走り出す。

　雄二の身体は筋力は段違いだけど、持久力は僕の身体とあまり変わらないようだった。




　　　　　☆




　雄二の部屋に行って目的の本をゲットし、再び学校へ。

　この時間になってくると、登校してくる人たちの姿が多く見られた。

「まずいな……。ボロが出ないうちに早く元に戻らないと……」

　僕や雄二は秀吉とは違う。お互いのフリをするのには限界があるから、一刻も早く自分の身体に戻らないと危険だろう。

　皆がのんびり歩いて登校している中を走り、靴を履き替えてＦクラスの教室に向かう。

「雄──明久、本を持ってきたよ！」

　扉を開けてそう言うと、

「あ。坂本君。おはようございます」

　さっきまで雄二が居た場所には誰もおらず、代わりに扉の近くにいた姫路さんが挨拶をしてきた。

「おはよう、姫路さん」

　挨拶を返しつつ、雄二の姿を探す。う～ん、いない。どこに行ったんだろう？

「？　姫路〝さん〟？」

　姫路さんが目をぱちくりとして僕の言葉を反はん芻すうしている。しまった！　雄二は〝姫路さん〟じゃなくて、呼び方は──

「どうかしたか、姫路？」

「あ、いえ。なんでもないです」

　急いで呼び方を変えると、姫路さんはただの呼び間違いだと思ってくれたようで、それ以上追及してきたりはしなかった。危ない危ない。口調には気をつけないと。

　内心冷や汗をかいている僕に、姫路さんは笑顔を向けてこう言った。

「ところで坂本君。昨日はどうもありがとうございました」

「ん？　なにが？」

「明久君のことです」

「？？？」

　姫路さんが何についてお礼を言っているのかわからない。

　僕のこと？　何かあったっけ？

「ほら、昨日私が〝最近タコスの作り方を覚えた〟っていうお話をしたとき」

「あ、ああ。アレか」

　僕には記憶がないけど、雄二は聞いていたらしいから頷いておく。姫路さんがタコスの作り方を覚えた、だって……？

「そうしたら、〝明久に昼飯を持ってこないように言っておくから、そのタコスをご馳走してやるといい〟って言ってくれたじゃないですか」

　あんのクソ野郎ぉぉおお────!!

「私、明久君に食べてもらえるので、頑張って作って来ちゃいました♪」

　昨日アイツが『良い食材が手に入りそうだから明日の昼飯は任せておけ』とか言っていたのはこのことか！　僕の知らないところでなんて非道な真似をしやがるんだ！

　……これは制裁をくわえねばなるまい。

「姫路さ──姫路」

「はい？」

「明久がどこにいるか、知ってるか？」

　見つけ出し、然しかるべき体罰を──いや、それだと僕の身体に傷が残る。元に戻ってから痛い目に遭わせてやらなくては。

　そんな僕の問いに、姫路さんは顎あごに指を当てて答える。

「えっと、明久君ならさっき〝大事な話があります〟って言われて、どこかに行ってしまいましたよ」

　？　大事な話？　こんな朝から？　相手は誰だろう？

「──玉たま野のさんと一緒に」

　イィィィヤァァアアア──!!

　玉野さんって、あの玉野さん!?　どうして雄二のバカはそんな危険人物に呼び出されてノコノコとついていくの!?　危機意識を持ち合わせていないの!?

「玉野さん、用意ができたら私にも見せてくれるそうです。今日のは自信作だそうで」

「よしわかった！　すぐに向かう！　場所はどこ!?」

　制裁云々はどうでもいい。その前に玉野さんを止めなくちゃ！　僕の身体と尊厳が汚される前に！

「多分部室の方だと思いますけど、まだ準備中かと……」

「わかった！　ありがとう姫路さん！」

　教室を飛び出して階段を駆け下り、該当の部室を探す。どこだ、どこだ……！

　旧校舎二階の廊下で必死に首を巡らす僕。

　すると、部室にされている空き教室から誰かの声が聞こえてきた。




『あのね、アキちゃん。そのズボンも脱いで欲しいんだけど……』

『な、なんなんだお前は!?　一体俺に何をしようとしているんだ!?　というか、同意を得ないうちから無理矢理脱がそうとしてないか!?』

『心配しないで、ね？　替わりのお洋服ならちゃんと用意してあるから。これを着て、思いっきり可愛くなろ？』

『じょ、冗談じゃねぇ！　そんな服誰が──って、ふぬぉぉぉー！　お前本当に女子か!?　その腕力はどこから出てきているんだ!?』




「そこかぁ──っ！」

　ガラッと扉を開けて教室に飛び込む。するとそこには半裸にされている僕と、チアガールの衣装を手にした玉野さんの姿があった。よし！　なんとか間に合ったか！

「そこまでだよ玉野さん！　おとなしく僕の身体を解放してもらおうか！」

「な、ナイスタイミングだ明久！　助かった！　本当に助かった……！」

　怯おびえたように僕の背中に隠れる雄二。被害に遭あっているのは僕の身体だけど、そんなことも気にならないほど雄二は恐怖を感じていたようだ。

「え……？　坂本君……？」

　突然の乱入者に驚いているのか、玉野さんが僕を見て目を白黒させている。いや、だが相手はあの玉野さんだ。油断は禁物だ！

「玉野さん。キミの邪悪な野望もここまでだ。僕が来たからにはおとなしく引き下がってもらう」

　あと、制服も返して貰う！

　僕が鋭くそう言うと、

「あ、うん。ごめんね……」

　抵抗するだろうと思っていた玉野さんは、意外にもおとなしく引き下がってくれた。あれ……？　やけに素直だな……。

　そして、彼女は妙に殊しゆ勝しような態度で頷いて、

「本当にゴメンね。坂本君だけの〝身体〟に悪戯しようとしちゃって……。あの、えっと。二人とも、お幸せにっ」

　そのまま顔を真っ赤にして去って行った。

　とにかく大事に至らなくて良かった。良かったんだけど──なんだろう。今の玉野さんの言葉に含まれた、嫌な気配は。

「明久……。お前、交友関係はきちんと考えた方がいいぞ……」

「うん……。わかってる……」

　脱がされた制服を身に着けつつもらした雄二の言葉は、妙に僕の心に染み込んだ。
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「それで、どう？　何かわかる？」

　玉野さんの手から逃れて教室に戻った僕らは、例の本を開いて中身を確認していた。

「くそっ。すぐにはわかりそうにねぇな……。なにせ、この文章量だ」

　昨日も見たけど、本のページにはほとんど図やイラストもなく、ひたすら難しい文章がぎっしりと書かれていた。正直、眩暈めまいがしてくるレベルだ。

「なんか、お前の身体だと頭の回転が悪い気がするんだよな」

　失礼な。

「人に頼むわけにもいかないんだから、なんとか頑張ってよ」

「ああ。安心しろ。授業中になんとか見つけておく。読み辛いが、気合入れりゃ二時間程度で読めるはずだ」

　さっきの恐怖体験のせいか、雄二の目には一いち分ぶの遊びも見られない。喧けん嘩か慣なれしている雄二をここまで怯えさせるとは、玉野さん恐るべし。

「じゃあ、それまではなんとしても隠し通さないとね」

「ああ。いつもつるんでいる連中……特に秀吉には気をつけろ。下へ手たをしたら即座にバレるぞ」

「うん。わかってる」

　噓や演技を貫くとしたら秀吉が一番の難敵になる。演劇バカの異い名みようは伊だ達てじゃない。要注意だ。

「下手に噓をつくより接触を避けるべきだな。いざとなったらダッシュで逃げるくらいで丁度良い」

「オーケー。そうするよ」

　なんて話をしているところに、突然誰かが入ってきた。

「…………何の本を読んでいる？」

「「っ!?」」

　思わず悲鳴を上げそうになる。音も気配もなく現れたのは、

「な、なんだムッツリーニか……」

「ビックリした……」

「…………おはよう二人とも」

　クラスメイトのムッツリーニこと土つち屋や康こう太ただった。

「…………それで、その本は？」

　僕らがこそこそと隠れるようにして読んでいた黒魔術の本を指してムッツリーニが尋ねる。あ。さてはコイツ、僕らが隠れて読んでいるのを見てエロ本だと思ったな？

「別に大した本じゃないよ。ね、雄二？」

　雄二が僕の口調を真似しつつ、本を掲げてみせる。ムッツリーニ相手に本を隠そうとするのは愚ぐ策さくだ。エロが関わっていると思い込んだが最後、ムッツリーニの行動力は何十倍にも跳ね上がる。それよりこの本がエロ本じゃないことを説明した方が良さそうだ。

「ほら、見てみろムッツリーニ。これのどこがエロ本に見える？」

　というわけで、僕は雄二の口調を真似つつびっしりと字の書かれた本を広げてムッツリーニに見せた。

　すると、納得したように頷くムッツリーニ。

「…………なるほど」

「なんでもないだろ？」

「…………エロ小説か」

　ダメだ。コイツの頭はきっと現代医学でも治せない。

「違うよムッツリーニ。これは雄二が霧島さんから預かっている占いの本だよ。ね、雄二？」

　雄二が言いながら目配せをしてくる。ここは話を合わせておこう。

「おう。ちょっと占いに興味があってな。借りているんだ」

「…………そうか」

　期待はずれだったようでしょぼんと肩を落とすムッツリーニ。

「…………女子更衣室が見える占いとかは」

「「ンなモンあるか！」」

「…………そうか……」

　ムッツリーニは肩を落としたまま自分の席に戻っていった。

「ふぅ……。誤ご魔ま化かせたみたいだな」

「これに裸の挿さし絵えの一つでも入っていたら危ないところだったね……」

　少しでもエロ要素が入っていたら即座にムッツリーニに奪われていたことだろう。助かった……。

「油断は禁物だぞ明久。俺たちには、もっと手て強ごわい相手がいるんだからな」

「そりゃ気を抜くつもりはないけどさ。いくら秀吉でも、そこまで簡単には」

「んむ……？　なんじゃ、今日はまるで雄二と明久の中身が逆のように見えるのう」

「「ひぃぃ──っ!!」」

　現れるなり、秀吉は核心に触れてきた。ちょっとちょっと!?　まだ会話もしていないのになんなのその台詞!?

「ど、どうした秀吉。なんでいきなりそんなことを言い出すんだ？」

「そ、そうだよ秀吉。朝から変なことを言わないでよ」

　口から心臓が飛び出しそうなほどの動揺を隠しつつ、必死に互いの口調を真似る僕と雄二。

「なんじゃろうな。お主らの立っている姿勢がいつもと逆のように見えるのじゃ」

　立っている姿勢!?　そんなものに人の特徴って出るものなの!?

「ななな、何を言っているんだ秀吉。俺は今日、ちょっと足を痛めたせいで姿勢が変なだけだぞ」

「そ、そうそう。僕もそうなんだよ」

「ふむ……。じゃが、」

「じゃ、俺たちは用事があるからこれで！」

「じゃあね秀吉！」

　雄二と一緒に廊下に逃げていく。な、なんという強敵……！

「いいか明久。秀吉とは絶対に接触するな。視界に入るのも極力避けろ」

「りょ、了解。気をつけるよ」

　僕らはそのまま始業ギリギリまで時間を潰してから教室に戻ることにした。
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　授業中は必死に例の本を読んで（※雄二限定。僕は寝てた）、休み時間は疑われないように卓袱ちやぶ台だいに突っ伏して寝たふりをする。

　そうやって午前を乗り切っての昼休み。

「見つけたぞ明久、この部分だ！」

　例の本を持って、雄二が僕のところに駆け寄ってきた。

（ちょ、ちょっと雄二！　呼び方呼び方！）

（お、おう、すまん。とにかく見てくれ）

　卓袱台に本を広げる雄二。

　雄二が示すページには、ずらずらと難解な言い回しの文章が続いている。

「ごめん雄二。要約をお願い」

「お前はこの程度も読めないのか……。まぁいい。要点は三つだ。いいか？」

　溜息を吐つきながらも雄二は大事な部分を教えてくれた。




　一つ。符ふを対象に貼ることで、貼った人間と貼られた人間の人格が入れ替わる

　一つ。符は対象の額に貼らないと効果がない

　一つ。入れ替わりの効果は新月の日の夜明けから満月の日没まで発動する




「へぇ……。凄いなぁ。他には何か書いてあった？　便利そうなものとか──」

「そんなもん読んでる暇ひまはない！　一刻も早く元に戻る必要があるんだ！」

　どうやら、雄二はこの項目を見つけてすぐに飛んできたようだ。相当焦あせっているように見える。

「今はもう昼休みなんだ。ぐずぐずしている時間はねぇ」

「あ、うん。そうだね」

　確かに昼休みともなれば皆との接触が増える。秀吉に限らず、誰かに正体がばれてしまう可能性だって高くなるだろう。急いで戻るに越したことはない。

「それで、ここに書いてある〝符〟っていうのは？」

「多分、これのことだ」

　雄二が本の間から取り出したのは、昨日も見た鮮やかな紋様が描かれた栞。なるほど。これが原因だったのか。

「じゃあ、これをおでこに貼れば？」

「ああ。元に戻れる」

「そっかー。良かったよ、簡単に元に戻れそうで」

「おう。──じゃあ貼るぞ。さっさとデコ出せ」

　と、雄二がやけに急いで符を貼り付けようとしてくる。

「あいよ」

　僕は頭を前に出そうとして──雄二が入っている僕の身体の後ろに、姫路さんが近寄ってきていることに気が付いた。

　瞬間、蘇よみがえる今朝の記憶。




『ほら、昨日私が〝最近タコスの作り方を覚えた〟っていうお話をしたとき──』

『──私、明久君に食べてもらえるので、頑張って作って来ちゃいました♪』




「っ!!」

　咄とつ嗟さに迫る符をかわす僕。

「お、おい明久。なぜ避よける？　ほら、急いで元に」

　そんな僕に、雄二は焦った様子で問いかけてきた。

　理解したぞ……。なぜ、雄二がこんなにも焦って元に戻ろうとしているのかを……！

「いや、戻らない。戻るのは、昼休みが終わった後だ」

「な……っ！」

　予想外の僕の返事に驚く雄二。

　このまま戻れば、僕は姫路さんの特製タコスを食べなくちゃいけない。雄二の奸かん計けいのせいで。

　でも、今僕は雄二だ。そうなると──

「地獄を見るのはキサマだ、雄二……！」

「て、テメェ……！　いつの間に気付いて……！」

　人を陥おとしいれようとした罰だ！　存分に苦しむがいい！　そして僕はお前が気を失っている間に霧島さんに幸せもプレゼントするとしよう。良かったな、雄二！

「こうなりゃ実力行使だ！　何が何でも返してもらうぜ！」

「何をバカなことを！　今の僕に勝てると思っているのか！」

「うるせぇ！　俺の身体だろ！　おとなしくしろ！」

「そうはいくか！　身体は雄二のものでも、心は僕の物だ！　自由にさせない！」

　と、栞を手に摑みかかってくる雄二から逃れようと暴れる僕。

　するとそこに、

「（ガラッ）なんだか素敵なやり取りがされている気配がしましたっ！」

　何かの気配を察知した玉野さんがやってきた。

　ペタッ

「「あ……」」

　そして、揉み合っている拍子に、彼女の額に栞が貼られる。

　栞を貼ったのは【僕の身体に入っている雄二】で、貼られたのは【玉野さん】。あの本に書いてあったことが噓じゃなかったとしたら……？

「あ、あの、雄二？　玉野さん？」

　恐る恐る二人に話しかける僕。

「「…………」」

　雄二と玉野さんはパチパチと瞬まばたきをしていた。

　そして、玉野さん（in僕Body？）はペタペタと胸の辺りを触って現在の状態を確認すると、

「う～ん……」

　と唸うなって、

「じゃ、私はこれで！」

　一瞬で踵きびすを返して駆けだした。え……？　え……っ!?

「ちょっ……!?　僕の身体ぁーっ！」

「ごめんねアキちゃん！　記念撮影をしたらきちんと返すから！」

　聞こえてくる玉野さんの不吉な言葉。

　何その理解と適応の早さ!?　前知識のある雄二ですらまだ戸惑っているんだよ!?

「こ、こうしちゃいられない！　雄二！　急いで彼女の後を──ってぬぉぉーーっ！」

　振り向いた瞬間、雄二（in玉野さんBody）が栞を貼ろうとしてきたので慌てて回避行動を取った。あ、危なぁーっ！

「いきなり何をするんだ雄二！」

「ちぃぃっ！　避けんじゃねぇ！」

　尚も栞を構えて襲いかかってくる雄二（in玉野さんBody）。こ、この野郎……！

「キサマ、さては自分だけ元に戻ろうと考えているな!?」

「大丈夫だ明久。俺が元に戻ってもきちんと協力してやるから！」

「絶対に噓だ！」

　コイツは自分が元に戻ればあとは我関せずを貫くに決まっている！　なぜなら僕だったら絶対にそうするから！

「取られてたまるか！　僕が元に戻るにはこの身体能力が必要なんだ！」

　言いながら腕力に物を言わせて雄二から栞を奪い取る。

「く……ぅ……っ！　ダメだ、この身体、全然力が出ねぇ……！」

　悔しそうに雄二が玉野さんの顔を歪ゆがめて呟く。こっちは男子の中でも特に力の強い雄二の身体だ。女子の身体で対抗できるわけがない（玉野さんは状況次第でリミッターが外れるみたいだけど）。……これは裏を返すと、僕が玉野さんの身体になってしまったら、自分の身体の力に勝てないということにもつながる。ましてや今僕の身体に入っているのは、あの玉野さんだ。女子の身体で対抗できるほど甘い相手じゃない！

「悪いね雄二！　この身体を返すなら僕の身体と引き替えだ！」

「ちくしょぉー！　返せ！　俺の身体を返せーっ！」

　叫ぶ雄二を置いて、僕は全力ダッシュで玉野さんが消えていった方に走った。




『やれやれ。明久らは今日も賑にぎやかじゃのう……』

『…………落ち着きがない』

『まったくじゃな。ところでムッツリーニよ。茶を買ってくるがお主もいるかの？』

『…………今日はやめておく』

『そうか。了解じゃ』




　　　　　☆




　階段を駆け下り、今朝も訪れた部室兼空き教室の扉を開ける。予想通り、彼女（僕の身体だけど）はそこにいた。

「玉野さん！　僕の身体を返して貰う！」

　栞を手に、彼女に駆け寄る僕。狙うは額だ。そこに栞を当てたら入れ替わりが発生するはず……！

　と、その角が当たるかというところで、

「ごめんね瑞みず希きちゃん……えいっ」

「？？？　は、はい？」

　いつの間に呼び出していたのか、玉野さんが物陰に立たせていた姫路さんを盾にした。

「しまっ──！」

　勢いがついてしまった僕はブレーキが間に合わず、

　ペタッ

　と、姫路さんの額に栞を当ててしまう。

「……っ！」

　直後、視界が暗転し、強烈な眩暈に襲われる。

　そして目を開けると、

「…………」

　呆然としている雄二の顔があった。

　さっきまで僕は雄二の身体に入っていた。だというのに、今は目の前に雄二の顔がある。っていうことは──！

「さ、行こう瑞希ちゃん！　走って！」

「え？　え？　え？　あの、明久君。私にお話って……。それに、なんで私が向こうに？　鏡……？」

「説明はまた後でするから！　早く早く！」

「は、はい……」

　玉野さん（in僕Body）が姫路さん（in雄二Body）の手を引いて走っていく。

　っていうことは、今僕は姫路さんの身体に入っているってことだ！

「ま、待てぇぇーっ！」

　落とした栞を拾い、二人を追いかけようと足を踏み出す。けれども、

「く、ぬ……！」

　まったくと言っても良いほど足の回転数が上がらなかった。い、イメージ通りに身体が動かない……！　これが女の子の身体か……！

「とは言え、追わないわけにも……！」

　慣れない身体でなんとか走り出す。す、スピードが出ない……！　地面を蹴る力が弱い……！

　などと四苦八苦していると、あっと言う間に息があがってきてしまった。

「はぁ……っ！　はぁ……っ！」

　く、苦しい……！　そっか……。最近はすっかり良くなったらしいけど、姫路さんは元々身体が弱いんだった……！

　そして、体力とは別の面でも大変だった。その、なんというか、身体の特徴というか、一部の人特有の苦しみというか……。

「い、痛い……！」

　姫路さんの大きな胸が、走る上で大きな障害となっていた。

　一歩踏み出す度に揺れる。揺れると付け根が引っ張られる。それがとても痛い。その上、勢いがつくと身体のバランスまで崩れる。胸が大きいことがこんなにも厄やつ介かいだとは、生まれて初めて知った……！

「と、とりあえず腕で押さえながら……」

　と、揺れる胸を腕で抱える。

　そして、僕は腕一杯にその柔らかさを感じ取った。

「[image: ]!?」

　混乱して腕を離してしまい、バランスを崩してその場に転ぶ僕。

「あわ、あわわ、あわわわわ……」

　バカな！　なんだこの柔らかさは！　抱え込もうとした腕に合わせて包み込むように自在に形状を変化させてくる！　まさか、まさかこれが噂うわさに聞く──

「テンピュール枕か！」

　いや違う！　何を錯さく乱らんしているんだ僕は！　ってそれより、触っちゃったよ！　しかも思いっきり！　姫路さんごめんなさいっ！

　動揺しているせいで、尻しり餅もちをついたまま身体を起こすのも忘れている僕。

「何してるのよ瑞希……。パンツ見えちゃってるわよ？」

　するとそこに、美波がやってきた。

「え……？　あ……っ！」

　慌てて脚を閉じてスカートを整える。女装の時と違って、今は下着も女物なんだった。気をつけないと！

「立てる？」

　そう言って美波は僕を起こそうと手を差し出してくれた。

「う、うん、ありがと。美波」

　その手に摑まって立ち上がる僕。

「〝美波〟？」

「あ、いえ。ありがとうございます、美波ちゃん」

　慌てて姫路さんの口調を真似る。余計なトラブルを増やさないためにも、ここは誤魔化して急いで玉野さんのところに行かないと！

「じゃあ、私は急いでいるので」

「待ちなさい」

　その場から駆け出そうとする僕を美波が引き留める。何!?　急いでいるのに！

「まだ裾が捲れてるじゃない。シャツも乱れてるし」

　と言いながらこちらに手を伸ばして服の乱れを直してくれる美波。ありがたいんだけど、そういうのは急いでいない時にして欲しい！

「まったく、何を慌てているんだか」

　そんな僕の気も知らず、今度はネクタイを整えだす美波。

　まずい……！　ただでさえハンデのある身体なのに、こんなに時間をロスしてしまったら追いつけない……！　どうする、どうする……！

「み、美波──ちゃん！　本当に急いでいるので！」

「ダメよ。お尻のところ、埃ほこりだらけじゃない」

　煩はん悶もんしている僕をよそに、美波は僕（in姫路さんBody）が逃げないように腕を摑みつつ服を叩いて埃を落としていた。

　ぐぅぅ……！　本当にマズいのに……！　姫路さんの身体じゃ胸が邪魔で走りにくいのに……！

「…………ん？」

　なんて考えている僕の目に、身だしなみを整えてくれている美波の姿が映った。

「いつもはちゃんとしているのに、今日はどうしたのよまったく……」

　目の前で、ピコピコと元気に美波のポニーテールが揺れる。

「ふむ……」

　僕は少しだけ、美波を観察してみた。

　スレンダーな身体。

　回転の速そうな、しなやかな脚。

　男子に劣らない運動能力。

「？　どうしたのよ、瑞希？」

　心配そうに顔を覗き込んでくる美波に、告げる僕。

「もらうぞ、その身体！」

「え？　な、なに瑞希──きゃぁぁーっ！」

　美波の額に栞を貼り付ける。暗転と眩暈の後、目の前には姫路さんの姿が見えた。よっしゃ！　入れ替わり成功！

「いける……！　この身体なら、戦えるっ！」

「え？　えぇっ!?　う、ウチ!?　ちょっと瑞希、これってどういう」

「ごめん美波！　話はまた後で！」

　戸惑う美波（in姫路さんBody）を置いて、僕は駆け出した。よしっ！　だいたいイメージ通りに身体が動く！　自分の身体ほどじゃないけれど、これで随分やりやすくなった！

「とは言え、相手は僕の身体……。いくら美波の身体でも、真っ向からの腕力勝負じゃ勝ち目がない……」

　タイムロスのおかげですっかり目標を見失ってしまったので、一旦足を止めて考える。

　正面からの勝負じゃ勝ち目はない。身体のスペックでも、中身の壊れっぷりでも。

「いや。でも、望みがないわけでもないか……」

　幸運にも、今の僕は美波だ。身体能力も高いけど、それ以上に玉野さんはこの身体に入っているのが僕だということを知らないのが大きい。これはうまくやれば隙すきを突いて簡単に身体を奪い返せるんじゃないだろうか。

「と、なると……美波のフリをし続けるべきだな……」

　あくまでも何も知らない島しま田だ美波として玉野さんに近づき、隙を見て栞を当てて身体を取り戻す。この作戦なら身体能力の差も問題ないはずだ！

「よしっ！　そうと決まれば！」

　まずは自分に言い聞かせよう。僕──じゃなくて、ウチは島田美波。ウチは島田美波。ウチは島田美波。ウチは──

「お姉様っ！」

「ひぁっ!?」

　不意に背中から声をかけられて悲鳴を上げてしまった。

　そして、誰すい何かの声を待つことなく接触してくる相手。

「お姉様、どこに行っていたんですか！　今日はお昼をご一緒したいと思っていましたのに！」

　こちらの腰に凄い勢いでしがみついているのは、Ｄクラス所属の美波大好きっ娘、清し水みず美み春はるさんだった。

　思わず「放して清水さん！」と叫びそうになったのをグッと飲み込んで美波の口調を真似する。確か、こんな感じだったはずだ。

「み、美春。どうしたの？　ウチ、今ちょっと急いでいるんだけど」

「急いでるって……酷ひどいですお姉様！　美春との約束を忘れるなんて！」

「え？　約束？」

「はいっ。まさか、忘れちゃったんですか？」

「わ、忘れているわけないじゃない！　勿もち論ろん覚えているわよっ」

　という僕の返事を聞くと、

「そうですか？」

「あ、当たり前じゃない」

「なるほど──それは良かったです」

　そう言って清水さんは満面の笑みを浮かべた。




　　　　　☆




『いやはや、明久らは昼休みだというのに忙せわしないのう』

『…………いつもの風景』

『ま、それもそうじゃな』

『…………（コクリ）』

『ふぅ……。茶がうまい』

『…………やっぱり、お茶買ってくる』

『うむ。それが良いじゃろ』




　　　　　☆




「ね、ねぇ美春。ウチ、本当にこんな約束した……？」

「はいっ！　ばっちり約束しましたっ！」

「そ、そう……」

　清水さんに手を引かれて連れて行かれたのは、毎度お馴染み旧校舎二階の空き教室。

　僕はそこで、清水さんの用意したウェイトレス服を押しつけられていた。

「これって、美春のおうちの制服よね？」

「その通りです。デザインを少し変える予定なので、お姉様にも意見を貰うっていう約束を昨日したばかりじゃないですか」

「え、ええ。覚えているわよ、うん」

　くぅう……！　タイミングが悪い……！　一秒でも早く玉野さん（in僕Body）のところに行かなきゃいけないのに……！

「ではお姉様。美春も着替えのお手伝いをしますね」

「え？　いや、それは別にいらないかと」

「いえいえ。お姉様の貴重なご意見を頂くんですから、その位はやらせてください」

　と、出入り口を背にしてこちらににじり寄ってくる清水さん。え、えっと……

「あの、美春？　なんだか息が荒いんだけど……」

「うふ、うふふ、うふふふふ……！　今日のお姉様はまるで乙女のようにおとなしいですね……！　さては、美春のことを誘っているんですか？　誘っているんですね！」

「ちょ、ちょっと、落ち着いて清水さ──美春！」

　手がワキワキと嫌な動きをしている。な、何をするつもりなんだ清水さん!?

「お姉様がそう来るのなら美春も覚悟を決めました！　今日こそ本懐を遂げさせて頂きます！」

「そ、それ以上近寄ったら大声を出すよ!?　人を呼ぶからね!?」

「いただきます、お姉様ーっ！」

　僕の警告を無視して、清水さんは人外と言えるほどの跳躍力で飛びかかってきた。ひぃぃいっ！

「だ、誰か！　誰か助け──」

「無駄です！　叫んだところでこんなところには誰も助けに来ませんからーっ！」

「いやぁあああー！」

　という絶体絶命のピンチに、

「何やってんのよーっ！」

「ふぎゃっ！」

　乱入してきた誰かが、棒のようなもので清水さんを撃退してくれた。た、助かった……のか……？

「ふぅ……。大丈夫、瑞希？」

　モップを手にした姫路さん──の身体に入っている美波が心配そうに問いかけてくる。かっこいい……！　まるでヒーローみたいだ……！

「今なら美波に抱かれてもいいかも……」

「待って瑞希。それウチの身体だからね？」

　なんて冗談は置いておくとしても、女の子の身体ってこんなにも不安なものだったのか……。ここまで力の出ない身体で夜中に不審者と遭遇しようものなら、恐怖で気を失ってしまうかもしれない。

「それで……瑞希、でいいのよね？」

　確認するように問いかけてくる美波。いや。この身体に入っているのは姫路さんじゃなくて僕なんだけど……でも、玉野さんの油断を誘う為には正体がばれちゃまずい。ここは姫路さんということで押し通そう！　確か、姫路さんの口調はこんな感じで──

「そ、そうですよ美波ちゃん。助けてくれてありがとうございます」

「それはいいんだけど、これは一体どういうこと？」

　美波（in姫路さんBody）が身体を見回しながら聞いてくる。

　弱った。事情の説明を求められそうだ。さてさて、なんと説明したものか。

　なんて困っていると、

「うぅ……。あと一歩のところで酷いです、お姉さ──あれ？」

　先ほどモップではたき落とされた清水さんが起き上がり、僕と美波の方を見て目を丸くしていた。行動と口調から美波にやられたと思ったのに、今の美波が姫路さんの姿だから混乱しているのだろう。

「あれ……？　姫路さん……ですか？　てっきりお姉様かとばかり」

　頭をさすりながら美波（in姫路さんBody）を見る清水さん。

　美波は腰に手を当てて清水さんに向き直って口を開いた。

「あのね美春。信じられないかもしれないけどね、ウチは──」

　って、まずい！　余計なことを言わせちゃいけない！

　清水さんに事情を説明しようとする美波に慌てて飛びつき、小声で話しかける。

（だ、ダメですよ美波ちゃん！　入れ替わっているってことがバレたら、色々とまずいんです！）

（え？　どうして？）

（だって、そんなことができるって清水さんに知られたら）

（ウチの身体が一生返ってこない可能性があるわね）

　話が早くてとても助かる。

「？？？　どうかしましたか、姫路さん？」

「あ、いや。何でもないわ──ないですよ、清水さん」

　姫路さんモードに切り替わる美波。よし。僕も美波のフリをする姫路さんのフリをしよう──って、ややこしいなホント。

「じゃあ、ウチらは行くわね美春」

　とりあえず美波を連れて教室を後にしようとする僕。

「ま、待って下さいお姉様！　まだコレを着て貰っていませんっ！　約束しましたよね！」

　そんな僕らを清水さんは呼び止めた。

「う……。それはそうかもしれないけど……」

　言葉に詰まる僕。すると、僕の代わりに美波が清水さんに答えた。

「待って美春──じゃなくて、清水さん。その制服って、確か意見を言うってだけで、着てみせるって話じゃなかったはずですよね？」

「え？　そういう話だったの？」

　やっぱり清水さんに騙かつがれていたのか！　美波がそんな約束をほいほいするわけないもんね。危うく騙だまされて男としての尊そん厳げんを汚されるところだった……。

「何を言うんですか姫路さん！　美春にとってはどちらも同じ意味です！　それに、折角こうしてサイズ別に何着も用意してきたのに着てもらえないなんてあんまりじゃないですかっ！」

　そう言って清水さんは他のサイズの制服も取り出した。準備がいいなぁ……。

　とは言え、僕は男としてそんなものを着るつもりはないし、美波だってそんな話に乗る気はないだろう。

　と、思っていたのに。

「まぁ、確かに可愛い制服よね……」

　美波（in姫路さんBody）は制服を見てそう呟いた。あれ？　なんだか予想外。

「姫路さんも興味ありますか？　良かったら着てみます？　お姉様と一緒に」

　これをチャンスと見たのか、制服を持って迫る清水さん。

「あ、いや。別にそこまでは」

「大丈夫です。遠慮は要りません」

「そういうわけじゃなくて……」

　と、断ろうとしている美波に清水さんが言う。

「あ、でも……」

「でも？」

「その大きな胸が目立ちすぎるかもしれません」

　その台詞を聞いた美波は、確認するように呟いた。

「ウチが……大きな胸、ですって……？」




　　　　　☆




「美春は嬉しいです！　お姉様も姫路さんも、こうして制服を着てくれるなんて！」

「ま、まぁ、美は──清水さんが折せつ角かく用意してくれたんですし、お友達として協力するのは当然ですから。ですよね、美波ちゃん？」

「あ、あはは……。そうかもしれないわね、瑞希」

　美波（in姫路さんBody）と清水さんと一緒に、ウェイトレス服を手にしている僕。

　僕は今、何をやっているんだろう……？

「？　着方がわかりませんかお姉様？　それなら、美春が是非お手伝いを」

「大丈夫ですよ清水さん。美波ちゃんは一人で着替えられますから。ね、美波ちゃん？」

「は、はい……」

　甚はなはだ不本意ながら、今までに何度か女装をしたことのある僕だ。着方がわからないなんてことはない。ただ男の尊厳を大事にしたいだけなんだ！

「でも、初めて着る服ですから。やっぱり美春がお手伝いを」

「あ。それじゃ、清水さんが自分で着てみて下さい。それなら私たちも着方がわかりますし、皆で着たら公平じゃないですか」

　姫路さんの真似をしながら自分の身体を守ろうと頑張る美波。

　清水さんは美波の身体に触れられないのを残念そうにしつつも、

「そうですね。お姉様に着てもらえるわけですし、今日はそのくらいで我慢しましょう」

　と、妥だ協きようしていた。

「では、美春が着て見せますね」

　そして、上着を脱いでスカートのホックに手を伸ばす清水さん。ちょ、ちょっとちょっとちょっと！　これ僕が見ていたらまずいんじゃない!?

「う、ウチは向こうを向いてるから──」

「何言っているんですか美波ちゃん。向こうを向いたら着方がわからないでしょう？」

　目を逸そらそうとする僕を邪魔する美波。こ、困る！　そりゃ美波としては、僕が服をうまく着られないせいで清水さんが魔の手を伸ばしてくる、なんていう事態を防ぎたいんだろうけど……！

「お姉様に見て貰えるなら、美春も着替える甲か斐いがあります！」

　そう言ってスカートを脱ぎ捨てる清水さん。脱ぎっぷりが男前すぎる！

「ほら、美波ちゃんも脱いで下さい。皆一緒なんですから、おあいこです」

　言外に『ウチも瑞希の身体で脱ぐんだから気にしないでいいわよ』という美波の気遣いが見て取れるけど、それはあくまで中身が姫路さんだったらの話だ。僕に言っているわけじゃない。

　などと僕が苦悩しているにも関わらず、清水さんと美波は躊躇ためらいなく下着姿になってしまった。

「はいはい、着替えましょうね美波ちゃん」

「さぁお姉様。恥ずかしがらずに！」

　惜しげもなく半裸を晒さらしてこっちの服に手をかけてくる美波と清水さん。

　殺される……。中に入っているのが僕だと発覚したら、武闘派のこの二人に完かん膚ぷなきまでに滅ぼされる……！












「えっと……お姉様用のはこれで、美春はこれでしょうか。姫路さんには一番胸元に余裕があるものをお渡しますが、入りきらなかったら教えて下さい」

「ありがとうございます、清水さん」　なぜか妙に乗り気な美波が嬉しそうに制服を受け取る。

　そして、うっとりとした表情で呟いた。

「胸が入りきらない……なんて素敵な響き……！」

　ダメだ。今の美波は正常な判断ができない状態にある。

「じゃあ、着替えましょうか♪」

「不本意ですが、お姉様が着替えて下さるなら美春も妥協しましょう」

　それぞれ手にした制服を広げる美波と清水さん。

　どうしよう……。何か逃れる手はないだろうか……。

「？　お姉様、何をきょろきょろしているのです？」

「え？　あ、いや、別に」

「やっぱり美春の手伝いが必要なのでは」

「さーて、そろそろ着替えようかなっと！」

　これ以上抵抗していると本当に清水さんに色々されてしまいそうなので、僕は慌てて制服に手をかけた。これは今は自分の身体なんだ。無心に無心に……。

　念仏を唱えるくらいの気持ちで心を無むにしつつ、手早く着替える。美波の身体が女物の服を着るのだからこれは自然な行為だ、と思い込むことで少し心が楽になった。

「美波ちゃん、着替えられました？」

　僕の背中に美波（in姫路さんBody）が声をかけてきた。

「こ、こんな感じかな？」

　美波と清水さんの方に振り返る。一応、これできちんと着られている……よね？

「へぇ……」

　正面を向いたこちらを見て、美波が声を漏らした。

「こうして見てみると、結構悪くないかも……」

　鏡を通じてではない、生の自分の姿を見て頷く美波。ここには鏡がないから僕にはきちんと見えないけど、『悪くない』どころか、凄く可愛いに違いない。

「…………胸が小さい以外は、ね……」

　美波が姫路さんの身体の胸を触りつつ嘆たん息そくした。うわっ！　そっちの胸元、サイズがギリギリでパッツンパッツンじゃないか！

「折角だし、髪型も変えてみましょっか」

「いえ。そんな時間は」

「大丈夫大丈夫。すぐに済むから」

　僕を椅子に座らせて、後ろから髪を解ほどいてしまう美波。僕、本当に何やってるんだろう……？　玉野さんのところに行って身体を取り戻さないといけないのに……。

「どんな髪型にしようかな？　横で結わえたりとか、三つ編みとか」

　どこからか取り出したヘアブラシで解いた髪を梳くしけずってくれる美波。第三者として自分をコーディネートできるのが楽しいのか、妙にご機嫌だ。お洒落しやれを楽しむ女の子の気持ちってやつだろうか。

「美は──清水さんは、どんな髪型がいいと思いますか？」

　鼻歌でも歌い出しそうな口調で清水さんに話を振る美波。あれ？　そう言えば、清水さんは随分おとなしいな。

　見てみると、清水さんは美波（の身体）を前にしているとは思えないほど落ち着いた様子だった。

「そうですね。普通に下ろすだけでもいいですが、後ろでまとめてバレッタで留めるのも良いと思います」

　大好きな美波、しかも念願のウェイトレス姿だというのに冷静な態度の清水さん。興奮して襲いかかってこられるよりはいいんだけど、なんだか不気味だ。

「？？？　どうかしたんですか、清水さん？　あまり元気がないようですけど」

　僕と同じ感想を抱いたのか、美波が清水さんに尋ねる。

　清水さんはしきりに首を捻りつつ、その問いに答えた。

「いえ。元気がないわけではないのですが……」

「ですが？」

「なぜでしょう。さっきからお姉様を見ているうちに、違和感のようなものが邪魔をしてあまり興奮してきません」

「「っ!?!?」」

　思わずビクッと背筋が伸びる僕と美波。

「い、違和感、ですか？」

「な、何を言っているの美春。ウチのどこが変なのよ？」

「そうですね。なんというか、いつもより女の子らしい感じがします」

「あ、あはは。女の子らしいですか。もしかしたら、今日の美波ちゃんはそういう気分なのかもしれませんね」

　清水さんが余計なことに気付かないように美波がフォローを入れる。

　だが、自分より女らしいと言われている人物の中身が僕であるという事実を、彼女は知らない。

「ですが、その代わりなのでしょうか。今日は妙に姫路さんにドキドキします」

「（ズザザッ）ちょ……！　じょ、冗談ですよね？」

　焦った様子で美波が清水さんから距離を取った。

　おそるべし、野獣の嗅きゆう覚かく。

「とは言え、やっぱりお姉様の身体に興味はありますけどねっ！」

　美波が離れた隙に抱きついてくる清水さん。だから、くっつかれると困るんだってば！

「と、とにかくこれで満足したでしょう!?　急いでいるからそろそろ──」

「ダメですっ！　折角のお姉様の可愛いお姿です！　写真の一枚も残さないなんて愚行はありえません！　姫路さんもそう思いますよねっ！」

「そ、そうですね。人に見せるのは恥ずかしいですけど、自分たちで持っている分には一枚くらい」

　なんで賛同しているの美波!?　口では色々言っていたけど、もしかして最初からこの制服を着てみたかったの!?　……まぁ、僕も姫路さん・美波・清水さんの三人がウェイトレスの格好をしている写真が欲しくないって言ったら噓になるけど……でも、とにかく今は急いでいるんだ！

「では撮影に行きましょう！」

　僕の気も知らず、清水さんが手を引いて空き教室から出て行こうとする。

「ど、どこに行くの!?　この格好で外に出るのはちょっと困るんだけど！」

「そ、そうよ！　廊下を歩いたら人に見られちゃうじゃない！」

「ダメです！　こんな薄汚れた教室では綺麗な写真が撮れませんから！　設備の整っている場所に行くんです！」

「設備の整った場所って」

「勿論、美春の教室です！　あそこになら機材も揃そろっています！」

「「ひぃぃぃぃっ！」」

　抵抗も虚しく、僕と美波はウェイトレスの格好のまま廊下を引ひき摺ずられていった。




　　　　　☆




「あれ？　その格好可愛いね、三人とも」

　Ｄクラスのある新校舎へ向かう途中、正面から歩いてきた一人の女子が僕らを見てそう言った。

「ボクの知らないところで何か楽しいコトでもしてるのカナ？」

　悪戯っぽい笑みを浮かべているのは、Ａクラス所属の工く藤どう愛あい子こさん。基本的には常識人で良い人なんだけど、面白そうなことを見つけると悪戯をしてくるから油断は禁物だ。

「これは美春の家の制服ですよ。これから撮影会をして、お姉様たちとの愛のメモリーを残すのです！」

　この格好で廊下を歩くという羞しゆう恥ちをものともしていない清水さんが答える。

「へぇ～。なんだか面白そうだねっ」

　退屈していたのか、工藤さんはこの話題に食いついてきた。お願いします、これ以上面倒なことは起きな「じゃあ、折角だからボクの部活用の水着も貸そうか？」「それは良いアイデアです！」まさか祈る間すら与えられないとは思わなかった。

「オッケー。多分、美波ちゃんならボクとサイズが合うと思うんだよね」












　雪だるま式に増えていく面倒ごと。水着なんて着たら本当にマズい！　だって、裸にならないと着られないんだよ!?

　美波もさすがに水着は嫌だと思ったのか、工藤さんに詰め寄ろうとして、

「ま、待って愛子──ちゃん！　水着なんて、そんなの美波ちゃんは着たがらないと──ちょっと美春！　なんで邪魔するのよ！」

「お姉様の水着の為ですから！」

　清水さんに組み付かれていた。

「は、離しなさい美春！　水着なんて冗談じゃ──」

「ああ……。それにしても、今日の姫路さんはなぜか妙に魅力的です……。ずっとこうしてくっついていたいくらいです……」

「ひぃぃぃっ!?」

　く……！　清水さんと美波はダメだ。色々な意味で。

「じゃ、ちょっと取ってくるね」　その隙に工藤さんが水着を取りに行こうとする。ええい、行かせるものか！

「召喚サモン、ムッツリーニ！　（ピラッ）」

「…………何用か（ダバダバダバ）」

　スカートの裾を捲ってムッツリーニ（出血中）を召喚した。工藤さんを足止めするのならこの男しかいない！

「？？？　[image: ]……島田……？」

　条件反射で登場したムッツリーニが僕を見て不思議そうな顔をしている。だが、説明している暇はない！

　僕は例の栞を取り出してムッツリーニに呼びかけた。

「ムッツリーニ！　この栞を工藤さんのおでこに貼って！　そうしたら、もの凄いエロいことが起き「きゃぁああーっ」さすがの行動力だよムッツリーニ！」

　ムッツリーニが神しん速そくで工藤さんに栞を貼り付け、二人が入れ替わった。よしっ！　これでこの二人は行動不能になる！

　すかさずムッツリーニが落とした栞を拾い上げる僕。丁度良い。このまま一気に離脱する！

「おっと、お姉様。どこへ行くんです？」

　と走りだそうとしたところ、清水さんに腕を摑まれてしまった。くそ……っ！　美波が絡んだ清水さんは本当に手強い……！

「それでは工藤さん。美春たちは行きますので、水着の用意が出来たらお手数ですがＤクラスまでお願いします」

　入れ替わりでのショックで呆然としている二人にそう言い残して、清水さんは僕と美波をずるずると引き摺って行った。




　　　　　☆




『（ペタペタペタ）こ、これって……ムッツリーニ君の身体……？　ねぇムッツリーニ君。そっちはボクの身体に──ってムッツリーニくーんっ!?　なんでいきなり倒れてるの!?』

『…………工藤愛子……。キサマ、なぜ今日はスパッツを穿はいていない……！』

『え？　あ、うん。たまにはそういう気分の日も……じゃなくて！　どうしてもうそんなことを確認し終えているのさっ!?』

『…………やはり……キサマは……俺を殺そうと……』

『そんなこと言ってる場合じゃ────ま、いっか。折角だし、ボクもムッツリーニ君の身体を確認しちゃおうっと♪』

『…………っ!?（フルフルフル）』

『えー？　ダメなの？』

『…………当たり前だ……！』

『でも、ムッツリーニ君だってボクの身体確認したじゃない。おあいこおあいこ』

『…………ダメだ。ベルトから手を離せ……！』

『代わりにムッツリーニ君もボクの身体、好きにしていいからさ♪』

『…………それは既すでにやってある』

『待ってムッツリーニ君。ボクらが入れ替わってからまだ五分も経ってないはずなんだけど……？』




　　　　　☆




　抵抗もできず清水さんに連行されていく僕と美波。

　新校舎の奥にあるＤクラスの傍に至ると、何やら喧けん騒そうが教室の中から聞こえてきた。

「おや？　教室が騒がしいですね」

　清水さんが怪け訝げんそうな顔をする。聞こえてくるのは、珍しいことに女子の騒ぐ声だった。男子が騒ぐのはよくあることだけど、女子が中心で騒がしいのは滅多にない。

「Ｄクラスで何かやっているんでしょうか」

「入ってみればわかることです」

　清水さんがガラッと景気よく扉を開ける。

　するとその先には──シャツをはだけた状態でじゃれ合っている僕と雄二の姿があった。

「[image: ]っ!?」

　拒否反応で声にならない悲鳴が出る。な、なんだこの気持ち悪い光景!?　なぜあの二人はあんなに胸元を開けているんだ!?　どうして雄二は僕を後ろからハグしているんだ!?　なにゆえ見ている人は気色の悪さに吐き気を催もよおさないんだ!?

「きゅぅ……」

　清水さんは許容値を振り切ったのか、目を回して倒れていた。うん、それが普通の反応だろう。




『吉井君。僕に協力して貰いたい用事というのはこれのことだったのかい？』

『そうだよ久く保ぼ君。特に理由はないけど、急に記念写真を撮りたくなっちゃったんだ。あ、もうちょっとこっちにきて……よし。行くよ瑞希ちゃ──じゃなくて、雄二っ』

『は、はぁ……。私にはもう、何がなんだかわかりませんが……えいっ』

『うわっ、と……と』




　僕と雄二が、久保君の左右に立って勢いよく肩を組む。突然くっつかれた久保君は姿勢が崩れて、慌あわてて眼鏡を押さえていた。




『キャー！　イイ！　やっぱり久保君が一番いい！』

『久保君サイコー！』

『久保君！　久保くーん！』




　見物している女子たちの間から歓声があがる。

　久保君は何を騒がれているのかわからないようで、「？？？」と顔に疑問符を浮かべていた。




『キャー！　久保君！　久保君可愛いー！　キャー！　キャー！』




　一際大きな声をあげているあの子は、Ｅクラス代表の中なか林ばやしさんのように見える。

「な、何してんの、アイツら……？」

　呆気あつけに取られた美波が、姫路さんの演技も忘れて隣で呟く。

　冗談じゃない！　一秒でも早くあの悪夢のような光景を終わらせないと！

　例の栞を手に、人垣をかきわけて自分の身体へと向かう。

「あれ？　島田さ──美波。僕に何か用？」

　近寄ってきた僕を見て、僕のフリをしている玉野さんが聞いてきた。何か用、じゃないっ！　僕の身体でよくもこんな酷いことを……！

　なんていう文句をグッと堪こらえて飲み込む。ダメだ。今僕の身体は女の子のもので、相手は男の身体なんだ。正面からじゃ勝てない。

　全ての感情を殺し、僕は懸命に美波の演技で玉野さんに話しかけた。

「まったく……。何やってんのよアキ。バカじゃないの？」

　うん。我ながら上等な演技だ。どこからどう見ても美波そのものだろう。

「記念撮影かな。高校生活の思い出作りってやつだよ。美波も混ざる？　折角可愛い格好しているみたいだし」

　誰が混ざるか。

　と言いたいところだけど……もしかして、これはチャンスなのでは？　写真を撮るフリをして自然に近付けば、きっと元に戻ることも……！

　今は些さ細さいな問題を気にしてはいけない。大局を見誤るな。優先すべき行動を見極めろ。

「それじゃ、折角だしウチも仲間に入れてもらおうかな」

「オッケー。どんな写真を撮りたい？」

「そうね。それじゃ、こんな感じでくっついて──」

　自分の身体に近付いて、間合いを計る。

　そして、抱きつくように密着して栞を持った手を伸ばす。もらった──

「ウチの身体で何してるのよ瑞希ーっ！」

　スパァン！　と小気味良い音が頭に響いた。くそぉっ！　あと数センチで届いたのに！

「み、美波、あと一歩のところで……！」

「あと一歩じゃないでしょ！　こんな大勢の前でアキに抱きついたりなんて、その……は、恥ずかしいじゃない！」

　姫路さんの外見で、美波のツッコミ。いつもと違う雰囲気の姫路さんに、周囲の人はぽかんとしていた。

「え？　あ、あれ？　私……？　じゃあ、やっぱり今の私は坂本君に？　あはは……。面白い夢ですね。でも、そろそろ起きないと学校が……」

　姫路さんが自分の身体を目の前にして、事態を処理しきれずに現実逃避している。大方玉野さんに『これは夢です』なんて吹き込まれて、流されるままに協力していたのだろう。

「あなた……島田さんじゃありませんね？　さては、また入れ替わりを！」

　ちぃぃっ！　気付かれたか!?　いや、まだだ！　まだ押し通せる！

「入れ替わり？　何を言ってるのよアキ。それより写真は撮らなくていいの？」

　頭、大丈夫？　という体ていで呆れた表情を作る僕。頼む、今だけでいい。秀吉の魂たましいよ、僕に宿れ……！

「ちょっと瑞希！　それウチの身体よね！」

「瑞希まで変なことを言いだして……。何？　そういう遊びが流行っているの？」

「待ってよ！　急にどうしたの!?　さっきまでは──」

「ふむぅ……」

　言い争う僕と美波（in姫路さんBody）を見る玉野さん。迷え……！　迷って隙を見せるんだ……！




「えいっ」　←　雄二に飛びつく僕の身体

「っと。危ないですよ、明久君」　←　それを優しく抱き留める雄二の身体

「しくしくしく……」　←　あまりの気色悪さに泣き出す僕

「なるほど。そっちがアキちゃんですね」




　酷い……。なんて気持ちの悪いものを見せてくれるんだ……。

『（ガラッ）ようやく見つけたぞ明久！　おとなしく栞を寄よ越こ──ぴぎゃぁあーッ！』

　突然教室に飛び込んできた玉野さんの外見をした人物もその気色悪い光景を目の当たりにして奇声を発していた。恐らくアレの中身は雄二だろう。

「飛んで火に入る夏の虫……。唯一の不安要素がこうして目の前に来てくれたのです。ここであなたを拘束して、心置きなく撮影会を続行させてもらいましょう──」

　邪悪なオーラを醸し出す玉野さん。

「──三ヶ月ほど！」

　何千枚撮る気なんだ。

「それと、その可愛らしい衣装も拝はい借しやくします。アキちゃんにはさぞかし似合うでしょうねぇ……ククク」

　僕の外見をした邪じや神しんが迫る。

　ここで拘束されたら全てが終わる……！　今の玉野さんに美波の身体じゃ対抗できない。だとしたら……狙うのは玉野さんじゃない！　この場で最高の腕力を持つ身体！

「こっちだぁぁー！」

　玉野さん（in僕Body）を避けて姫路さんが使っている雄二の身体へ。事情の飲み込めていない姫路さんなら簡単に入れ替わりができるはず──

「させるか明久ぁぁ──っ！」

「なにぃっ!?」

　そこに雄二（in玉野さんBody）が割って入ってきた。しまっ……！

《僕　→　in玉野さんBody》

《雄二　→　in美波Body》

　まずい、更に出力が下がった……！

「なぜ邪魔をする雄二！　僕らの目的は一緒のはずだ！」

「ふざけんな明久！　この後のことを考えたらお前に俺の身体を渡すわけにはいかねぇんだよ！」

　く……っ！　さすがは雄二……！　頭の回転が速い……！

　雄二が邪魔をした理由はこうだ。僕が雄二の身体に入って、腕力に物を言わせて自分の身体に戻った場合、

「玉野が入った俺の身体はどうやって取り戻すんだボケが……！」

　雄二の身体に力では敵わないので、当然元に戻ったら僕は撤退させて貰う。下手なことをしたら、また玉野さんに僕の身体を奪われる可能性があるし。僕は雄二を放置して姫路さんと美波を元に戻すことに全力をそそぐことになるだろう。雄二の身体？　ああ、ツバでもつけときゃそのうち元に戻るんじゃない？

「いいか明久。まず俺を元の身体に戻せ。それがベストの選択だ」

「ぐ……」

　美波の姿になった雄二が言う。

　確かに雄二の提案が一番安全だ。雄二が元に戻れば、残りは全て腕力勝負で片を付けられる。僕の身体も、姫路さんや美波の身体も戻せるだろう。

　……でも、コイツは全然ちっともサッパリ信用できないんだ……！

「安心しろ明久。その後のことも必ず協力すると約束してやる。今まで俺が約束を破ったことがあるか？」

「あるよ。約束した数だけ」

「細かいことは気にするな」

　細かいどころかとても大切なことだろう。

　……とは言え、今はそんなことを言っている場合じゃない。

「くそ……！　他に手がないか……！」

「わかっているじゃないか明久」

　ニヤリ、と笑う雄二。美波の顔をしているのに、その野性味溢あふれる表情は雄二のそれを彷彿させた。

「そうはさせないよアキちゃん、坂本君！　私にはまだまだやりたいことがあるんだから！　瑞希ちゃん、この二人を取り押さえるのを手伝って！」

「え？　でも」

「憧れていたんでしょう？　アキちゃんの隣で、一緒に戦えることに。今ならそれができるんだよ？　姿形だけでも」

「そ、それは……」

「大丈夫。これは夢なんだから。こんなの現実なワケないでしょう？」

「これは、夢……」

「そう。夢なの。だからやりたいことをやって、気持ち良く目を覚まそう？」

「そう……ですね。わかりました！」

　玉野さんの甘言に乗せられてしまう姫路さん。相手は二人、雄二と僕の身体。対するこっちは女子二人、玉野さんの身体と美波の身体だ。不利にもほどがある。

　だと言うのに、腹をくくった僕らは敵に正面から向き合った。

「面白ぇじゃねぇか、姫路に玉野。お前らが女の時には間違ってもできねぇが……今日はちょいとばかり事情が違う。覚悟してもらうぜ」

　言いながら、美波の身体に入った雄二が動きやすいようにシャツのボタンを開け、肩に掛かった髪をかき上げる。

「今そっちは男の身体だからね。遠慮なくやらせて貰うよ」

　僕も動きの邪魔にならないように、玉野さんの長い髪を後ろで一つにまとめ、前髪に使っていたピンで留め直した。

　一方、僕らの雰囲気に吞まれまいとしたのか、玉野さんは無駄に大きな声を張り上げていた。

「わ、私たちが負けるわけがない！　こんなにも力が強くて、手足だって長いんだから！」

　そりゃそうだ。筋力やリーチといった基本性能では今の僕らに勝ち目は無い。

　けど、それが全てというわけじゃない。力が弱くたって、リーチが短くたって、絶対に勝てないという道理はない。

「やろう雄二。場ば数かずは僕らの方が踏んでいるんだ。この二人に負けるわけがない」

「ああ。……かかってこい二人とも。腕力だけで勝てるほど喧嘩の世界は甘くないって教えてやる」

　美波の姿をした雄二がゆったりと落ち着いた構えを取った。

　そもそも僕らは弱い力で強い力を相手取ることに慣れている。いつもの召喚獣勝負──あれの力の差は、今のこの状況よりも更に酷いのだから。

「う……！　だ、大丈夫だからね、瑞希ちゃん！　一度摑まえちゃえば、もう私たちの勝ちなんだから！　いくよっ！」

　と、強がりつつ足を踏み出そうとする玉野さん。

　ところが、

「あの……。すいません。私、身動きが取れなくなってしまいました……」

「え？」

　声の方を見ると、そこには腕を拘束された姫路さん（in雄二Body）の姿があった。

「……探した、雄二の身体。Ｄクラスにいるなんて予想外」

　そして、その腕を摑んでいるのはお馴染み霧島さん。

「えっと、翔子ちゃん……？　今大事な場面なので、手を放してもらえると……」

「……大丈夫。抵抗しなければ痛くはしないから」

「は、はぁ……」

　と言って、霧島さんは何かの紙を取り出した。

「……拇ぼ印いんをお願い、瑞希」

「えっと、『私は霧島翔子を妻とし、本日より同どう棲せいを始めることを誓います』……？　これは誓せい約やく書しょでしょうか」

「ブふゥーッ!?」

　隣で雄二が吹き出した。あれ!?　今霧島さん、雄二の身体に『瑞希』って呼びかけなかった!?　なんで知ってるんだ!?

「……あの本、まさか本物とは思わなかった。嬉しい誤算」

　霧島さんが姫路さん（in雄二Body）を押さえながら呟く。入れ替わりは霧島さんに気付かれていたのか……。さすがは本の持ち主だ。

　けど、

「これは好都合だよ雄二！　今なら二対一だ！」

「お前はどこまで自分のことしか考えていないんだ!?　ま、待っていろ姫路！　今助けてやるから──」

「ん～……。まぁ、夢ですし。翔子ちゃんの願望を叶かなえてあげちゃいますね☆」

「……ありがとう、瑞希」

「ノォォ──ゥ!!」

　雄二の身体の親指が朱しゆ肉にくに触れる。

　あとは書類に親指を当てるだけ、というところで。




「まったく、お主らは……。ほれ、鉄てつ人じんが怒鳴り込みに現れんうちに元に戻るのじゃ」




　秀吉が例の黒魔術の本を持って現れ、そのページをビリビリと破り捨てた。

「「「え？」」」

　直後、視界が暗転し眩暈が訪れる。

　こ、この感覚は……。




　　　　　☆




「う……」

「む。気が付いたかの、明久」

　目を開けると、秀吉の顔が目の前にあった。

「あ、秀吉。ええと……あれ？　僕の身体……」

「元に戻っておるようじゃの。一安心じゃ」

　秀吉の言う通り、僕は慣れ親しんだ自分の身体に戻っていた。

「では撤てつ収しゆうじゃな。面倒ごとが起きんうちに」

　秀吉が立ち上がり、Ｄクラスの教室から出ようとする。

「あ、待って待って秀吉！」

「なんじゃ？」

「さっき何が起こったの!?　秀吉は何をしたの!?」

　さっき、秀吉が現れたと思ったら眩暈がして、気が付いたら元に戻っていた。一体何が起こったのだろう。

「お主が持ってきた怪しげな本に書かれておった〝元に戻す方法〟とやらを実行しただけじゃ。お主ら、色々な連中と入れ替わっておったのじゃろう？」

「へ？　元に戻す方法って……」

「お主らが開いておったページに書かれていたことじゃが」

　あっけらかんと秀吉が言う。

　こんなに苦労しなくても皆が元に戻る簡単な方法があったんじゃないか！　雄二のバカ！　きちんと最後まで本を読めば全部綺麗に解決していたのに！　姫路さんのお手製タコスを恐れて慌てるからこんなことになるんだ！　……まぁ、自分で読まなかった僕も悪いんだけど……。

「でも、よく入れ替わりなんて噓みたいな話を信じたね」

「む……。そうじゃな。確かに、俄にわかには信じられん話じゃったが……お主らの外見と中身がチグハグじゃとは感じておったからの」

　今日秀吉とは殆ほとんど会話をしてないのに！　いくらなんでも鋭すぎない!?

「むしろ、本を読んで合が点てんがいったくらいじゃ。道理で様子がおかしかったわけじゃ、とな」

　むぅ……。そういうもんなんだろうか……。僕ならそれでも入れ替わりなんて信じられないけど、秀吉くらいの感性を持っていると確信できるってことなのかな……？

「ま、いっか。おかげで元に戻れたんだし。とにかく、ありがとう秀吉。助かったよ」

　なんにせよ、秀吉のおかげで一件落着というわけだ。感謝感謝。

「うむ。それは構わんのじゃが……明久よ」

「ん？」

「お主、島田に何をしたのじゃ？」

「え？　急にどうしたの？」

「いや。なんというか……」

「？？？」

「今、お主の真後ろでやけに殺さつ気き立だっておるから、何があったのじゃろうかと思っての」

「……へ？」

「ね～ぇ、アキ。ちょっといいかしら？」

　背中のすぐ傍から、地獄から響くような声が聞こえてきた。

　あ。僕死んだかも。

「な、何かな美波。大事な話かな？」

　恐怖のあまり振り返ることができず、背を向けたままで訊きく僕。

「ううん、大したことじゃないんだけどね」

「そ、そう？　大したことじゃないの？　良かった。それならまた今度──」

「うん。だって、どんな返答をしても殺るって決めてるから」

「待って美波！　会話って凄く大切なことだと思う！」

「そう？　じゃあ、一応確認しておくけど……アンタ、着替えの時ウチの身体に入っていたのよね？」

　今更「違う」と言ったところで無駄だろう。それより正直に答えて許しを請こう方が利口な気がする。

「そ、そうです……」

「そっかー、そうなんだぁ。アキはウチや瑞希や美春の身体を見たり触ったりしてたんだぁ」

「でも、聞いてよ美波！」

「うんうん。正直なのは良いコトよ、アキ」

「あれには深いワケが──」

「それじゃ、正直に言ってくれたご褒ほう美びに〝痛い痛い〟してあげるわね」

「〝痛い痛い〟!?　何その響き!?　下手に表現が可愛い分残ざん虐ぎやく性せいが増しているように聞こえるんだけど!?」

「その後に〝高い高い〟もしてあげるから」

「その〝高い高い〟もさっきの台詞の後だと怖すぎる！　ちょっ、やめ……いやぁぁぁーっ！」




　こうして、多くの被害を出した凄せい惨さんな出来事は幕を閉じた──




　　　　　☆




『それにしても、さっきのアレ、格好良かったわね～』

『うんうん。あの、「腕力だけで勝てるほど喧嘩の世界は甘くないって教えてやる」ってやつでしょ？　よりによってあの坂本相手にあんな啖たん呵かを切るんだもん！　最高だよね！』

『あの人、Ｆクラスの島田美波さんだよね！　憧れちゃう！』

『私も！』

『私、初めて同性にドキドキしちゃった！』




　──人知れず、Ｄクラス女子の間に小さな波紋を残して。






















































「「「うーーん……」」」




「？　どうしたのよアンタたち。難しい顔しちゃって」

「珍しく真面目な顔をしておるのう」

「何かあったんですか？」

　ある日の放課後。僕・雄ゆう二じ・ムッツリーニの三人があるものに頭を悩ませていると、そこに姫ひめ路じさんと美み波なみと秀ひで吉よしがやってきた。

「これだよ、これ。どうしようかと思ってさ……」

　悩みの元げん凶きようとなっている紙を姫路さんに見せる僕。

「あ。今日もらった進路希望調査票ですね」

「うん」

　進路希望調査票。それは自分が高校を卒業した後に何をしたいのかを書くという、今後の人生を左右する大事なもので、同時に今僕らの頭を悩ませている厄やつ介かいなものでもある。

「どうするも何も、進学じゃないの？」

　美波が不思議そうに言う。

　一応、文ふみ月づき学園は進学校ということになっている。美波の言う通り、大部分の人は大学に進学すると書くことだろう。

「ワシは、少なくとも雄二は進学するものじゃとばかり思っておったがの」

「ま、俺もそのつもりではあるんだがな。進学するにしても、どこの学校か書かなきゃいけないだろ？」

「そうじゃな。進学ならば希望の学校と学科も書くように、との話じゃからの」

「それをどう書くのかが結構悩ましくてな……」

　雄二が小さくため息を吐つく。

　そもそも進学以外に就職という選択肢もある。なんとも難しいところだ。

「悩んでいるのは俺だけじゃない。明あき久ひさだってそうだ。どこの樹海を選べば良いか、こいつにとっては悩ましいところだろう」

「待て雄二。サラッと僕の進路選択肢に『樹海で野の垂たれ死じに』を混ぜるんじゃない」

　用紙に〝栄応大学進学希望・長谷田商事就職希望・富士の樹海野垂れ死に〟なんて書いてあったら受け取る鉄てつ人じんもビックリだろう。

　なんていうくだらない会話はともかくとして。

「そんなわけで、ちょっと困っているんだよね」

「ふぅん……。迷っているのなら、まずは思いついたものを書いてみて、後から変更したらどう？」

「確か、第三希望まで書くんですよね？」

「いや。俺たちは特別に第十五希望まで書くように言われている」

「多すぎませんか!?」

　三つ程度じゃ僕らの希望は到底叶かなえられない、とのことだ。鉄人め……！　この僕を雄二やムッツリーニと同等に扱うとは万ばん死しに値する……！

「十五個も希望を挙げるとなれば、簡単に書けないのも納得じゃな」

「そうなんだよね」

　しかも、相手はあの鉄人だ。一つでも妙なことを書いたら鉄拳制裁の後に書き直し、なんて羽目になりかねない。やれやれ……。

「ところで、秀吉はもうコレ書いたの？」

　参考までに秀吉に聞いてみる。

　口ぶりからすると姫路さんと美波は進学希望のようだけど、秀吉はどうなんだろうか。

「んむ？　ワシもまだ書いてはおらんが、やりたいことはハッキリしておるからの。さほど迷うことはないじゃろ」

「あ、そっか。いいなぁ」

　秀吉と言えば演劇だ。きっとその道に進む為の進路を選ぶのだろう。目標が明確な人はこういう時に迷いがなくて羨うらやましい。

　などと悩む僕に、美波がポンと手を打って言った。

「それなら、アキも将来やってみたいことで進路を決めたらいいんじゃない？」

「将来やってみたいこと？」

「そうじゃな。そこから進学なり就職なりを考えたら良いじゃろ」

「明久君はどんなことに興味がありますか？」

　女子陣に言われて少し考えてみる。

　興味、興味かぁ……。僕の好きなことって言うとやっぱり、

「漫画やゲームかなぁ」

　遊びはたいがい好きだけど、一番と言ったらやっぱりその辺だろう。

「ふむ……。ならば、漫画家とかじゃろうかの」

「あるいはゲームデザイナーという道もありますよ」

「漫画やゲームには関係無いけど、アキなら調理師とかもいいんじゃない？」

　姫路さんたちが候補を挙げていく。ふむふむ、なるほど。

「つまり、僕の将来は──」

「…………エロ漫画家、エロゲー作家、エロ調理師」

「──のどれかに……って、どうして全部にエロがつくの!?　その進路は全部ムッツリーニにとっての願望だよね!?」

「…………!!（ブンブンブン）」

　特にエロ調理師ってなんだ。色っぽい脚の形をした大根とかを扱う料理人なのか。

　そんなムッツリーニに対して、雄二が諭さとすように声をかける。

「おいおいムッツリーニ。まがりなりにも人生を左右する大事な話だぞ？　もうちょい真面目に聞いてやろうぜ」

「…………充分真面目だが」

　それはそれで問題じゃないだろうか。

　なんてムッツリーニは置いといて、僕に向き直る雄二。

「それで明久」

「うん」

「真面目な話、お前はどこの中学校に進学したいんだ？」

「さては喧けん嘩かの特売だな!?　全部買ってやるから表に出ろこのクソ野郎！」

「アキと葉は月づきが同級生……。姉として感かん慨がい深いものがあるわね」

「美波はその前に友人として僕に同情するべきだ！」

　なんて友達甲が斐いのない連中なんだろう。

「あはは……。えっと、それじゃ明久君は一旦保留して……土つち屋や君は将来なりたいものは何かないんですか？」

「…………ヌー──カメラマン」

（ヌードカメラマンって言おうとした）

（ヌードカメラマンって言おうとしたな）

（ヌードカメラマンって言おうとしたわね）

　僕らの考えが一致した。

「ええと、土屋君……。先生に提出する用紙なので、もうちょっと説明しやすいものにしたほうが……」

「…………！　（ブンブンブン）」

　姫路さんの言う通り、ムッツリーニは体面を取り繕う必要があると思う。

「ムッツリーニはやりたいこと自体に問題がありそうだね」

「だが、明確にやりたいことがあるっていうのは良いことだと思うぞ」

　雄二が僕とムッツリーニを見て呟つぶやいた。

「そう言う坂さか本もと君は何か興味があることはないんですか？」

「うん？　そうだな、俺は」

「……こんな感じ」

　差し出された紙を受け取って読み上げてみる。




《お婿さん第一希望・旦那さん第二希望・おしどり夫婦第三希望・新婚さん第四希望・霧島雄二第五希望・翔子と永久就職第六希望・etc.》




「なによ坂本。アンタもう進路決まってるんじゃない」

「まったくだよ。人のこと羨ましいとかなんとか言っちゃってさ」

「…………妬ねたましい」

「お前らわかっていて言ってるだろ!?」

　雄二の進路希望調査票はいつの間にか霧きり島しまさんが綺麗な字で全項目記入してくれていた。霧島さんは本当に気の利く良い女の子だなぁ。

「あ。翔しよう子こちゃん、来ていたんですね」

「……うん」

　前触れもなく現れた霧島さんをなんの疑問も抱かず受け入れる。これはもう僕らにとって日常風景の一コマだ。違和感の欠片かけらも見当たらない。

「んで、何をしに来たんだ翔子」

　霧島さんを警戒しつつ、不機嫌そうに雄二が問いかける。

　霧島さんは雄二の態度を気にした風もなく毅き然ぜんと答えた。

「……私の進路について調べに来た」

　雄二の調査票を持ちながら〝私の進路〟と言い切るあたりが凄いと思う。

「本当にお前って奴は、昔からそういうことばかり行動が速くて……！」

「……大事なことだから」

　なんて睨にらみ合あう二人を見て、美波が目を細める。

「ふーん……、なるほどね。坂本が悩んでいたのは『どの進路を選ぶか』じゃなくて、『どうやって秘密にしておくか』ってことだったのね」

「あ。だからさっき坂本君は『どう書くのかが悩ましい』って言ったんですね」

　ああ。そう言えばさっき〝どこの学校を書くのか〟じゃなくて〝どう書くのか〟が悩ましいとか言ってたっけ。あれはそういう意味だったのか。

「なんじゃ。雄二が悩んでおったのはそういうことじゃったのか」

「ほっとけ。一応進路の悩みに変わりはないだろ」

「……無駄な抵抗。どうせお義母さんに教えて貰うのに」

「それも含めて対策を考えてるんだよ！」

　自分の親と霧島さんに進路を隠しておくなんて限りなく不可能に近いと思うけど、自由な生活の為に雄二は必死になって考えることだろう。

「とにかく、お前に俺の進路を教えるつもりはない。諦めてさっさと帰れ」

　雄二が冷たく告げると、霧島さんは哀しそうな目をして雄二に近づいた。

「……雄二。どうしてそんな哀しいことを言うの……？　……私と一緒の学校じゃ嫌なの……？」

　静かな口調で霧島さんが問いかける。その言葉、アイアンクローをかけながらでなければ心に響くものだったに違いない。

　霧島さんの問いに対して、雄二も真面目な口調で答えた。

「違うんだ翔子。俺はお前にもっと自由な考えを持ってもらいたいんだ。俺なんかに縛られてお前が本当にやりたいことを見失うなんて、そんなの不幸以外の何物でもないじゃないか」

　尚、その顔面は大だい豆ずのような形状に変形しているということをここに記しておく。

「……でも、私は雄二のことを一番に考えたい。それが私の一番の幸せだから」

「それじゃダメなんだ。俺はお前にお前自身の幸せを摑んつかでもらいたいんだよ」

「……ううん。雄二こそ、私のことは気にせず自分の道を選んで欲しいの」

　字じ面づらではお互いに相手のことを想っているように見えるのに、これほどまでに自分のことしか考えていない譲り合いはなかなか存在しないだろう。

　って、雄二のことはいいんだ。それより問題は自分の進路だ。

「うーん……。本当に悩ましいなぁ……」

　考えるだけで溜息が出てしまう。

　ガラッと戸を開いて、Ｆクラス担任の鉄人が教室に入ってきたのはその時だった。

「なんだお前たち、まだ残っていたのか。用がないのならさっさと帰宅しろ」

　教室の窓を見て回る鉄人。どうやら教室の戸締まりをチェックしにきたらしい。

「すいません、西にし村むら先生。ちょっと皆で進路について話をしていたんです」

　姫路さんがそう言って頭を下げると、

「ほぅ。進路についての話か」

　鉄人は僕・雄二・ムッツリーニの顔を順番に見て呟いた。

「今世紀中に終わればいいんだが……」

　なんて無ぶ礼れいな教師なんだろう。

「まぁ、冗談は置いておくとしてだ。進路についての相談なら進路指導室で聞くぞ？」

「「「…………？？？」」」

「おいお前たち。なぜそんな不思議そうな顔をする」

　進路についての相談を、進路指導室で……？

「あ、そっか。あの部屋ってそういう使い方もあるんだっけ」

「拷ごう問もんや補習の他に進路を指導する側面もあったとはな……」

「…………予想だにしない利用法」

「あの部屋の名前を何だと思っていたんだお前たちは」

　いや。僕らがそういったイメージを持っているのは鉄人の補習のせいなんだけど。

「あの、西村先生。進路相談ってどういったことを教えてくれるんですか？」

「そうだな。お前たちが希望する進路に対して、具体的なアドバイスをしてやることができる。例えば、医者になりたいと言うのなら、その生徒の学力や学びたい内容に即した学校を紹介したりな」

　鉄人がいかにも進路指導室の主らしいことを口にしている。

　そして、姫路さんから僕らに視線を戻すと、鉄人はこう尋たずねた。

「それでお前たち。漠然とした希望のようなものはないのか？」

「希望はあるが教えたくない」

「…………ヌー──カメラマン」

「樹海以外」

「よし。一列に並んで歯を食いしばれ」

　なぜ怒るんだ。僕らは本気なのに。

「つまるところ、まだ方向性が定まっていないということか？」

「そんな感じです」

　鉄人の言葉に頷うなずく。少なくとも僕は鉄人の言う通り〝どの方向に進みたい〟というものすら決まっていない状態だ。

「そうか。そういうことなら皆と話をするのも良いだろう。困ったことがあれば進路指導室に来るといい」

　そう言って鉄人は教室から出て行った。

　う～ん……。進路指導室か……。

「（ガラッ）話は聞かせてもらったよ」

「あ。学園長先せ──」

「（ピシャッ）さようなら」

「良い反応だ明久」

「…………グッジョブ」

「（ガラッ）本当に無礼な連中だねアンタらは！」

　鉄人と入れ替わりで教室に入ってきたのは、毎度お馴な染じみババァ長こと学園長だった。

「学園長先生、ウチらに何か用ですか？」

　警戒しつつ美波が学園長に尋ねる。今まであのババァがやってきたことを考えたらその警戒は当然の反応だろう。

「実はだね、丁度新しい召しよう喚かん獣じゆうの設定を」

「間に合ってます」（美波）

「お引き取り願うのじゃ」（秀吉）

「…………帰れ」（ムッツリーニ）

「爆はぜろ」（雄二）

「ついでにハゲろ」（僕）

「なんだいその反応は!?　しかも最後の二人はただの罵ば倒とうじゃないかい！」

　何を今更。

「あの、学園長先生。新しい召喚獣の設定というのは……？」

　恐る恐るといった感じで姫路さんが問いかける。こんな相手の話でも一応聞こうとするなんて、やっぱり真面目な人だなぁ。

　そんな姫路さんの問いに対して満足げに一つ頷くと、学園長は誇らしげに答えた。

「前に召喚獣で心理を読み取ったり、性格のデータから子供をシミュレートしたことがあっただろう？　それらを応用して、今度は召喚者の未来を簡単にシミュレートできるようにしてみたのさ」

「召喚者の未来をシミュレート……ですか？」

「ま、予測というより占いに近いさね。性格や運動能力や成績、人間関係のデータを入力して、考えられる最も可能性の高い未来の姿を出現させるのさ」

　誕生日や血液型を入力する占いみたいなものか。

「それってどんな未来が見られるんですか？」

「だいたい二十三～五歳になったくらいの姿だね。あんたらの性格を加味して、その進路を選択した際に抱くであろう感想とかを言うようにしてある。年齢に応じた心や身体の成長も考慮してね」

　つまり、僕が選んでいそうな進路に対する感想を、未来の僕に教えて貰えるのか。

「それは今のアキにはぴったりのものかもしれないわね」

「そうじゃな。渡りに船というやつじゃ」

　美波と秀吉がやや乗り気になっている。確かに興味深い話だし、二人はある程度進路が決まっているから自分は使わないで済む、と思っているのだろう。まぁ、進路に迷っている僕が使うのが当然の流れなんだけど……。

「でも、また酷ひどい目に遭うんじゃ……」

「不要になったら『アウト』と言えば消えるようにしてあるさね。何かあればそれで対処したらいいさ」

　僕の呟きに学園長が反応する。

　そっか。今度は僕らの意志で消せるのか。そういった安全対策（？）を考えてあるあたり、学園長も少しは今までの悪あく行ぎようを反省したみたいだ。

「一応、話を聞く限りでは大きな問題はなさそうだな」

「うーん……。それはそうなんだけど……」

　学園長のやることだ。どうにも信用しきれない。

「まぁ、気が向いたら使えばいいさ。無む理り強じいはしないよ」

　フィールドは張っておくから好きに使いな、と言い残して学園長は去って行った。あっさりといなくなったところを見ると、今回は実験じゃなくて本当に善意で提供してくれたのかもしれない。うーん、ということは、特に裏はなさそうだ。

「して、どうするのじゃ明久？」

　使うべきかどうか考えている僕に秀吉が言う。……よしっ！

「折せつ角かくだし、使ってみるよ」

「お。随分と思い切りが良いな」

「まぁね」

　いつまでもうじうじと悩んでいるのは性しように合わない。できることがあるのなら、とりあえずやってみてから考えよう！

「じゃ、喚よび出だすから念の為に皆離れて。……行くよ」




「──試獣召喚サモンっ！」




　お馴染みの喚び声に呼応して現れるお馴染みの紋様。

　そして、その中心から僕の分身である召喚獣が姿を現した。

「おお、今度は等身大だな」

「…………肝きも試だめし以来」

　雄二やムッツリーニの言う通り、出てきた召喚獣はいつもの三頭身ではなく、きちんとしたバランスの姿だった。

「ふむ。今回は制服ではなくスーツ姿なんじゃな」

「社会人になったってことだからかな？」

　さすがに高校の制服を着ていたら将来の姿とは思いにくい。学園長もそう思ってとりあえず一般的なスーツに設定したに違いない。

「あれ？　僕よりちょっと背が高い」

「これからまだ伸びるって予測したんだろうな」

「へぇ～。それは嬉しいなぁ」

　なんて話をしている僕らに、未来の僕は顔を向けてきた。

《あ、懐かしい！　高校生の頃の皆だ！》

　召喚獣が普通に言葉を喋っている。これは前の時にもあったことなのでさほど違和感はない。それに、会話ができないと聞きたいことも聞けないしね。

《そっかそっか。そういえば高校生の頃の僕ってこんな感じだったよね》

　見た目は普通の人間と変わらない召喚獣が僕を見て言う。ところで、僕ってこんな声なんだろうか。なんだか凄い違和感がある。

《でも、もうちょっと賢かしこそうだったような気もするけど……》

　なんてことを言ってくれるんだ。

「一応聞くが、お前は明久の将来の姿でいいんだよな？」

《そうだよ。いやぁ、雄二もこんな顔だっけ？　秀吉にムッツリーニに、霧島さんもまだ幼いなぁ》

　楽しそうに未来の僕が言う。こうして見ていると、やっぱり召喚獣というよりは未来の姿という感じが強い。

《こうして高校生の頃の皆にまた会えるなんて思わなかったよ》

　実際に未来から来たわけではないのだけれども、そういう感想を抱くように設定されているのだろう。僕の召喚獣はしきりに皆を見てうんうんと頷いていた。

《それで、そっちは姫路さんと美波だよね？　こんにちは》

「は、はいっ！　ここここんにちはっ！」

「え、えっと、初めまして──じゃなくて！　久しぶり──でもないし！　あ、あの、その……！」

「？　二人とも、何を慌あわててるの？」

　未来の僕に話しかけられた姫路さんと美波は傍はた目めにもわかるほど動揺していた。年上と話すのに慣れていないんだろうか。

「……瑞みず希きも美波も、反応が可愛い」

「あー……。確かに、今よりは若干マシな顔つきになってるもんなぁ」

「うむ。良い男になったものじゃ」

「…………今後余程苦労すると見た」

　何やらよくわからないけど、未来の僕を前に顔を赤くしている二人を見ていると少しだけ胸の中がモヤッとする。

「ま、いいや。それより、未来の僕に聞きたいことがあるんだよね」

《ん？　何かな？》

　こちらに視線を戻す未来の僕。外見とかは二の次で、大事なのはこの話だ。

「単刀直入に聞くけど、二年後の僕はどうなってるの？」

　現在高校二年生の僕に訪れる二年後。その時の状況がどうなっているのかを知りたい。

　そんな僕の質問に、未来の僕は笑顔で答えてくれた。

《ああ、それなら大丈夫だよ》

「？　大丈夫って、何が？」

《二年後も楽しく幸せな高校生活を送っているから》

「待って！　二年後にまだ高校生をやっているって全然幸せには思えないんだけど！」

　浪人くらいは覚悟していたけど、その前の段階で止まっているなんてどういうことなの!?

《あ。わかりにくかった？　要するに、来年卒業できないっていう──》

「そこまで説明しなくてもわかるよバカ！　問題はどうして僕が来年卒業できないのかってこと！　出席日数!?　それとも赤点!?」

《いや。点数も出席日数も足りていたよ》

「じゃあどうして!?」

《……でもね、二年生じゃ卒業はできないんだよ……》

「卒業以前に三年生になれなかったのか！」

　やだ！　本当にもうやだこのバカ！

《う～ん、なるほど。我ながら反応が面白いね。これは皆が散々からかってきたのも頷けるなぁ》

「は？」

　何を言っているんだこのバカは。もしかして……僕を騙だましたの？

《心配要いらない。死ぬほど勉強して先生方に毎日土ど下げ座ざをしたら温情で卒業くらいさせてもらえるよ》

「全てにおいて心配だらけだよその台詞せりふ！」

　このままだと僕は卒業できないってこと!?　どこまで僕の現状は厳しいことになっているのさ！

《他に聞きたいことは？》

「一杯あるけど返ってくるのは聞きたくない答えばかりになりそうだよ……」

　将来のことを聞くのがもの凄く怖くなっちゃったじゃないか。

　なんて尻込みする僕の代わりに、

「じゃ、じゃあ、私が質問してもいいですか？」

「ウチもちょっと聞きたいことが……」

《ん？　何かな？》

　ずずい、と姫路さんと美波が前に出てきた。

「あの……今、恋人がいたりしますかっ」

「そ、そうっ。あるいは結婚していたりとか！」

　なぜか意気込んで問いかける二人に対して、

《ん～……》

　と、少し考え込んだ後、

《内緒、かな？》

　未来の僕はそう言って微笑んだ。

「そ、そんなこと言わずに教えて下さいっ！」

「そうよアキ！　隠し事なんて似合わないわよ！」

《あはは。そう言えば高校生の頃の姫路さんと美波ってこんな感じだったなぁ》

「も、もしかしてウチらに関係あるから言えないとか、そういうこと!?」

「お願いです！　教えて下さい明久君！」

　二人にスーツの袖を引っ張られ、未来の僕は楽しげに言う。

《ダメ。内緒なものは内緒だよ》

「「うぅ──……っ」」

　懸命に迫る二人を、余裕を持ってあしらっている未来の僕。その態度はとても僕のものとは思えなくて──それを見てたら、なぜだか無性に腹が立ってきた。

「じゃあじゃあ、せめて将来の明久君の好みのタイプを教えて下さいっ！」

《そうだなぁ。それくらいなら──》

「アウト」

　僕の一言で跡形もなく未来の僕は消え去った。ふん、良い気味だ。

「あ、明久君っ！　どうして意地悪をするんですか！」

「ウチ、他にも聞きたいことがあったのに！」

「いいんだよ。あんなバカに質問なんてしても、どうせ変な答えしか返ってこないんだから」

「？　何怒ってるのよ？」

「別に」

「「？？？」」

　まったく、ろくでもない男だった。僕は将来ああはならないぞ。

「とりあえず、役に立つかはわからんが、そんなに害が無さそうなことは確かだな」

「うむ。どうじゃムッツリーニ。進路に迷っておるなら喚び出してみるのも良いかもしれんぞ？」

「…………やってみる」

　ムッツリーニが頷いて「…………試獣召喚サモン」と呟くと、僕の時と同様に等身大の召喚獣が現れた。

　大人になったムッツリーニはノーネクタイのスーツ姿で、どこか飄ひよう々ひようとした印象を僕らに抱かせた。

「へぇ、意外だな。ムッツリーニはまだまだ背が伸びるみたいじゃないか」

「僕より少し高いくらいだね。いいなぁ」

「…………そんなことはどうでもいい」

　未来の自分の外見について興味はないようで、すぐさま質問に入るムッツリーニ。

「…………一つ、聞かせて欲しい」

《…………なんだ》

「…………ヌードカメラマンには、なれたのか……？」

　ヒーローに憧れる少年のような目をして、欲望全開の質問をしていた。

《…………今の俺の仕事を知りたいと？》

「…………（コクリ）」

《…………新聞記者をやっている》

「…………」

《…………どうした？》

「…………Pardon?もう一度お願いします」

　なぜ英語。

《…………新聞記者をやっている》

　言われた通り、さきの台詞をもう一度繰り返す未来のムッツリーニ。

　新聞記者か。なるほど。情報収集能力に行動力。他にも色々な特殊技能を持っているムッツリーニには似合っているかもしれない。

　だと言うのに、ムッツリーニは怒りに全身を震わせていた。

「…………お前は……」

《…………ん？》

「…………お前は……何をやっている……！」

《…………何を、とは》

「…………なぜ、ヌードカメラマンになっていない自分を許容している……！」

　寧むしろ僕らとしては、なぜヌードカメラマンにならなかった自分をそこまで許せないのかの方が気になるところだ。

「…………諦めたのか、自分の夢を──生きる意味を……！」

《…………政治の暗部を暴あばくのが俺の使命だ》

「…………違う……！　服の中に隠された神秘を暴くことが使命なんだ……！」

《…………酷いもんだな……昔の俺は……》

「…………認めない……！　俺はそんな自分を、絶対に……！」

　自分の夢と、それとは道を違たがえた未来の自分。その生き方を認められずに、ムッツリーニは将来の姿を強く睨み付けていた。

「それにしても、ムッツリーニの口から『政治の暗部を暴くのが使命』なんて台詞が出てくるとは思わなかったよ」

「まさか新聞記者になって政治面を扱うことになるとはの」

「このままのペースでエロさが成長したら、そのうち振り切って真面目になるってことかもしれないな」

　なるほど。そういう可能性もあるのか。

　なんて考察をしているところに、




　──ピピッ　パシャッ




　という電子音が響いた。今のは携帯電話のシャッター音？

「……ありがとう、瑞希」

「いえいえ、これくらい」

　音の原因は姫路さんと霧島さん。どうやら姫路さんが携帯電話で未来のムッツリーニの写真を撮っていたらしい。

「姫路さん。ムッツリーニの写真なんか撮ってどうするの？」

「あ。私じゃなくて、翔子ちゃんに頼まれたんです。撮り方がわからないそうなので」

「……携帯電話は苦手」

「俺の携帯はメモリー消去から画像データ改造まで何でもできるくせにな……」

「……雄二の物以外携帯電話は苦手」

　機械は霧島さんの数少ない苦手分野だったりする。例外もあるみたいだけど。

「して、霧島はムッツリーニの写真なんぞをどうするのじゃ？」

「……愛あい子こにメールで送る」

　工く藤どうさんに未来のムッツリーニの写真を？

「ああ、そっか。夢に破れた惨みじめなムッツリーニを指差して笑うわけだね」

「それは良い考えだな。ムッツリーニの夢の憐あわれな末路だ。高らかに笑ってやろうじゃないか」

「たまに疑問に思うんだけど、アンタらって実は友達じゃないわよね」

「失礼な。僕らの友情は一生ものだよ」

「まったくだ。俺たちは永遠の友情を誓い合っているんだからな」

（（──利用価値がなくなるまでは））

「なんか、心の声が聞こえてきた気がするわ」

「金きん箔ぱくより薄っぺらい友情じゃな……」

　素晴らしきかな男の友情。親友未満知人以下の固い絆きずなで結ばれた僕らこそ、真の友達だと言えるだろう。

　なんて話をしている横で、姫路さんはさっきの写真を添付したメールを打っていた。

「──愛子ちゃんに送信っと」

「……ありがとう、瑞希」

「いえいえ、これくらいなんでも──わ。もう返信が」

　送ってから殆ほとんど間を置かず、姫路さんの携帯がメールの着信を知らせた。

　姫路さんがメールをチェックして楽しそうに笑う。

「ふふふっ。愛子ちゃんってば」

「どれどれ。ウチにも見せて？」

「……私も」

　姫路さんの携帯電話を覗き込む美波と霧島さん。

「あははっ。いいリアクションね！」

「……愛子、可愛い」

　すると、二人も楽しそうに笑顔を浮かべた。

「なんだ？　そんなに面白い返事がきたのか？」

「どんな反応だったの？」

　続いて僕と雄二も覗き込もうとするけど、

「う～ん……。秘密です。これは明久君たちには見せられません」

　姫路さんは携帯電話を閉じてしまった。僕らには見せられない？　なんだろう。工藤さんがどんな反応をしたのか、すごく気になる。

《…………お前が抱いているのは夢じゃない。欲望だ》

「…………己が信条に背を向けた男が何を……！」

《…………それなら貫いて見せろ、自分の志こころざしを》

「…………言われるまでもない。俺は決して信念を曲げない……！」

《…………夢は形を変える。それだけは覚えておけ》

「…………これ以上、お前と話すことはない……！」

　ムッツリーニが「…………アウト」と呟き、召喚獣が消え去った。

　それにしても、やたらと格好良い会話をしていたなぁ。……表面上は。

「さて。次は坂本かしらね」

　ムッツリーニの番も終わり、美波が雄二に水を向ける。

「いや。むしろ俺は未来を知られたくない方なんだが」

「……雄二（メキッ）」

「そうだな。抵抗は無駄だな。わかっていたさこんちくしょう！」

　やけになった雄二が召喚獣を喚び出す。

　床に描かれた紋様の中から、未来の雄二が徐々に姿を現してきた。

　未来の雄二は今とそれほど背丈が変わっていなくて、相変わらず野性味溢あふれる顔つきで、どこか少しだけ今より雰囲気が柔らかくなっていて──

「アウトだバカ野郎ぉ──っ!!」

　──つながれた首輪がとても似合っていた。















「……雄二、そんなすぐに消さないで」

「そうだよ雄二。おかげで将来どうなっているのかが聞けなかったじゃないか」

「聞かなくてもわかるだろうが！　奴ど隷れいだよ！　そうでなければ変態だ！」

　このバカが即座に消してしまったので未来の話を聞けなかった。とても残念だ。

「……雄二、もう一回喚んで」

「絶対にイヤだ」

　今度は頑として応じない雄二。よほど将来の自分と向き合いたくないのだろう。

「それなら、未来の翔子ちゃんにお話を聞いたらいいんじゃないですか？」

　ぽん、と姫路さんが手を叩きながら教えてくれる。なるほど。霧島さんなら間違いなく雄二と交流があるだろうし、聞けばすぐにわかりそうだ。

「それもそうね。何も本人に聞かなくてもいいわよね」

「雄二のあの様子じゃと、霧島が無関係とは到底思えんからの」

「……やってみる」

　霧島さんが小さく「……試獣召喚サモン」と呟くと、今度は未来の霧島さんが姿を現した。

　未来の霧島さんは今以上に綺麗になっていて、長い黒髪も変わらず艶つややかで──

《……（ポッ）》




　──そして、お腹が大きく膨ふくらんでいた。




「「「アウトぉー！」」」

　そんな未来の霧島さんを見て思わず叫んでしまう僕たち。これってどうなの!?　学校でやるシミュレーションとしては相当まずいんじゃないの!?

「明久君たち、何を騒いでいるんですか？」

「別にお腹に赤ちゃんがいてもおかしくない歳じゃない」

「いやいや！　そういう問題じゃなくて！　もっとこう、倫理的にというか何というか……え？　何？　僕らの考えがおかしいの？」

　だって、同級生のお腹に子供がいるって、なんか……なんかこう、ねぇ！

「翔子ちゃん、やっぱりその子は坂本君の──」

　戸惑う僕らをよそに未来の霧島さんに話しかける姫路さん。未来の霧島さんはそれに答えようと身体を姫路さんに向けて、

《……あ》

　そのお腹に入れてあったボールを落としてしまった。

「「「………………」」」

　言葉を失う僕らの前で、てんてんと弾はずむボール。

《………………》

　未来の霧島さんはそのボールを拾ってお腹に入れ直し、恥ずかしそうに呟いた。

《……動いた》

「動くかぁぁ──っ！」

　なんだ。ボールだったのか。びっくりしたー。

「霧島さんは大人になってもお茶目だなぁ」

「…………遊び心を忘れていない」

「翔子ちゃんらしいですね」

「そういう問題か!?　ってか将来のシミュレーションなのにネタを仕込んでいるっておかしいだろ！」

　雄二が何やらわめいている。そんなに興奮しなくてもいいだろうに。

《……ネタ？》

　雄二の叫びを聞いて未来の霧島さんが首を傾かしげる。

「腹にボールを入れて登場するなんて、出オチ以外の何物でもないだろ」

《……？？？》

　雄二の言葉がピンと来ないようで、霧島さんは更に大きく首を傾げた。

「ん？　ウチらを驚かせようとしてボールを仕込んできたんじゃないの？」

《……そんなこと、考えていない》

　当然、というように否定する霧島さん。

　はて。じゃあなんでボールを入れているんだろうか。

《……これは、早く子供が欲しいっていう雄二へのアピール》

「「「ああ、なるほど」」」

「それはもう追い込みのレベルだ！」

　煮え切らない雄二に積極的に訴えているわけか。予行練習にもなるだろうし、良い考えだ。

「なんじゃ。子供はまだできておらんのか」

「坂本君は子供好きなのですぐにできるものだと思っていました」

「普段はあんなに威勢の良いこと言ってるクセに意外と臆おく病びようなのね」

「まったく、情けないなぁ」

「待て待て待て！　論点がずれている！　聞くのは将来の進路だろ!?」

　そう言えばそうだった。衝撃の登場シーンで色々と浮き足だってしまった。

「じゃあ、改めて……未来の翔子ちゃんは何をしているんですか？」

《……昼はお仕事もしている》

「「「夜は!?」」」

《……頑張ってる》

「「「………………」」」

「お、おい待て姫路に島しま田だ！　俺と翔子を見て顔を赤くするな！　邪じや推すいしすぎだろ!?　ついでにムッツリーニと明久も唇くちびるから血が零こぼれるほど悔しがってるんじゃねぇ！」

　憎しみで……人が、殺せたなら……っ！

「では未来の霧島よ。お主は何を頑張っておるのじゃ？」

《……料理とか、裁さい縫ほうとか、勉強とか》

　ああ、なんだ。そういうことか。

「いやー、焦あせったよ。僕はてっきり違う意味だとばかり」

「あ、あはは……。私も勘違いしちゃいました」

《……ふふっ》

　霧島さんがそんな僕らを見て、小さく笑って告げた。

《……そういうお話は、高校生には秘密》

「「…………!!（ギリッ）」」

「落ち着けバカども！　『今ここでコイツを殺やっておけば……！』って顔で俺を睨むんじゃねぇ！」

　今ココでコイツを殺っておけば……！

「まぁ、雄二は将来妬みで刺されても文句は言えんかもしれんのう」

「いやいやいや！　言うだろ！　刺されたら普通文句言うだろ！」

「え!?　将来の坂本君は刺されちゃうんですか!?」

「姫路まで何を言うんだ。そんなことあるわけな」

「「死ねぇぇ──っ!!」」

「危ねぇぇえーっ！」

　僕とムッツリーニが突き出した拳こぶしを雄二が間一髪で避ける。おのれ、勘かんの良いクズ野郎め……！

「刺されるのも時間の問題みたいね」

「いやいや！　そんなこと、あるわけない……よな？」

　自信がなくなったのか、恐る恐るといった感じで未来の霧島さんに問いかける雄二。

　すると霧島さんはコクンと頷いて答えた。

《……雄二は大丈夫。無事だし、凄く幸せそうだから》

「そ、そうか……。ホラ見ろ、やっぱり将来の俺は何事もなく──」

《……その証拠に、今日の天気を聞いても「はい。私は幸福です」って答えてくれる》

「それもう何かの末期だ！」

　そうかそうか。未来の雄二は幸福なのか。良かったね。

「……アウト」

　なんて話をしているうちに、霧島さんは召喚獣を戻していた。あれ？

「霧島さん、もういいの？」

「……何が？」

「何がって、召喚獣。折角喚び出したんだから、将来の自分に色々と聞いておけば良かったのに」

　僕が言うと、霧島さんはゆっくりと首を左右に振って答えた。

「……私にとって一番大切なものは変わらないから」

　変わらない？　どういうことだろ？

「……この気持ちは、ずっと同じということ」

　そう言い残して姫路さんたちのところに行く霧島さん。

　真っ直ぐに前を見ている純真な霧島さんの目を見て、僕は何も言えなくなってしまった。

　ま、とりあえず、

「…………（ボゴッ）」

「がふっ！」

　虚うつろな目をして現実逃避をしている雄二を殴っておこう。この幸せ者め。




　　　　　☆




「それにしても、面白いわねコレ」

「そうですね。シミュレーションだから確定した未来じゃないっていうのがまた気が楽でいいですし」

「それに、今までほど酷い目に遭あわないものね」

　楽しそうに話をしている美波と姫路さん。

　目の焦点が合わなくなっている雄二と、自分の将来を認められなくなったムッツリーニは、彼女らにとっては酷い目のうちに入らないものなんだろうか。

「じゃ、折角だしウチもちょっと喚び出してみようかな」

「美波ちゃんは将来どんなお仕事をしているんでしょうね」

「お仕事をしているとは限らないわよ。もしかしたら、専業主婦なんてコトも──試獣召喚サモンっ！」

　美波がキーワードを口にして召喚獣を喚び出す。

　さっきの霧島さんの召喚獣と同じように女性用スーツに身を包んだ未来の美波は、ポニーテールをやめて髪を下ろしていた。

　今よりも大人びて、すごく綺麗な大人の女性になっている。なんというか……ちょっとこっちが緊張してしまうくらいに。

「あ。美波ちゃんも、今よりもうちょっと背が伸びるんですね」

「……脚が長くて格好良い」

　姫路さんと霧島さんが未来の美波を楽しそうに見ている。確かに未来の美波は今より少しだけ背が高い。

　そのせいだろうか。妙に違和感があるような気がした。

「あ、ホントだ。ウチ、背も大きくなるのね」

　自分の召喚獣の傍そばに立ち、背を比べる美波。

　その表情はやけに嬉しそうだ。

「ま、外見についてはこれくらいにして。聞くこと聞いちゃいましょっか」

「あ、はい。それじゃ……将来の美波ちゃんはどんなお仕事をしているんですか？」

　姫路さんの問いに対して、未来の美波は少し照れくさそうに答えた。

《ウチ？　ウチは一応、その……モデルを……》

「「「モデル!!」」」

《い、一応よ？　いつかはデザインの方もやってみたいと思っているんだけど、そっちはまだ勉強中で……》

　前々からモデル体型だとは思っていたけど、まさか本当にそうなっているとは……。いやはや、驚きだ。

「凄いです美波ちゃん！　切っ掛けはなんだったんですか？」

《えっと、大学の学園祭で出し物があって、それに参加させられたんだけど》

「……そこでスカウトされた？」

《ううん。熱心な友達が、その写真を撮影した挙句勝手にオーディションに応募しちゃって……》

　僕ら全員の脳のう裏りにツインテールの女子の姿が浮かんだ。

「ちなみにその友達は何をしているの？」

《ファッション系雑誌の編集をやっているわ》

　美波と清し水みずさんの縁も当分続くみたいだ。

「友達が勝手に応募しちゃって、なんて台詞を実際に耳にするとは思わなかったよ」

「本当にあるんだな、そんなの」

《でも、それはただの切っ掛け。勿もち論ろんウチも興味があったからやっているのよ？》

　それはそうだろう。容姿が向いていた、という理由だけでやっていけるとは思えない。美波自身が興味を抱いて、努力をしているからこそやっていけているのだろう。

《ところで、そんなことより──》

「ん？」

　美波の召喚獣が、なぜか僕の方を向いて嬉しそうに笑ったかと思うと、

《高校生のアキよね！　懐なつかしいーっ♪》

「っっっ!?!?!?」

　思いっきり抱きすくめられてしまった。な、何事!?

「ちょ、ちょっと！　何やってるのよ！」

《うーん。可愛いし、抱き心地もバッチリ！》

　戸惑う僕に、おかまいなしにくっついてくる未来の美波。その柔らかさや仕草に、僕はのぼせてしまいそうになった。こ、これが大人の魅力っていうやつなのか……!?

「み、美波ちゃん！　そういうズルはダメですっ！」

「う、ウチだってやめさせたいわよっ！」

《よしよし。アキは可愛いわね～》

　ハグ状態のまま後ろ頭を撫なでられる。

　それにしても、やたらと柔らかい。美波と接触する時はこんなことなかったのに──

「離・れ・な・さ・い！」

　と、そこで美波が割って入って、僕と未来の美波を引き離した。

　なぜかやたらと熱くなった顔を扇あおぎつつ、横目で大人になった美波をチラッと見てみる。すると、今更になってある重大な事実に気が付いた。

「っ！　ば、バカな……っ！」

「ん？　どうした明久？」

　戦おののきつつ、未来の美波のある一点を指差して答える僕。

「む、胸が……」

「はい？」

「美波の胸が……成長している……っ！」

「「なにぃっ!?」」

　あまりに衝撃的な事実に、雄二とムッツリーニも目を見開いた。

「え？　明久君たちは気付いていなかったんですか？」

「……服の上からでもわかるのに」

「だ、だって、絶対にありえないことだと思っていたから……」

「殺すわよ」

　美波の殺気が危険域にまで密度を上げている。これ以上余計なことは言わないでおこう。

「しかしアレじゃな。ファッションモデルは胸が大きいと採用されにくいというのはデマじゃったようじゃな」

　秀吉が未来の美波の胸を見ながら言う。何のモデルをやるのかにもよるけど、ファッションショーとかに出るモデルはスレンダーな人が多い気がする。

「そういえば、そんな噂うわさもありましたね」

「……美波の胸、Ｃくらいありそう」

《ふふふ、凄いでしょ～》

　将来の美波が胸を張って言葉を続ける。

《これこそが未来の胸パッ》

「アウト」

　台詞の途中で、未来の美波は唐突に姿を消したのだった。




　　　　　☆




「ならば、次はワシが喚び出してみようかの。──試獣召喚サモンじゃ」

　秀吉が自分の召喚獣を喚び出す。少しの間を置いて、幾き何か学がく紋様の中から見知った顔をした召喚獣が出現した。

「ッッ!?!?　な、なぜなのじゃーっ!?」

「ふむふむ。秀吉はだいたい予想通りの姿だね」

「…………素晴らしい」

「お主らは何を見ておるのじゃ!?　男のワシの胸が成長しておるのじゃぞ!?　明らかにおかしいじゃろうが！」

　秀吉の言う通り、将来の秀吉は今より胸が大きくなっていた。良きかな良きかな。

「…………（ギリッ）」

「島田もワシをそのような目で見るでない！　これこそきっと、未来の胸パッ──いや、そもそも胸パッドを入れること自体おかしいじゃろ!?」

　秀吉が錯さく乱らんしている。パッドには見えないけどなぁ。

「ま、シミュレーションだからな。こういうこともあんだろ」

「？　雄二よ、それはどういう意味じゃ？」

「他の連中との関係性もデータとして捉えられているらしいからな。周囲からの認識が反映されたんだろ」

「つまり？」

「『秀吉の胸が最近大きくなっている』とかの噂や認識が考慮されたんじゃないか？」

「最悪じゃ！」

「雄二。もうちょいわかりやすく」

「あー……。要するに、『将来髭ひげが伸びてムサくなった秀吉』と『将来美人になった秀吉』のどちらを皆が想像できるか、って話だ」

「なるほど。存在し得ない未来はシミュレーションできないわけだね」

「うう……。ワシだってあと十年もすれば髭くらい生えてくれるはずなのじゃ……」

　断言するけど、その可能性は０％だ。

「大丈夫ですよ木きの下した君。もしかしたら優ゆう子こちゃんと間違っているという可能性も──」

《姉上？　姉上は元気じゃぞ？》

「──可能性もないみたいですけど……その、元気出して下さい」

「もう充分なのじゃ！　アウト！」

「「ああっ!!」」

　僕らが止める間もなく秀吉が召喚獣を消してしまう。勿体ない。まだ見ていたかったのに！

「…………なんてことを」

　隣ではムッツリーニもカメラを構えて悔しがっていた。

「「…………」」

　顔を見合わせ、頷き合う僕とムッツリーニ。どうやら利害は一致したようだ。

「ねぇ秀吉。これ格差問題ってなんて読むかわかる？」

「格差と問題をつなげて読むのじゃな」

「…………こ明久、れ門限を破るは？」

「『明久　点　門限を破る』じゃな」

「「………………」」

「な、なんじゃ!?　なぜお主らは無言で土下座をするのじゃ!?」

　僕らの知恵が通じないのなら、あとは誠意を見せるしかないからだ。

「秀吉。もう一回召喚獣を出してやってくれないか？　こいつらがあまりに卑ひ小しよう且つ惨めで見るに耐えん」

「「お願いします！」」

「本当に、お主らは……」

　秀吉が「やれやれ」と溜息を吐いて再び召喚獣を喚び出す。よしっ！　頼んだぞムッツリーニ！

「…………っ!!（パシャパシャパシャ）」

　魔法陣の段階からシャッターを切り始めるムッツリーニ。低めの角度から撮っている点も含めて彼の行動力を高く評価したい。

「って、あれ？　なんか、さっきとは違うような……」

　そうして出てきた秀吉の召喚獣だけど、その容姿はさっきみたものとは異なっていた。

「そうですね。髪もさっきと違って今度は伸ばして束ねていますし」

「胸も全然無いわね」

　美波はやたらと満足げだ。












　今回出てきた秀吉の召喚獣は長い髪を後ろで一つに束ねていて、背も少しだけ伸びている。さっきの美人なお姉さんの姿に比べて、今度は随分と中性的だ。

「……予想される進路が一つじゃない？」

「あ、そうかもしれませんね。喚び出す度に色々な未来が見られるとか」

「なるほど！　そりゃそうだよな！　俺も自分の将来があんな風になっているはずがないと──試獣召喚サモン！　《はい。私は幸福です》」

「だよね！　僕だってきっと輝かしい未来が──試獣召喚サモン！　《土下座は毎日欠かさずに》」

「…………試獣召喚サモン《…………汚職疑惑の真偽を究明する》」

「「「どういうことだ」」」

　僕と雄二とムッツリーニの召喚獣はさっきと変わっていなかった。

「よくわからんが、秀吉だけは違うみたいだな」

「まぁ、進路はともかく、見た目はどんな風になっているのか一番予想しづらいもんね」

「…………きっとコンピューターも困っている」

「うむ。つまり、ワシには様々な可能性が眠っておるというわけじゃな」

　うんうん、と頷く秀吉。確かに、きれい系になるのかカワイイ系になるのか予想するのは難しい。

「ところで、木下君の進路は」

《ワシなら劇団に所属しておるが》

「ま、予想通りね」

　それ以外の道を選んでいる秀吉は想像できない。聞くまでもないことだろう。

「……じゃあ、優子は？」

　霧島さんが尋ねると、未来の秀吉は凄く困った顔をして口ごもった。

《姉上……。そうじゃな、姉上は、その……》

　なんだろう。まさか、

「交通事故に遭うとか、病気に罹かかるとか!?」

《いや、そういうわけではないのじゃ。きちんと仕事もしておる》

「なんだ。良かった～」

「優子ちゃんはどんなお仕事に就ついているんですか？」

《う、うむ……。その……作家、じゃな》

「「「作家！」」」

　皆の驚きの声が揃そろう。これはあまりに予想外だ。

「なんの作家なんですか？　小説ですか？　漫画ですか？」

「どんなのを書いているの？　ウチも読んでみたい！」

「……ペンネームを教えて欲しい」

　女子陣が興味津しん々しんに盛り上がっている。

《………………》

　──というのに、秀吉はとても苦々しい顔をしていた。なぜだろう。

「あ、姉上が作家になるとは意外じゃな！　して、他の連中はどうなのじゃ？」

《うむ！　そうじゃな！　例えば久く保ぼは凄いぞい！》

　現在と未来の秀吉が話題を変えてしまう。未来の秀吉はともかく、現在の秀吉は気にならないのかな？　だって、あの木下優子さんが作家になっているなんて誰もが予想もできなかったことだというのに。

《なんと、久保は代議士の秘書になっておるのじゃ！》

「「「おおおー」」」

　それは凄い！　代議士秘書ってことは、政治の世界に足を踏み入れたってことだよね！　頭が良いと思っていたけど、久保君がそういう道を歩んでいるなんて！

「そ、そうか……。久保はついにそこまで行っちまったか……」

　今度は雄二が苦い顔をしている。はて？

《久保は「特に民みん法ぽうの改正に対して尽じん力りよくしたい」と言っておったのじゃ》

「「………………」」

　その一言を聞いて、秀吉とムッツリーニまでもが苦い顔になった。どうしてそんな顔をするのかわからない。

「……民法、第７３１～７４９条」

「？　婚こん姻いんに関わる法律がどうかしましたか、翔子ちゃん？」

「……なんでもない」

　よくわからないけど他の話題にした方が良い気がした。

「じゃあ、工藤さんは？」

《医者の卵として頑張っておる》

　お医者さんか！　スポーツ選手とかを目指しているものかと思っていた。こちらもちょっと予想外だ。

「よく一緒にバカなことをやっているから忘れがちだが、そういや工藤もＡクラスなんだよな」

「そうね。医学部志望でも何の不思議もないわね」

「人の身体についても詳しいしね」

　色々な意味で。

「…………女医……だと……？」

　ムッツリーニが戦おののき呟く。

「…………ヤツは……どこまで、人を惑わすのか……！」

　工藤さんの性格で女医。確かにありだ。

「さて。こんなもんじゃろうかの」

　と、秀吉が召喚獣を戻そうとした時、

「んむ？　ところで、明久たちはどこに行ったのじゃ？」

　そう言いながら秀吉が首を傾げた。

「秀吉。僕らならここにいるけど」

「いや。お主らではなく、召喚獣の方じゃ。先ほど喚び出しておったじゃろう？」

　言われてみれば、さっき容姿が変わるのかを確認する為に喚び出し直したような……。

《明久たちならば、懐かしがりながら教室を出て行ったようじゃが？》

「「「へ？」」」

　確認してみると、閉めてあった教室の扉が開いていた。

「そうか。そういえばアレは自分で考えて行動できるんだったな」

「…………忘れていた」

　普段使っている召喚獣ではなく、今回のは僕らの未来の姿だ。自分で好きなように動き回ることもありえるってわけだ。

　うんうんと頷く僕らに、秀吉が心配顔で問いかける。

「これはまずいのではないかの？　すぐに探さねば面倒なことになるかもしれん」

「いやいや、大丈夫だよ秀吉。ちょっと校内を懐かしがって歩いているだけで、トラブルなんてそんな──」




『きゃぁぁ──っ!!　覗のぞきぃ──っ!!』




《ご、誤解だよ！　僕らはたまたま迷い込んじゃっただけで！》

《ムッツリーニ！　お前はよりによってなんてところに連れて行きやがるんだ！》

《…………すまない。昔の癖くせで身体が勝手に》




　運動部の女子たちに追い立てられて逃げていくスーツ姿の三人組が、タイミング良くＦクラス前の廊下を通過していった。

「トラブルなんてそんな？」

「そんなの……起きるわけないのに……」

　直前の僕の言葉がとても虚むなしいものに。まったく、あのバカどもは……！

「どうしてこんな一瞬で問題を起こせるんだよ!?　あの連中は一応僕らの分身なんじゃないの!?」

「お主らの分身だからこそ、じゃと思うのじゃが」

　そんなバカな！　雄二たちはともかく、僕の分身ならもっと落ち着きのある行動を取っているはずだ！

「とにかく面倒なことになったらまずい！　追うぞ！　明久、ムッツリーニ！」

「ああもう了解っ！」

「…………了解」

　未来の自分たちを追って、僕らも廊下に出て走る。

　召喚獣たちの姿を探しつつ、対応策を話し合う僕ら。

「雄二！　一旦アイツらを戻しちゃった方が良いんじゃないの!?」

「ダメだ！　ここでアイツらが消えたら、俺たちがスーツを着て覗きをやったと誤解される恐れがある！　あの連中を差し出した方が俺たち自身には被害が少ない！」

「…………下へ手たに姿形が似ている分、厄やつ介かい」

　やってもいないのに覗き犯扱いなんて冗談じゃない！　せめて、怒られるのならきちんと良い思いをしてから怒られたい！

　なんてことを考えながら全速力で駆けていると、同じように前方を走っている女子運動部員たちの声が聞こえてきた。




『あの覗き連中、誰だかわかる!?』

『わかんない！　きちんと顔見えなかったし！』

『うちの学校の人じゃないかも！』




　これは不幸中の幸い！　召喚獣たちの顔は見られなかったみたいだ！　これなら召喚獣を消してしまえば問題なくなる！

「雄二！　ムッツリーニ！」

「ああ！　わかってる！」

「…………ＯＫ」

「「「アウト！」」」

　三人で走りながら召喚獣送還のキーワードを叫ぶ。

　すると、その言葉に反応して消え去ってくれた。




『『『きゃぁぁあああーっ!!　変態ぃぃーっ!!』』』




《ぎゃぁああーっ!!　なんじゃこりゃぁあーっ!?》




　──逃げている彼らの穿はいていたズボンが、跡形もなく。




「ちょ……っ!?　待って！　どういうこと!?　どうして服だけ消えてるの!?」

「俺が知るか！　どうせまたババァの調整ミスか何かだろ！」

「…………なんという変態仕様……！」

　召喚獣を消そうとしたら服だけが消えてしまった。こういうトラブルは女子サイドに起きるべきなのに！

　結果として、成人男性三人組が上半身スーツ・下半身トランクスで学校の廊下を走っているという状況が出来上がった。あの姿を変態と呼ばず何と呼ぼう。

「まずい！　急いで消さないと！　アウト！」

「バカ！　よせ明久！」

　雄二の制止より先に、もう一度送還キーワードを口にする僕。

　すると、




《ひぃいいぃっ！　今度は上着までぇーっ!?》




　未来の僕のジャケットが消え去った。なんてこったい！

「明久！　これ以上その言葉を口にするな！　事が覗きだけじゃ済まなくなるぞ！」

「わ、わかった！」

　これで未来の僕は上半身Ｙシャツで下半身トランクス。ここから更にもう一枚服が消えようものなら、覗きとは別の罪状が追加される。もう手遅れの可能性もあるけど。

「それで雄二！　どうしたらいい!?」

「とりあえずババァのところに行って、フィールドを消させるのが最善だと」




『ねぇ！　あの覗き犯、Ｆクラスの三バカに似てない!?』

『あ！　ホントだ！』

『さては変装して覗いてたのね！』




　聞こえてくるのは絶望的な会話。

「…………どうする？」

「今アレを消したら有罪確定になる！　作戦変更だ畜ちく生しようっ！」

「ああ……。たった数分で、どうしてこんなことに……」

　Ｙシャツとパンツで逃げているアレが自分の未来の姿だとは信じられない。信じたくない。




『じゃあ、西村先生のところに行きましょう！』

『そ、そうね！　全然追いつけないし！』

『あの逃げ足の速さ、間違いなくあの連中よね！』




　覗き犯が僕らだと確信した女子部員たちは、未来の僕らを追うのを止めて階下の職員室へと向かっていった。

「くそっ！　あのまま追いかけてくれたら楽だったものを！」

「どういうこと!?」

「追っていると思った連中が隣にいたら、普通は疑いようもないだろ！」

　全力疾走の最中なので雄二の説明も言葉足らずだ。

　要するに『追っていたはずの僕らが隣を走っていたら、逃げているのは違う人物だと信じてくれる』ってことだろう。

「じゃあ、今からあの子たちの前に出ても」

「鉄人の前に突き出されるだけだ！」

「…………殺せつ生しような」

　こうなればもう証拠を差し出す以外冤えん罪ざいだと信じてもらえる方法がない。なぜなら、僕らには立派な前科があるのだから。

「こうなりゃ連中を取り押さえて俺たちとは別人だと証明する！　絶対逃がすな！」

「でも、召喚獣は触れないんじゃ」

「お前がさっき島田と接触していただろ！　それなら捕獲も可能なはずだ！」

「「了解！」」

　本当は一旦送還できたら楽なんだけど、次も服だけが消えたら大変なことになる。結局のところ、追いかけて摑まえるしかないってわけだ。

「でも、追いつける!?　全然距離が縮まらないけど！」

「…………自分に追いつくのは難しい」

「為せば成る！　卒業生と現役生の違いってモンを見せてやんぞ！」

　こうして僕らは未来の自分を追いかけるという、青春をテーマにした歌にありそうなシーンを実演することになった。




　　　　　☆




「お、追いつけない……！」

「そういや、アイツらって召喚獣だったよな……」

「…………忘れてた」

　召喚獣は普通の人間の何倍もの力を持っている。見た目は僕らの未来の姿だから忘れていたけど、力もスタミナもあの連中に勝てるわけがないんだった……！

《ふぅ、やれやれ……。とんだ目に遭ったな》

《まったくだね……》

《…………災難だった》

　逃げていた未来の僕らは玄関に到着して大きく息を吐いていた。

《そもそも、明久が懐かしの校舎を見て回りたいなんて言い出すから悪いんだよな》

《いやいや！　ムッツリーニが女子更衣室なんかに向かうからじゃないか！》

《…………違う。雄二が女子更衣室の表示に気付かずドアを開けたせい》

　逃げ切ったと安心したのか、お互いに責任をなすり合い始める召喚獣たち。

《だが、そのまま気付かず中に踏み込んだのは明久だったろ！》

《確かに僕は中に入っちゃったけど、それよりムッツリーニがカメラを持っていたことがまずかったんじゃないかな！》

《…………雄二が咄とつ嗟さに隠れなかったのが良くない》

《なんだと!?》

《やるか!?》

《…………上等》

　そして、そこから取っ組み合いの喧嘩を始める三人。な、なんて大人げない大人なんだ……！

「えーっと……どうしようか、雄二？」

「どうすると言われても……あれを止める自信、あるか？」

「…………無謀極まりない」

　あんな力で暴れているところに割り込んで取り押さえるなんて、無理にもほどがある。かといってこのまま黙っていても僕らの冤罪が消えるわけでもないし……。

　なんて考え込んでいるところに、




《明久君、坂本君、土屋君。何をしてるんですかっ》




　一人の綺麗な女の人が現れた。

　少しウェーブのかかった柔らかそうな髪に、大きくて可愛い瞳。

　今より大人びているけど、間違いない。彼女は──

「良かった……。追いつけました……」

「姫路さん？　じゃあ、あれはやっぱり」

「はい。私の召喚獣です」

　彼女は、未来の姫路さんだ。

「けど、どうしてここに？」

「騒ぎが起きたら困るからって、美波ちゃんたちと手分けをして探していたんです。それと……未来のこと、私も後で聞きたいと思っていましたし」

　それでこうして来てくれたのか。なんて素晴らしい心遣い。これでこの騒ぎも一件落着だ。

《三人とも。詳しい事情は知りませんが、高校生の明久君たちに迷惑をかけちゃ──って、なんて格好してるんですか三人とも!?》

　……あれ？

《いや、違うんだよ！　この格好についてはよくわからなくて、僕らが追われていたのは覗きが原因なんだ！》

《お、おい！　バカ明久！》

《へ？　》

　あれあれ？

《……雄二。覗きって、何のこと……？》

《明久君。詳しいお話を聞かせてもらえますか？》

《まさかアンタら、未成年相手に覗きをしたんじゃないでしょうね》

《いくらなんでも、それはまずいことじゃぞお主ら》

　いつの間にか美波・秀吉・霧島さんの召喚獣も現れて、四人に囲まれている未来の僕ら。

　なんか、雲行きが怪しくない？

《……雄二、詳しく説明して貰う》

《そうね。場合によっては警察に突き出さないといけないし》

《私も事情を知りたいです》

　と口では言いながらも、明らかに体罰の姿勢を取る三人。か、変わってない……！　姫路さんたち、大人になっても中身は今のままだ……！

《おい！　逃げるぞお前ら！》

《…………了解》

《ああもうっ！　また今日もこんなのばっかり！　行くよ秀吉！》

《ワシは関係なかろうに!?》

　生命の危機を感じ、秀吉を連れて逃げていく未来の僕ら。

《あっ！　待ちなさいアキ！》

《……逃がさない》

《きちんと説明してくれないと困ります！　》

　そして、それを追って姫路さんたちも走っていく。

　あれよあれよといううちに、未来の皆が全員その場からいなくなってしまった。

「「「………………」」」

　啞あ然ぜんとした表情でその場に佇たたずむ僕ら。本当に、一体なんなんだ……。

　そんな中、誰かの笑い声が聞こえてくる。

「ふふっ。相変わらずですね、皆」

　笑ったのは姫路さん。呆れるような場面なのに、なぜか彼女はとても楽しそうだった。

「まぁ、そうだね。成長していないというか、なんというか……」

「そこが良いところなんですよ」

　良いところ、ねぇ……？　僕にはただのバカ騒ぎにしか見えないけど。

　それはともかくとして、

「やれやれ……。あれじゃ、将来のことなんて聞けそうにないじゃないか……」

　未来の姿を喚び出したのはその為なのに、あんな状態じゃ何も聞けそうにない。

　なんていう僕の愚痴を聞いて姫路さんが言った。

「そうですね。お話を聞きたいのなら、落ち着いてからもう一度個別に喚び出した方がいいかもしれませんよ」

「うーん……」

　その言葉で少し考え込む。

　後でもう一度、か……。確かにそれなら可能かもしれないけど……

「いや、やめておくよ」

「いいんですか？」

「うん」

　将来のことをもっと詳しく聞きたい気もするけど、やっぱりやめておこう。どうせ聞いてもまた変な話をされて終わっちゃうような気がするし、それに──

「とりあえず、選んだ道を後悔しているようには見えなかったからね」

　将来の僕が何をしているのかはわからないけど、自分の選んだ道に後悔はしていないのは確かだ。それがわかっただけでも充分だと思う。

「明久君はいつも一生懸命で前向きですからね」

「うーん……。それはどうだろう」

　自分で言うのもなんだけど、僕はそんな立派な人間じゃない。

　なんて、そんなことよりだ。

「姫路さんこそ、後で個別に喚び出して聞いた方がいいんじゃない？　聞きたいことがあったんでしょ？」

　最初にいくらか話ができた僕とは違って、姫路さんはさっきの騒ぎのせいで何一つ聞けなかったはずだ。聞きたいことがあるのなら後でじっくりと聞くべきだろう。

　なんていう僕の提案に対して、姫路さんは首を振って答えた。

「いえ。いいんです」

「え？　いいの？　なんで？」

　未来の姫路さんが相手なら騙されたりするリスクもないんだから、聞くだけ聞いてみたらいいのに。

「いいんです。私の知りたかったことは、さっきの皆の様子を見たら充分にわかりましたから」

　そう言って、姫路さんは未来の僕らが走っていった方を見ながら満面の笑みを浮かべたのだった。






































































　今でも夢に見ることがある。

　小学生の頃、放課後の学校で見た光景。

　夕陽の差しこむ教室で、その女の子は一人黒板に向かって黙々と何かを書いていた。

　何かの罰でやらされているわけでも、日直などの当番というわけでもなさそうな、一見目的のわからない行動。

　書いては消して、消しては書いて。

　それをその子はとても真剣な目で続けていて──僕の心には、そんな女の子の姿が妙に印象に残っていた。





『はーい。飼育委員は姫ひめ路じ瑞みず希きさんがいいと思いまーす』




　四年生になったばかりの学級会で名前を挙げられて、私は思わず身体が硬直してしまった。

『私も姫路瑞希さんがいいと思うなー』

『丁度良いよね、地味な係だし』

『〝地味好き〟さんにはピッタリだよねー』

　周りからそんなささやき声が聞こえてくる。あの呼び方をしているということは、三年生の時に一緒のクラスだった人たちだろう。

「姫路さん。どうですか？」

　進行役をやっている先生の言葉で、クラスの皆の視線が集まる。

「あ……あの、その……」

　断らなきゃ。そう思うのに、緊張してしまってうまく言葉が出てこない。

　そうやってもたもたしているうちに、集まっている視線はどんどん鋭くなっていく。

　私はもう頭が真っ白になってしまって、俯うつむくことしかできなくなっていた。

　断らなきゃ。

　別に委員会のお仕事が嫌なわけじゃない。ただ、私は身体が弱いから、入院したら長期間学校を休まなきゃいけない。そうなったら、沢山の人に迷惑がかかってしまう。それが凄く嫌だから……。

「わた、私……っ」

　一生懸命言葉を絞り出す。けれども、皆の視線は更に強くなっていて……私はそれ以上は何も言えなくなってしまった。

「──イヤなの？」

　そんな私を気き遣づかうような、優しい声。

　顔を上げると、隣の席の男の子が私に声をかけてくれたことがわかった。

「…………うん」

　なんとか頷うなずく私。

「そっか。イヤなら、ちゃんと言わなきゃね」

　それを見た男の子は、ニカッと明るい笑みを浮かべてそう言った。

「えっと、瑞希ちゃん、でいいんだよね？」

　黙って頷く私。

　すると、男の子は立ち上がって手を挙げ、私の代わりに先生に言ってくれた。

「先生、瑞希ちゃんはいやらしいです！」

　…………え？

　注目を浴びている中、男の子の言葉が教室中に響き渡る。

　あ、あの……ちょっと……。その発音の仕方だと、別の意味に聞こえちゃうような。

　戸惑う私をよそに、その男の子はもう一度ハッキリと告げた。

「瑞希ちゃんはヤらしいんです！」

　や、やっぱりその言い方だと違う意味になっちゃう！

「ま、待って待ってっ」

　尚も続けようとする男の子にしがみつく。そ、そんな台詞せりふを連呼しないでっ！

「？　どうしたの？」

　不思議そうに私を見るその男の子。私がなんで止めたのか、わからないみたい。うぅ……。せ、説明しないと……。

「わ、私、いやらしくないです……」

「え？　イヤじゃないの？」

「い、嫌です……」

「じゃあ、やっぱり」

「イヤですけど、イヤらしくはなくてっ」

「？？？」

　可愛らしい目をぱちくりと瞬またたかせる男の子。あぅ……。ど、どうしよう……。わかってくれない……。

『アキくん、その言い方じゃ「その子はＨです」って言ってるみたいじゃんかよー』

『かわいそー。アキくん、女の子苛いじめるなよー』

『またお姉ちゃんに怒られるぞー』

　その子のお友達から、からかうような、楽しんでいるような、そんな声が上がる。

　それを聞いて、その子はようやく私が言おうとしていたことを理解してくれた。

「あ、いや！　そうじゃないって！　ゴカイだよ！　瑞希ちゃんはいやらしいけどいやらしくはなくて！」

『どっちだよっ』

「と、とにかく飼育委員はいやらしいってこと！」

『アキくん、その言い方もダメだってばー』

　クラス中の視線が集まる中心で行われる、そんなやり取り。

　あぅぅ……。も、もう耐えられないかも……。

「あ、あの、私、飼育委員やります……」

　注目されることに慣れていない私は、その視線に耐え切れず自分から飼育委員を引き受けてしまった。うぅ……。入院する時のこと、後で先生に相談しなきゃ……。

　黒板の〝飼育委員・女子〟という項目に私の名前が記入される。

「それでは、男子の飼育委員はどうでしょう。誰かいませんか？」

　クラスの中を見回しながら言う先生。残る空白は男子の飼育委員の箇所だ。

　誰になるんだろう……？

　その空白に書かれる名前が気になる。その人は私と一緒に委員をやることになるから、きっと迷惑をかけてしまう。いや。その前に、私なんかと一緒に委員をやりたくないと思って、誰も立候補してくれないかもしれない。推薦になったりしたら、その人は委員のお仕事を嫌々やらされる上に、私に迷惑をかけられて……。

　考えているだけでどんどん気が滅め入いってくる。

　そんな私の隣で、

「あ、あの！　僕も飼育委員、やりますっ！」

　さっきの男の子が元気よく手を挙げた。

『アキくんが飼育委員!?　ホントに!?』

『アキくん、動物の世話なんてできるのかよー』

「いいのっ！　僕もやるのっ！」

　と、言い切って、

「瑞希ちゃん。これから宜しくね」

　私の方を見てにっこりと笑う男の子。

「は、はい。宜しくお願いします……」

　それが、私と吉よし井いくんの出会いだった。




　　　　　☆




「へぇ～。ウサギ小屋の中ってこうなってたんだ」

　初めての飼育当番の日。

　飼育委員になった私と吉井くんは、校舎脇にあるウサギたちの家にお邪魔していた。

「あ。今年は新しく小っちゃい子が入ったんだね」

　吉井くんが三羽いるウサギのうちの一番小さな一羽を抱き上げる。

　ウサギは驚いたのか、最初はジタバタと手足を動かしたけど、

「よしよし。いいこいいこ」

　撫なでられているうちに落ち着いたようで、すぐに吉井くんの腕の中でおとなしくなった。

「瑞希ちゃんも抱いてみない？」

「えっ？」

　吉井くんが差し出してきた子ウサギを前にたじろいでしまう私。

「あ。もしかして、動物が苦手だったりする？」

「え、えっと、その……」

　ちょっと言葉に詰まってしまう。

　実のところ、少しだけ苦手だったりする。前にペットの展覧会に連れて行って貰ったとき、触っても良いと言われたので恐る恐る犬の頭を撫でようとしたら、低い声で「ウゥゥ……！」と唸うなられてしまったからだ。

『瑞希が犬を怖がると、犬も瑞希を怖がって吠えてしまうんだよ』

　その様子を見ていたお父さんがそんなことを言っていた。『好きになって貰うなら、自分が相手を好きになるのが一番だよ』とも。

「──瑞希ちゃん？」

「あ。な、なんでもないです」

「そう？」

「それより、そろそろお掃除を始めないと」

　前に触ろうとした犬のことが頭をよぎってしまい、私はウサギから目を背そむけた。

「そうだね。じゃ、皆はこっちで良い子にしててね」

　吉井くんがウサギたちを掃除の邪魔にならない場所に移してから、寝床となっている草を取り替える。その間に私は箒ほうきを用意して、足元の掃き掃除を済ませた。

「僕はお水を替えてくるから、瑞希ちゃんはご飯をお願いね」

「え？　は、はい……」

　吉井くんがウサギたちのお水が入っている器を持って小屋から出て行く。食べさせている時に手を嚙かまれたりしないか怖いから、できれば私がお水を替える方をやりたかったんだけど……。

　なんて、怖がっていても仕方がない。今後も飼育委員を続けていくんだから早く慣れないと。

　牧草と野菜を大きなトレイに入れて、ウサギたちの前に置く。

「ど、どうぞ……」

　おっかなびっくりトレイを押し出すと、ウサギたちはふんふんと匂いをかいでから、

「んぅ、んぅ♪」

　と、小さく鼻歌のような声をあげて食べ始めた。

　あ……。可愛い、かも……。

　小さな口いっぱいに草を含んで、一生懸命もくもくと食べている。よほど美お味いしいのか、ご機嫌そうに耳や尻尾を小さく動かしながら。特に一番小さな子は食べるのがまだちょっと下手で、周りに零こぼしては顔を上げて首を傾げていて、その仕草がとぼけているみたいでとても愛らしかった。

「あの……、いっぱい溢しちゃってますけど……」

　とは言え、あまりにたくさん溢しているのが気になったので一応話しかけてみる。

　けれども、ウサギは全然気付くことなくトレイの中ばかりを見ていた。

「じゃ、じゃあ、ちょっとだけ失礼します……」

　小声で断りを入れてから、小さな子が溢してしまった野菜を拾って、こっそり器の中に戻してあげる。

　すると、その子はよほど食べるのに夢中だったみたいで、私が手に持っている野菜をそのまま食べ始めた。

「わ……わ……っ」

　思わぬ相手の行動に、身体が硬直してしまう。

　けれども、子ウサギはそんな私に構わず野菜を食べて、味が残っていると思ったのか私の手まで舐なめ始はじめた。

「ひゃっ」

　温かくて、少しくすぐったい。

　子ウサギは声をあげた私を不思議そうに首を傾げて見つめてから、トレイに顔を向けて食事を再開した。

　再びご機嫌に耳と尻尾をふりふりする子ウサギ。その様子は怖いどころかとても愛あい嬌きようがあって、私の心には恐怖とは別の感情が芽生え始めていた。

　ちょっとだけ、触ってみようかな……？

　ご飯に集中している今なら、背中に触っても大丈夫かもしれない。私はそう考えて子ウサギの背中に手を伸ばした。

　食事に夢中で嫌がるそぶりもみせない子ウサギに私の手が触れる。

　伝わってくるのは、ふわふわと柔らかい感触と小さな鼓動。

「わぁ……」

　初めて触るウサギは想像以上に心地良くて、私は夢中になってその背中を撫でていた。

「ね？　可愛いでしょ？」

「きゃっ！」

　突然後ろから声をかけられて跳び上がりそうになってしまう。

「あ、ごめん。驚かせちゃった？」

　戻ってきた吉井くんが申し訳なさそうに私を見ている。

　驚いたのは私だけではなかったみたいで──抗議なのか、それとも単にパニックになったのか、ウサギたちは吉井くんの足元を跳ね回り、

「わ、わわっ！」

　吉井くんはそれを避けようとしてバランスを崩し、持っていた水を頭から被っていた。

「あぅ……。もう一回汲くんでくる……」

　水を入れる器を持って、もう一度小屋の外に出て行く吉井くん。

　その後ろ姿を「参ったか！」とでも言わんばかりの態度で見送っているウサギたちがおかしくて、私は思わず笑ってしまった。




　　　　　☆




　新しいクラスになって三週間が過ぎた。

　この頃になると皆もクラスに慣れてきて、色々なグループが出来てくる。運動が大好きな男の子たちのグループとか、大人しい女の子たちのグループとか。

　休み時間の教室で、ちょっと大人っぽい話をする女の子たちがこんな話をしているのが聞こえてきた。

『明あき久ひさくんって、ちょっとイイよね』

『そうだね。カワイイし、運動神経良いし』

『それに、他の男子と違って優しいもんねー』

『そうそう！』

　きゃあきゃあと楽しげな声をあげているのは、クラスでも目立つ女子──神かん田ださんたちのグループだ。話題にのぼっている明久くんっていうのは、きっと私と一緒に飼育委員になってくれた吉井明久くんのことだろう。

　言われている通り、吉井くんはとても魅力的だった。からかわれると小動物みたいに可愛く反応して、元気でハキハキしていて、意地悪や悪戯いたずらばかりする他の男子と違って優しくて。そして何より、いつも明るく楽しそうで──引っ込み思案な私には、それがとても眩まぶしく見えた。

『ちょっとアタックしてみちゃおうかなー』

『えー？　ホントにー？』

『抜け駆けズルーい！』

　アタック……つまり、恋人になりたいってことかな。

　いいなぁ……。私も両想いになりたいなんて贅沢は言わないけど、吉井くんともうちょっと仲良くなりたい……。下の名前で呼んだり、とか。

　でも、

「……私なんかじゃ、ダメだよね……」

　思わず溜息が出てしまう。

　私は、どうひいき目に見ても可愛くなんかない。その上暗いし、太っているし、身体は弱いし、運動神経もサッパリだし……。

　自分のことを考えているとまた溜息が出てきてしまった。

　……はぁ……。

「吉井くんって、どういう子が好きなのかな……？」

「ん？　僕がどうかした？」

「ひぁあああああっ!?」

　いつの間にか近くに来ていた吉井くんが私の独り言を聞いていた。ど、どうしよう!?　今の全部聞かれちゃった!?

『あっ。明久くんだー』

『明久くん、お手』

「うん？　はい」

『あはは。ホントにやっちゃってるー』

『うちで飼ってるジローみたい！』

「？？？」

　吉井くんはからかわれているのがよくわかっていないらしく、お手のポーズのままきょとんとしていた。

『明久くん。こっちで一緒にお話ししようよー』

　さっきアタックすると言っていた神田さんが吉井くんを手招きする。

　神田さんのそんな誘いに対して、吉井くんはこう答えた。

「ごめんね。僕、瑞希ちゃんに用事があるからまた後でねー」

「え？」

　驚きのあまり思わず声が出てしまう。私に用事？　なんだろう？

『…………』

　神田さんたちの視線が私に刺さる。私に邪魔をされたと思っているのかもしれない。別に私にそんなつもりはないのに……。

「あ、あの……、私に用事って」

「うん。えっと、この前は悪いことをしちゃったなぁって思って」

「この前？」

　他の男子ならともかく、吉井くんに何かされた覚えはないけど……。

「飼育委員。僕のせいでやるハメになっちゃったから。瑞希ちゃんはイヤだって言っていたのに。ホントにごめんね」

「あ……」

　そこまで言われて、私はようやく思い当たった。

　そんなこと、別に気にすることないのに。その時のことなら、私としては「いやらしい」って発言が困っちゃったくらいで。

「だから、コレ。随分遅くなっちゃったけど、お詫びのプレゼント」

　吉井くんが何かの包みを私に差し出す。

「お詫びって、そんな」

「そんなこと言わずに受け取ってよ」

　私が断ろうとすると、吉井くんは困ったような顔をした。

「じゃ、じゃあ……」

「うんっ」

　そして、私が手を伸ばすと──今度は吉井くんは嬉しそうににっこりと笑った。その笑顔があまりに幸せそうで、私は思わず見み惚とれてしまった。

「え、えっと、開けてみていい？」

「うん。開けてみて」

　破らないように気をつけて包装を開ける。

「わぁ……」

　その中には、色々な形をしたクッキーが入っていた。

「一応味見はしたんだけど、美味しくなかったらごめんね」

　吉井くんの言葉に一瞬耳を疑う。

　え……？　味見……ということは、

「これって吉井くんの手作り!?」

「お姉ちゃんにも食べてもらったから大丈夫だと思うけど……」

　ちょっと自信なさそうに言う吉井くん。お料理ができるなんて凄い！　私なんて何も作れないのに。

　吉井くんを見習ってお料理でも始めてみようかな、なんて思っているところに、近くで聞いていた神田さんの声が聞こえてきた。

『いいなー。明久くん、私にもクッキーちょーだい♪』

「うーん、ごめん。瑞希ちゃんの分しか作ってないんだ」

『ふーん……』

　神田さんが冷たい目で私を見る。あ……。怒ってるみたい……。

『クッキーなんて食べたら、ますます太っちゃうのにねー』

『ねー』

『あーあ、私も飼育委員やれば良かったかなー』

　神田さんとその友達が口々に言う。

　確かに太っちゃう……けど……。

「……あのさ。そういう言い方は──」




　キーンコーンカーンコーン




　吉井くんの言葉を遮さえぎって、休み時間終了のチャイムが鳴り響く。

『あ。次体育だね』

『着替えに行かなきゃ』

　神田さんたちを含むクラスの皆が教室から出て行く。私も行かなきゃ。

「ありがとう、吉井くん。あの、大切に食べますっ」

「あ、ううん。飼育委員のこと、本当にごめんね」

　吉井くんにお礼を言って、私も更衣室へと向かった。




　　　　　☆




『今日の体育はドッジボールをやります。男女四人ずつで四つのグループに分かれて下さい』

　先生がドッジボールと言うと、男子が嬉しそうに歓声をあげた。男の子はドッジボールが好きな人が多いみたい。私は苦手だけど……。

　チームを決める為に、ひとまずそれぞれの班に分かれる。すると、他のグループにお休みの人がいる関係で私の班は人数が余ってしまった。

「誰かが抜けないとダメだよねー」

「そうだよねー」

　神田さんたちが囁ささやき合あう。その視線が私に向いているのは……さっきの休み時間に怒らせてしまったからかもしれない。

「あの……じゃあ、私が他の班に入れてもらいます」

　私が手を挙げてそう言うと、神田さんたちは満足そうに頷いた。

「そう？　じゃあ、悪いけどお願いね」

「よろしくー」

「はい」

　神田さんたちと同じチームにいるのも気まずかったので丁度良かったかもしれない。なんてことを考えていると、




『こっちのチーム人数足りないから誰か来てー！』




　そんな吉井くんの声が聞こえてきた。人数の足りない班って吉井くんのところだったんだ。今日は色々と縁があるみたいで、ちょっと嬉しいかも……。

　小走りに近付いて、吉井くんに声をかける。

「吉井くん。私が余ったので、入れて貰っていいですか？」

「ん？　あ。瑞希ちゃん」

　と、吉井くんのチームに入れて貰おうとした時、

「待って、地味好──姫路さん。やっぱり私が抜けるから」

　いつの間にか後ろに来ていた神田さんがそんなことを言い出した。

「え？　でも、私が……」

「いいの。私が抜けて、明久くんのチームに入るから」

　神田さんは吉井くんと同じグループになりたいみたい。でも、私も吉井くんと同じグループがいいな……。

「？？？　瑞希ちゃんじゃなくて、麗れい華かちゃんが入るの？」

　どっちがチームに入るのかわからないようで、吉井くんが私と神田さんを交互に見て困った顔をしている。

「えっと、」

「そう！　私！　私が入る！」

　神田さんが強引に私を押しのけて吉井くんの前に立った。

「でも、最初は瑞希ちゃんって」

「いいのっ。私が入るから！　それに──」

　神田さんが私を見ながら告げる。

「──姫路さんより、私の方がずっと役に立つよ？」

　そう言われて、私は何も言えなくなってしまった。

　確かに神田さんの言う通りだ。神田さんは運動神経抜群だし、明るいし、それに……太っている私と違って、凄く綺麗だし……。

　私がいたら勝てないし仕方がないよね、と自分に言い聞かせる。

「じゃあ、私は元のグループに──」

　戻ります、と私が言い切るより前に、吉井くんが神田さんに言った。

「そういう言い方、僕は嫌いだよ」

「え……？」

　一瞬、神田さんが呆ほうけた顔をするけど、吉井くんは構わずに言葉を続ける。

「瑞希ちゃん。一緒にやろ？　悪いけど、麗華ちゃんは元のグループでお願い」

　そして私の手を取る吉井くん。

　これってつまり……吉井くんが私を選んでくれた、ってこと……？

　信じられない事態に頭が混乱してしまう。

　対して、神田さんは私より状況を理解するのが早かったようで、

「な、なんで……！」

　と、眉を吊り上げてから悔しそうに唇を嚙んで、

「……調子に乗らないでよね。アンタなんて明久くんに同情されてるだけなんだから──地味好き」

　キッと私を一ひと睨にらみして元の場所へと戻っていった。

　神田さんの一言で、嬉しい気持ちから一転して暗い気持ちに戻される。

　もう慣れたつもりだったけど……あの呼び方、できれば吉井くんの前ではして欲しくなかったな……。

　吉井くんはどんな反応をしているのか気になって、恐る恐るその顔を覗き込んでみる。

「……気に入らないな……」

「……え……？」

　すると、一瞬吉井くんがいつもとは違う顔をした気がして、私は何度も瞬きをしてしまった。

「吉井くん……？」

「ん？　何？」

　呼びかけてみたら、吉井君はいつもの調子で返事をしてくれた。さっきのは気のせいだったのかな……？

「えっと、宜しくお願いします」

「うん。こっちこそ」

　私が頭を下げると、吉井くんも同じように返してくれる。

「頑張ろうね、瑞希ちゃん」

　不思議なことに、その様子はとても楽しげだった。変なの。運動神経の良い神田さんの代わりに何も出来ない私が入ってきたら、普通の人は嫌そうな顔をするのに……。

　と、ここで私は一つのことに気が付いた。

　もしかしたら、吉井くんは私の運動神経の鈍さを知らないんじゃ……？

「…………っ」

　そう考えた瞬間、さっと全身から血の気が引いた。

　そ、そうだ。きっとそうだ！　だって、吉井くんとは今まで一度も同じクラスになったことがないんだから！　私がどれだけ運動音痴なのかなんて、知らないに決まってる！

「ぁ、わわ……」

　ど、どうしよう!?　今更誰かと替わってもらうなんてできないし、このままじゃ私のせいでチームが負けて、吉井くんに嫌な思いをさせることに……！

　……せ、せめて先に謝っておかないと！

「あああの、吉井くんっ」

「ところで、瑞希ちゃん」

「実は私っ、運動神経がすごく鈍にぶくて──」

「さっきの、麗華ちゃんなんだけどさ」

「きっといっぱい迷惑を──」

「僕らでやっつけちゃわない？」

「………………はい？」

　予期せぬ言葉に、私は間の抜けた声を返してしまった。麗華ちゃんって……神田さんのこと、だよね……？

「あの、やっつけちゃうって……」

「あ。勿論喧けん嘩かじゃないよ？　ドッジボールだからね？」

「それはわかりますけどっ」

　思わず声が荒くなってしまう。

　だって、相手はあの神田さんだよ!?　男子相手でも負けないくらい運動神経抜群なのに、やっつけるなんてどうやって!?

　なんてパニックになっている私に、

「僕がパスを出すから、思いっきりぶつけちゃえ」

　吉井くんはにかっと笑顔を浮かべてそう言った。

　その笑顔を見たら「できない」なんて言えなくなってしまう。

　でも、言わないと……。

「吉井くん。私は……」

　私はボールをもらっても、そんなに強い球は投げられないから……。




『そろそろ始めますよー。ＡグループとＢグループはコートに入るように』




　先生の声が聞こえる。吉井くんたちは確かＢグループだから、最初にゲームをするチームだ。

「じゃ、決まりっ。ずっと僕の方を見ていてねっ」

「あっ」

　自信のない私を気にすることもなく、吉井くんはコートに入ってしまった。どうしよう……。私は運動音痴だって言えなかった……

『じゃあ、ジャンケンでボールとコートを選んで』

　そんな先生の言葉でゲームが始まる。

　こ、こうなったら、せめて言われた通りにしていないと……！

「吉井くんの方を見る。吉井くんの方を見る。吉井くんの方を……」

　口の中で何度も呟いて、しっかりと吉井くんの方を見る。

　最初、私は言われた通りにしなきゃと思って一生懸命吉井くんを見ていて──

「……すごい……」

　そして、途中からは見とれてしまった。

　足下に投げられた取りにくいボールでも簡単にキャッチして、鋭い球を投げて相手に当てる。かと思うと、今度は味方に取り易いパスを出してチャンスを作ったりしている。見たくなくても目に入ってしまうほど、吉井くんはコートの中で目立った活躍をしていた。

「はい、瑞希ちゃん」

「──えっ？」

　突然名前を呼ばれて我に返る。すると、ゆっくりと投げられたパスが私に向かって飛んできているのが目に入った。あ……！　これって、さっき吉井くんが言っていた私へのパスじゃ……！　と、取らないと！

「わ、わっ」

　慌あわててしまい、うまく受け取れずに溢してしまう私。

　ボールはてんてんと弾はずんで、相手のコートへと入ってしまった。

『クスクスクス……』

　相手側にいる神田さんたちから笑い声が洩もれる。私のせいでボールが相手にいっちゃった……。

「ご、ごめんなさい」

　吉井くんに頭を下げる私。何をやってるんだろう……。パスをくれるって、事前に言われていたのに……。

　でも、吉井くんは私のミスを気にした風もなく、

「大丈夫だよ。すぐに取り返すから」

　笑顔でそう言って、ボールを持つ相手の前に走っていった。

『くらえっ！』

　近距離で吉井くん目がけてボールが投げられる。私なら、あんな距離であんな速い球を投げられたら絶対にアウトになってしまう。

「にひひ。残念でした」

　そんなボールを、吉井くんはいとも簡単にキャッチした。

　そうすると、今度は相手が近くにいて、ボールがこっちにあるというチャンスになる。

「よし、お返しっ！」

『わ、わわっ！　やばいっ！』

　ボールを投げようと振りかぶる吉井くんの前から、相手チームの皆が蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　その時、

「はい。瑞希ちゃん、お願い」

　吉井くんがボールを投げつけると見せかけて、私に取り易いパスを出してくれた。

「わ……っ」

　それをなんとか受け止める私。

　すると、もう私にパスは来ないと思っていたのか、目の前には無防備に立っている神田さんがいて──

「やっちゃえ瑞希ちゃん！」

　吉井くんの声が聞こえる。

「は、はいっ」

　驚きで目を剝むいている神田さんと、無我夢中でボールを投げる私。

　そのボールはひょろひょろと飛んで、神田さんの脚に当たって地面に落ちた。

「「あ……」」

　偶然にも私と神田さんの声が重なる。

　当てられた……？　私が、神田さんに……？

『オッケー！　もーらいっ！』

　神田さんに当たってこっちのコートに戻ってきたボールをチームメイトが拾う。

『アキくん、任せた！』

「りょーかいっ！」

　チームメイトからパスをもらうと、吉井くんは瞬く間に残った人たちにボールをぶつけていった。

『Ｂチームの勝ち！』

　相手の最後の一人にボールが当たり、先生がゲーム終了を宣言する。

　チームの皆が嬉しそうに歓声を上げる中、吉井くんは私のところに来てこう言った。

「ほらほら瑞希ちゃん、手出してっ」

「え？　え？　こう？」

　私が戸惑いながら手を差し出すと、

「やったねっ！」

　と言って、吉井くんはパシンと手を叩いてくれた。

「あ……」

　仄ほのかに温かくなる手のひら。

『なんだよアキくん、女子に助けて貰うなんて汚ねーぞー』

「へへーん！　勝ちは勝ちだよーっだ！」

　相手チームにいた友達に言われて、そっちに駆け寄っていく吉井くん。

　残された私はと言うと、さっき吉井くんと触れ合った手を握り締めながらポーッとしてしまっていた。




　　　　　☆




「あのね、今日は凄いことがあったの！」

　帰りのＨホームＲルームが終わってすぐ。

　私は鞄に帰りの荷物を詰め込む時間も惜しんで、身一つでウサギ小屋へと来ていた。

「私、ドッジボールで神田さんにボールを当てたんだよ！」

　私の話し相手は、ここに住んでいる三羽のウサギたち。ウサギたちは私を見て「ご飯なの？」という顔をしていたけど、興奮している私はそれに気付かず一番小さな子ウサギを抱きかかえた。

「しかもね、吉井くんと一緒のチームで協力プレイだったの！」

　お昼前の出来事なのに、放課後になった今でも興奮が冷めない。

　いつもはすぐに当てられて、遠くに行ったボールを拾うくらいしかできない私だから、今日の出来事はものすごい大事件だった。

「ん～～っ。今日から日記つけようかなっ」

　喜びのあまり、抱きかかえた子ウサギに頰ずりまでしてしまう。

　子ウサギは最初私の行動を不思議がっていたみたいだけど、それが愛情表現だと伝わったのか、少ししたら私の頰ほおを舐めて応えてくれた。

　最近になって、前にお父さんが言っていた『好きになって貰うなら、自分が相手を好きになるのが一番だよ』という言葉が理解できるようになってきた。私が好きになればなるほどウサギたちも私に懐なついてくれて、こうして行動で応えてくれる。それが嬉しくて、私は当番の時間以外にもここに来るようになっていた。

「あのね。吉井くんって、すっごいドッジボールが上手じようずで──」

　なんて話を続けようとしていたら、ウサギたちの視線が私の後ろに向く。

　私も皆に倣ならって目を向ける。すると、向こうから件くだんの吉井くんがやってくる姿が見えて──なぜか少し鼓動が速くなった気がした。

「じゃ、じゃあ、この話はここでおしまい。ご飯にしよっ」

　ご飯という言葉は理解できるみたいで、嬉しそうに私の足元で跳ね回るウサギたち。

　吉井くんは小屋の前に来ると、動き回るウサギたちにぶつからないように注意しながら扉を開けて中に入ってきた。

「瑞希ちゃん、来るの早いね」

「う、うん。その……この子たちに早く会いたくて」

　噓うそはついていない。私は本当にこの子たちに早く会いたかったのだから。さっきあった良い事の報告については秘密だけど。

「そっか。可愛いもんね、ウサギ」

「うん」

　吉井くんと意見が合ってちょっと嬉しくなってしまう。

「あれ？　この子がオスだっけ？」

「違うよ。そっちはお母さんウサギ。こっちのお尻がおっきいのがお父さん」

　三羽いるウサギのうち、一羽は四歳のお父さんで、もう一羽は三歳のお母さん。最後の一羽はまだ一歳にもなっていない女の子で、私の一番のお気に入り。

「えっと、じゃあこの子が」

「一番年下の女の子だよ」

　三羽とも見た目は似ているけどそれぞれ特徴があって、仕草だけで誰が誰だかわかるのが私の密かな自慢だった。

「この子、僕らのことが気になるのかな？　さっきから首を傾げてばかりいるけど」

「それがその子のクセなの。可愛いでしょ」

「そっか。クセなんだ。確かに可愛──あれ？」

「？　吉井くん、どうかした？」

「瑞希ちゃん、髪に草がついてる」

「え？」

　吉井くんが私を見て言う。髪に草？　さっきあの子を抱きかかえた時についちゃったのかな？

「えっと……取れた？」

「あはは。反対側だよ。僕が取ってあげる」

　そう言って私に近付いて顔に手を伸ばしてくる吉井くん。

　吉井くんの手が近付いて、私に触れる。さっき、ドッジボールが終わった時に触れ合ったあの手が。

　なんて思った瞬間、私の全身は硬直して顔も熱くなってしまった。

「はい、取れたよ瑞希ちゃん。……瑞希ちゃん？」

「ふぁいっ!?」

　思わず変な声が出る。な、なんだろう!?　なんでこんなに顔が熱いんだろう!?

「どうしたの？　具合でも悪いの？」

「い、いや、別になんでも……っ！」

「？？？　変な瑞希ちゃん」

　吉井くんが真っ赤になった私を見て首を傾げる。

　その足元で、一歳の女の子ウサギが同じように首を傾げているのが印象的だった。




　　　　　☆




「おはよー」

　朝の挨あい拶さつをしながら吉井くんが教室に入ってくる。

『おーっす、アキくん』

『っはよー。今日はいつもより遅いねー』

「うん。ちょっとお姉ちゃんがね……」

　友達と話をしながら自分の席に鞄かばんを置く吉井くんを、私はこっそりと目で追っていた。

『何？　また何か怒られるようなことでもしたの？』

「いや。そうじゃない……と思うんだけど」

　この前席替えがあって、私は吉井くんの席からだいぶ遠い席になってしまった。近くの席だったら私も挨拶ができたのに……。

　こういう時、引っ込み思案な自分の性格がイヤになる。どうして勇気が出せないんだろうって。私なんて、可愛くもなければ運動神経も悪いんだから、せめて明るくしてないと何の取り柄もないのに……。

『おはよー、明久くん。なになに？　何かあったの？』

「あ、麗華ちゃん。おはよー」

　そんな私とは正反対の、綺麗で明るくて運動神経も良い女の子──神田さんが吉井くんと挨拶をしているのが目に入る。

「別に大したことじゃないんだけど、」

『うんうん──ってあははっ！　明久くん、なにそれー？』

「え？　なになに？」

『アタマ！　後ろ頭！』

「へ？」

　言われて咄とつ嗟さに後ろを向く吉井くん。その後頭部には、女の子がつけるような可愛らしいリボンや髪飾りがついていた。

『あはははっ！　アキくん、なんだよそれー！』

『イタズラされてんじゃんアキくん！』

『明久くん、かわいーっ♪』

「あ……！　さてはお姉ちゃんのシワザだなっ！」

　吉井くんが後頭部に手を伸ばして髪飾りをむしり取る。クラスの皆はその姿を見て楽しそうに笑っていた。

『あーおかしい』

『ホント、アキくんは面白いなー』

「僕はちっとも面白くないよっ」

『あははっ。そうだよね』

『ごめんごめん』

『でもアキくん。なんでお姉さんにそんなことされたの？』

「それがさ。なんかよくわかんないけど、お姉ちゃんがすごくご機嫌ナナメなんだよ」

『そんなこと言って、どうせまたアキくんが何かやったんでしょ』

『キッカケとか思い当たらないの？』

「うーん……。『この前作ったクッキーをどうしたの？』って聞かれたから『クラスの子にあげたよ』って言ったら、それからなんだか機嫌が悪くて……」

『お姉ちゃん、アキくんの作ったクッキー食べたかったんじゃないの？』

「でも、お姉ちゃんあんまり甘い物食べないのになぁ……」

『そういう問題じゃないだろー。お姉ちゃんかわいそー』

「かわいそうなのは僕の方だよっ。今朝なんて朝ご飯の代わりに塩水が置いてあったんだから！」

『朝ご飯が塩水？　あははっ！　それ凄いね！』

「笑い事じゃないよっ！　あんなので生きていける人なんているワケないのにっ！」

『『『あははははっ！』』』

　一ひと際きわ大きな笑い声があがる。

　吉井くんの周りはいつもそうだ。皆が楽しそうで、吉井くんもいつも元気に明るく笑っている。

　いいなぁ……。私が持っていないものをいっぱい持っていて……。

『ふぅーん？　明久くんが酷い目に遭ったのって、誰かさんにクッキーを作ってあげたせいなんだぁー』

　笑い声が響く中、神田さんは私の方をちらっと見てそんなことを呟いていた。




　　　　　☆




　私の前で、はむはむとウサギの皆が草を食はんでいる。

　放課後の飼育当番のひととき。私は一人でウサギたちと一緒の時間を過ごしていた。

　溢しているご飯をトレイに戻してあげようとすると、女の子ウサギが嬉しそうに私の手を舐めるので、思わず顔が綻ほころんでしまう。

「いいコ、いいコ」

　トレイへと顔を戻して草を美味しそうに食べているその背中を撫でてあげる。すると、女の子ウサギは少し首を傾げつつ、とても小さな鳴き声をあげた。ウサギが怒ったり喜んだりすると鳴き声をあげるというのは、飼育委員になって初めて知ったことだ。

　最初は辞退しようと思った飼育委員だけど、今ではすっかり気に入っている。それどころか、週に一度の当番が待ち遠しくて仕方がないくらいだ。ウサギは可愛いし、それに……吉井くんが一緒の当番だから。

　でも、

「吉井くん、今日の当番のこと忘れちゃったのかな……？」

　子ウサギの背中を撫でながら呟つぶやく。今日の当番は他の学年が林間学校に行っている関係でいつもとは曜日が変わっている。そのせいで、吉井くんは当番を忘れてしまっているのかもしれない。

「ちょっと残念だね……」

　呟きつつ、今度は耳の後ろを搔かいてあげる。

　ウサギは私を慰なぐさめてくれているのか、また小さな声で鳴いていた。

　ひとしきり可愛がってから、掃除道具をしまってウサギ小屋に鍵をかける。

「バイバイ。また来るね」

　最後に挨拶をして、私は鞄を取りに教室へと足を向けた。




『……ちゃんは小島君がいいの？』

『ええー。アイツ、すっごい意地悪してくるじゃんー』

『私も苦手ー』




　教室の前に来ると、中からは話し声が聞こえてきた。放課後になってもお喋りをして残っている人たちがいるのかもしれない。

　扉に手をかけ、教室の中に静かに入る。

　中では予想通りお喋りをしているクラスメイト──神田さんたちのグループ四人が机や椅子に座っていた。

「麗華ちゃんはやっぱり？」

「そ。明久くん」

「あー、わかるかもー」

「格好良いよねー、体育の時とか」

「ねー」

　気になる名前が挙がって、一瞬視線がそっちに向く。

　その時、こちらを見た神田さんと目が合ってしまった。

「…………」

　神田さんは目を細めたかと思うと、小さく口の端に笑みを浮かべて言い出した。

「ねぇ、地味好きさんは誰が好きなのか、教えてくれない？」

「は、はい？」

　予想外の質問に面食らう私。

「いるんでしょ？　好きな人」

「いえ。私は、その、別に……」

　好きな人とか、よくわからないし……。それに、そういう話はあまり人に言うことじゃないと思うから……。

「いいから教えてよー」

「私たちのも聞いたでしょ？」

「そうだよ。聞くだけ聞いておいてヒキョーだよ」

「そ、そんなこと言われても……」

　ほとんど聞いていないし、そもそも聞きたかったワケでもないし……。

　などと口ごもる私に対し、神田さんが言う。

「ま、いーよ。いないならいないで」

「え……？」

　意表を突かれて聞き返してしまった。てっきり、もっと詮せん索さくされるものだと思っていたのに。

「私は明久くんって言うと思ってたんだけどね。違うみたいで良かったぁー」

「えー？　別にいいじゃん。地味好きさん相手なら麗華ちゃんの圧勝だし」

「だよねー。麗華ちゃん、細くて可愛いもん」

　その言葉がグサリと刺さる。

　私自身も思っていたことだけど、こうして面と向かって言われるとやっぱり哀しい。私は太っていて、全然可愛くなくて……。

　落ち込む私の前で、神田さんたちは会話を続ける。

「そうじゃないよ。ほら、男子って子供じゃない。こういう話をすると──」

「あ、そっか。その子が仲間ハズレにされたりするよね」

「明久くんが男子の中でからかわれたりするの、可哀想だよね」

「その相手が地味好きさんだったら特に、ねぇ？」

　あ……。

　神田さんたちの言葉で思い出す。

　確かに、男子の間では女子と話をしただけでからかわれる人がいたりする。話をするだけでそれなら、好かれていたらもっと……。

「でも、地味好きさんってホントは明久くんのことが好きなんじゃないのー？」

「言うなら早く言った方がいいよー？」

　もう一度私の気持ちを聞かれる。

　吉井くんに迷惑をかけたくないという気持ちと、秘密にしておきたいという恥じらいの心。そして……少しだけある、私の中の意地。

　それらがないまぜになって、気が付けば私は大きな声でこう叫んでいた。




「私は──別に吉井くんのことなんて、好きでもなんでもないです！」




　私はこの時、どうしてこんなことを言ってしまったのだろう。

　せめてあと少し時間がずれていたら、あと少し声が小さかったら、と思う。

　そうしたら──




「あ……。えっと、僕が聞いたらまずい話だったかな……？」




　そうしたら、吉井くんに聞かれてしまうことはなかったのに。

「あ、明久くん？　どうして？」

「か、帰ってなかったっけ？」

「飼育委員の当番を思い出したから、慌てて来たんだけど……もう終わっちゃったみたいだね。ごめんね、瑞希ちゃん」

　吉井くんが私に向かって頭を下げる。

　けど、私はもう気が動転してしまって、

「…………っ！」

　机に置いてあった自分の鞄を引っ摑むと、脇目もふらず教室から逃げ出していた。




『あ！　瑞希ちゃん!?』

『いーよ、明久くん。地味好きさんなんて放っておこうよ』

『そうだよ。地味好きさん、別に明久くんのことが好きでもなんでもないみたいだし』

『それより明久くん。良かったら、私とちょっとお話ししない？』

『…………』

『？？？　どうしたの、明久くん？』

『……そうだね。丁度、僕からも麗華ちゃんたちに話があったんだ』




　　　　　☆




　それからしばらくの間、私は地に足のつかない日々を送っていた。

　そのせいで、その変化に気が付かなかった。いつの間にか、私の呼ばれ方は『地味好き』ではなくなっていたということに。

「ユキちゃん、どうかしたの？」

　今では『瑞希ちゃん』って呼んでいた友達まで『ユキちゃん』と呼ぶようになっている。『ミズキちゃん』→『ズキちゃん』→『ユキちゃん』と変化していったのかな、なんて私は思った。

「神田さんたちが急にそうやって呼び始めたんだよねー」

　今更ながらあだ名について尋たずねると、そんな答えが返ってきた。

　神田さんたち、と聞くとどうしても色々と考えてしまう。ユキちゃんって、私が太っていて雪だるまみたいに見えるからそう呼んでいるのかな、とか……。

「最近、ユキちゃんずっと元気ないよね。何かあったの？」

「ううん、別に何でもないよ」

　友達に心配をかけてしまっているようなので、笑顔を作って答える。何でもないわけがないのに。

「じゃ、私飼育当番だから」

「あ、うん。またね、ユキちゃん」

　帰宅する友達と別れ、私はウサギ小屋へと向かった。

　錆さびた鉄製の扉を押し開けて中に入ると、ウサギたちがひょっこりと顔を出し、私の顔を確認して駆け寄ってきた。

「こんにちは。元気だった？」

　私の周りを飛び跳ねるウサギに話しかける。ウサギたちは嬉しそうに小さな声で「んぅ、んぅ」と鳴いた。

「今、お掃除してご飯をあげるからね」

　跳ね回るウサギたちを一羽ずつ抱き上げて仕切りの向こうに下ろす。空になった小屋の中を綺麗に掃いて、水と寝床を取り替えてからウサギたちを戻し、最後にお待ちかねのご飯をあげる。ウサギたちは大喜びでその草を口にした。

　いつもなら、私はその背中を撫でるんだけど……今日は考えごとに没頭してしまっていた。




『私は──別に吉井くんのことなんて、好きでもなんでもないです！』




　同じ台詞が頭の中で反はん芻すうされる。

　もうどれくらい後悔しただろう。どれくらい落ち込んだだろう。

　折角優しくしてくれた吉井くんにあんなことを言ってしまって、しかもそれを聞かれちゃうなんて……。

　絶対に嫌われた。

　吉井くんは優しいから、表面上は今までと変わらない態度で接してくれている。けど、きっと内心では私のことを嫌っているはず。だって、私みたいな子に『好きじゃない』なんて言われたら、誰だって怒るだろうから……。

「吉井くんとお話しするのが辛つらくなるなんて思わなかったな……」

　前までは話しかけられたら嬉しかったのに、今では目も合わせないようにコソコソとしている。楽しみにしていたこの飼育当番も、私がたまに入院して何もできなくなることがある、というのを口実に一人でやらせてもらっている。今、吉井くんと二人きりになるのは耐えられないから。

「はぁ……」

　溜息を吐つく度に幸せが逃げるというのなら、私には今後どんな小さな幸せも訪れないだろう。最近、私の呼吸は全て溜息で出来ていると思えるくらいだ。

　悶々としていると、足元に柔らかい感触が伝わってきた。

　意識を向けると、そこには私の足に身体を擦り付けているウサギの姿があった。よく首を傾げる癖くせのある、一番小さな女の子ウサギだ。

「…………」

　無言で屈み込み、背中を撫でる。ウサギは私の反応を見ると、首を傾けて小さく「んぅ」と鳴いて、再び食事に戻っていった。

　私のこと、慰めてくれたのかな……。

　時折私の方に注意を払いながら、首を傾げて食事を続けるウサギを見てそう思う。

『好きになって貰うなら、自分が相手を好きになるのが一番だよ』

　お父さんが言っていた通り、私が好きになった分、ウサギたちは私の事を好きになってくれた。

　でも、それだったら──

「好きじゃないって言ったら、その分嫌われちゃうってことだよね……」

　そんな考えが頭の中をグルグルと回る。

「私、あんなことを言う気はなかったのに……」

　私の元気と幸せが、溜息と一緒に口から出ていく。

　私が熱を出して入院したのは、それから二週間後のことだった。




　　　　　☆




　病は気から、と言う諺ことわざは本当なのかもしれない。

　一週間前の朝、起きたら熱があったので学校をお休みしたんだけど、その熱は下がるどころか上がる一方で、翌日にはかかりつけの病院に入院することになっていた。

　今ではだいぶ熱が下がって体調も戻っている。でも、これを機に色々な検査や治療をするということで、そのまま入院生活を継続することになってしまった。

　どうも、私は普通の人に比べて身体の免めん疫えき力りよくが弱いらしい。一応、『大人になって体力がつけば入院するようなこともなくなりますよ』と病院の先生は言ってくれているけど。

　この病室も今ではすっかり見慣れてしまった。

　殺さつ風ぷう景けいな真っ白の部屋に、大きなベッドとお客さん用の椅子。ベッド脇のテーブルにはお母さんが活けていったお花と、入院の際にクラスの皆が書いてくれた寄せ書きが置いてある。

『早く元気になってね　河合かわいねね』

『なおったらまたあそぼうね！　遠とお野のしのぶ』

『いろいろごめんなさい。お大事に　神田れいか』

　皆の励はげましの文章の中には、神田さんのそんな一文もあった。

　そして、

『ゼッタイにおみまいにいくよ！　吉井明久』

　寄せ書きの中には、吉井くんからのメッセージも。

「………………」

　これを見る度、吉井くんは本当に私の言ったことを気にしていないんじゃないか、なんてことを考える。あるいは、もうすっかり忘れてくれたんじゃないか、って。

　けれども、それならそれで『吉井くんは私のことをなんとも思っていないから気にならないだけ』ということにもなってしまう。私は吉井くんに、相手にもされていなかったということに。

「やっぱり私なんかより、神田さんみたいに可愛くて明るい人がいいよね……」

　前まではちょっと意地悪のようなこともされたけど、今はそういうことも全くなくなっていた。それに、寄せ書きでは謝ってくれている上に心配までしてくれている。

「神田さんはいいな……。明るくて、運動ができて、可愛くて、優しくて……」

　私が勝てるところなんて一つもない。

　だいたい、私自身だって私のことが好きじゃない。人に勝てる部分がないのも嫌いだし、こうやってウジウジしているところなんか大っ嫌いだ。

　そんな嫌いの塊かたまりの私に『好きでもなんでもない』なんて言われた吉井くんはどんな気持ちだっただろう。怒っただろうか。呆あきれただろうか。それとも……。

「………………」

　嫌なことばかり考えてしまって、私はどんどん暗い気持ちになっていった。

「そうだ。お勉強しなきゃ……」

　ベッドの脇に置いてある鞄を手た繰ぐり寄よせて、テーブルに勉強道具を広げる。体調も良くなったし、この一週間休んでしまった分を頑張って取り返そう。せめて勉強だけでも、他の皆に追いつきたいから……。

　誰もいない病室で、黙々と算数のドリルを埋めていく。置き時計の秒針がやけに大きな音をたてているように思えた。

　そして、しばらく解いたところで気が付く。

「あ……。解答欄、ずれちゃってる……」

　左側に書かれた問題に対し、私が右側に書いている答えがいつのまにかずれているということに。

　どこから間違えているのかを見直すと、四問目の時点でずれていたことがわかった。

「あはは……。うまくいかないね……」

　書いた答えを消しゴムで消して、もう一度答えを書き直す。すると、今度は消しゴムが引っかかってしまって、ドリルのページが嫌な音をたてて破れた。

「ホント、うまくいかないな……」

　どうして私は何をやってもこんなにダメなんだろう。暗くて、可愛くなくて、身体が弱くて、算数のドリルまで間違っていて……。

「ぅ……う……っ」

　色々な感情が渦うず巻まいて、目から涙が溢あふれ出でる。

　誰も見ていないのを良いことに、私は泣きながら問題を解いた。




　　　　　☆




　翌日の午後八時。

　面会時間も終わるということで、病室にいたお母さんが帰宅の為に立ち上がる。

「じゃあ瑞希ちゃん、明日また来ますからね」

「うん、お母さん。お土産の本、どうもありがとう」

　鞄を手にするお母さんに、買って貰った本のお礼を言う。

　私が家で学校のウサギがどれだけ可愛いのかをよく話していたせいか、お母さんがお土産に『ウサギの育て方』という本を買ってきてくれた。もしかしたら、そのうち家で飼うのも許してくれるかもしれない。

「そう言えば、その本を買うとき同じのを買っていく男の子がいたの。最近ウサギを飼うのってブームなのかも？」

　帰り際、お母さんがそんなことを言う。

　そうなると嬉しいな。ウサギってすごく可愛いから。

「体調はだいぶ良くなったみたいだけど、夜更かしとかしちゃダメですよ？」

「はーい」

　最後に一言釘を刺し、お母さんは病室を出て行った。

　病室に残された私は、早速『ウサギの育て方』を手に取る。ウサギの喜ぶようなことが書いてあったら、今度学校の子たちに試してみよう、なんて思いながら。

〝飼う為に必要なもの〟や〝食べさせてはいけないもの〟という基礎的な内容から始まり、〝一緒に遊ぶ方法〟や〝好き嫌いのなくし方〟などが書いてある。

「へぇ……。ウサギって、穴掘りが好きなんだ……。知らなかった」

　土じゃなくても、ティッシュとかで遊ばせてあげたら喜ぶらしい。

　今すぐ学校に行ってあの子たちに色々してあげたい。

　そんな欲求を堪こらえつつ読み進めるうちに〝ウサギの病気〟という章に行き当たった。

［ウサギは病気の症状が表に出にくく、あなたが気付いた時には病状がかなり進行してしまっている場合があります。早期の発見ができるよう注意して見てあげましょう］

　その一文にドキッとする。あの子たちに病気の可能性があるなんて、考えたこともなかった。

「でも、皆食欲はあったし、元気に動き回っていたし、大丈夫だよね……？」

　本に書かれている症状は、熱や食欲不振に下げ痢りといった人間にもあるような一般的なもので、あの子たちにそういった様子はなかったはず。

「良かった。これも大丈夫……」

　その一つ一つが当てはまらないことに胸を撫で下ろしつつ更に読み進めると、最後の方にこんなことが書いてあった。

［他に、ウサギは〝斜しや頸けい〟という病気に罹かかることもあります］

　斜頸。聞いたことがない病名だけど……。

［斜頸とは、ウサギの平へい衡こう感覚をつかさどる器官に障害を及ぼす病気で、主に内ない耳じ炎えんや中ちゆう耳じ炎えん、稀まれに寄生虫による脳へのダメージが原因となって引き起こされます］

　障害、病気、脳へのダメージ。

　読むだけで怖くなるような単語が羅ら列れつされていて、思わず呼吸が浅くなる。

　大丈夫。あんなに元気だったんだから、あの子たちは大丈夫……。

［症状としては、ふらつきや転倒、頭部を頻ひん繁ぱんに傾ける、といったものがあります］

「え……？」

　頭を傾げると言われて、真っ先に一羽のウサギが思い浮かんだ。あの、まだ一歳にもなっていない一番小さな女の子だ。

［病気の進行スピードには個体差があり、場合によっては短い期間で死に至ることもあります］

　あの子は、随分前から首を傾けていた。同じ方向に、頻繁に。

［首が傾いていると思ったら、すぐに専門医に連れて行って下さい］

　私が入院して一週間。前にあの子に会ってからは三週間近くが経過している。




『この子、僕らのことが気になるのかな？　さっきから首を傾げてばかりいるけど』

『それがその子のクセなの。可愛いでしょ』




　クセなんかじゃなかった。病気だったんだ……！

　自分の馬鹿さ加減が嫌になる。私が変な知ったかぶりをしていなければ、あの時に気付くことができたかもしれないのに……！

［ウサギは病気の症状が表に出にくく、あなたが気付いた時には病状がかなり進行してしまっている場合があります］

　最初に書いてあった一文が頭をよぎる。

　障害、病気、脳へのダメージ──死。

　急がないと手遅れになってしまうかもしれない。

「そんなこと、あるわけが……！」

　自分に言い聞かせようとした言葉も空そら々ぞらしい。

［あなたが気付いた時には病状がかなり進行してしまっている場合があります］

　書いてある文章の一つ一つが私を不安にさせる。

　気が付けば、私は病院を抜け出して学校へと足を踏み入れていた。




　　　　　☆




「………………」

　人気のない、静かで暗い夜の学校。

「……そん……な……」

　そこにあるウサギ小屋の中を覗き込んで、私はその場にへたりこんでしまった。

　おとなしく眠っているお父さんウサギとお母さんウサギ。その二羽から少し離れた場所で──一歳にも満たない女の子ウサギは上を向いて動かなくなっていた。

　ここ数日で急激に病状が進行したのか、その子の寝ている場所には冷えないようにタオルでベッドが作られており、手つかずのトレイの中には食べやすく解ほぐした牧草が入れてある。

　けれども、そんな飼育委員の皆の介護も虚しく、その子は静かに息を引き取っていた。

「どう……して……！　この前までは、あんなに元気だったのに……！」

　足元に身体を擦り寄せて、落ち込んでいる私を慰めてくれたのに。ほんの、たったの三週間くらいでこんなことになっちゃうなんて……！

　上を向いて倒れているその姿は、実は眠っているんじゃないか、なんて淡い希望も抱かせてくれない。抱きかかえて確認するまでもなく、その小さなウサギは、夜の薄暗い小屋の中で息絶えていた。

「瑞希ちゃん……？」

　呆然とへたりこんでいる私の名前を誰かが呼ぶ。

　その声の主は、私がさっきまで読んでいたのと同じ本を手に持っていた。

「吉井……くん……」

　どうして彼がここにいるのだろう。どうして彼があの本を持っているのだろう。

　いつもなら抱くであろうそんな疑問も露つゆほど感じずに、私はずっと一つのことを考えていた。

　──私のせいだ。

　この子が死んじゃったのは、私が気付かなかったせいだ。

　あんなに何度もサインを出していたのに、私も首を傾げているのには気付いていたのに、きちんと調べなかった。早くに見つけたら助かったはずなのに。

　この子が死んじゃったのは、私が入院なんかしたせいだ。

　私がちゃんと飼育当番に出ていれば、様子がおかしいとわかった時に首を傾げていることも話せたのに。そうしたら、お医者さんが治してくれたかもしれないのに。

　どうして私はこんなにもうまくやれないんだろう。

　身体は弱い。性格は暗い。太っていて可愛くもないし、運動神経も鈍い。算数のドリルだって解答欄を間違えて、可愛がっていたウサギが弱っていたことにも気付かない。

「瑞希ちゃん。ウサギ、残念だったね……」

　吉井くんが私を気遣って優しく声をかけてくれる。

　吉井くんに対してもそうだ。折角吉井くんはこんな私なんかに良くしてくれているのに、私は『好きでも何でもない』なんてことを言ってしまっている。

　嫌なことばかりが頭をグルグルと回って──こういう時にいつもなら慰めてくれる小さな友達も、私のせいで動かなくなっている。

「瑞希ちゃん、大丈夫……？」

　嫌なこと。辛いこと。哀しいこと。色々な思いがパンクしてしまい、

「もうヤだこんなのっ！　全部……全部っ！」

「あっ！　瑞希ちゃん！」

　私は何も考えられないまま叫び、その場から駆け出してしまった。




　　　　　☆




　どこをどう走ったのかなんて、覚えていない。

　気が付けば私は消灯時間を過ぎた自分の病室に戻っていて、枕に顔を埋めてひたすらに泣いていた。




　──私がどうしたら全部うまくいったんだろう。

　──私の何がいけないんだろう。

　──どうして私はこんなに不器用なんだろう。




　立て続けに起こった出来事のせいで、マイナス思考に歯止めが利かない。




　──私みたいな人間は、何をやっても失敗するだけなんじゃないか。

　──私なんて、近くにいる人を嫌な気持ちにさせるだけの存在なんじゃないか。

　──だとしたら、私は一生このままで、皆に嫌われて生きていくんじゃないか。




　小さな友達を失った哀しみと、とめどなく溢れ出てくる自己嫌悪のせいで、私は随分と長い間泣き続けた。こんな私が会話をしたら嫌われてしまうと思って、様子を見に来る看護師さんからも隠れてシーツを被って泣き続けた。

　喉のどが痛くなって、涙も出なくなって。

　力なく顔を上げると、目に入った時計の針は十一時を指していた。

「そろそろ、寝なきゃ……」

　眠くなんかないけど、そんなことは言っていられない。

　夜更かしのせいで体調を崩したら、またお母さんに迷惑をかけてしまう。私、お母さんにまで嫌われたくないから……。

「いい夢も悪い夢も、今夜は見ないで済みますように……」

　夢の中での辛い思いも、目覚めたときの寂しい思いもしたくない。

　腫はれぼったくなった瞼まぶたを閉じ、もう一度シーツを被ろうとした、その時。




『ぶぇぇっくしっ！』




　私の耳にそんな音が聞こえてきた。

「え……？」

　寝かせていた身体を起こし、あたりを見回す。

　今の音って、誰かのくしゃみ……？

　隣の病室だろうか。でも、くしゃみが聞こえてくるほど薄い壁じゃないし……。

『ぶぇぇっくしっ！』

　考えている間にもう一度聞こえてくる。

　音がした方向にあるのは、中庭に面した大きな窓。

　泣き疲れて頭が回らなくなっていた私は、何も考えずにベッドから降りてカーテンに手をかける。

　そして、窓の向こうの光景を見て言葉を失った。

「なん……で……？」

　窓の外にある、大きな木。

　その枝の上に、吉井くんが身体を震わせながら座っていたから。












「吉井くんっ！」

　窓を開けて、外にいる吉井くんに声をかける。

「あ、瑞希ちゃん。こんばんは」

　吉井くんは、まるで道端で夕方に出くわしたかのように普通に挨拶をした。

「こんばんはじゃないよっ！　どうしてそんなところにいるの!?」

　対照的に、取り乱した口調で問いかける私。

　すると、吉井くんは私の顔を見てこう言った。

「瑞希ちゃん、悲しそうだったから」

　え……？

「知ってた？　そういう時はね、誰かと一緒にいるといいんだよ」

　励はげますように吉井くんが私に微笑ほほえみかける。一方、私は吉井くんの行動が理解できなくて頭が混乱していた。

　誰かと一緒にいるって……ただそれだけの為に、こんな夜に、寒い外の木の上で、ずっと座っていたの!?

　だいたい一緒にいるって言っても、部屋の外で、しかも本人の知らないところにいても意味がないのに！

　どうして──

「どうしてそんなことするの!?　私なんか、放っておけばいいのに！」

　こんな、何一つうまくできなくて、迷惑ばっかりかける私のことなんて忘れちゃえばいいのに！

　なんていう私の言葉に、吉井くんは本当に不思議そうな顔をして答えた。

「え？　なんで放っておくの？」

　なんでって、そんなの……っ！

「だって、私だよ!?　私、吉井くんのこと好きじゃないって言っちゃったんだよ!?　吉井くんだってあの時聞いたよね!?」

「うん。それは聞いちゃったけど」

「だったら──！」

　だったら、私のことを嫌いになるに決まって──

「でも、そんなの別に気にしないよ。僕は女の子に人気がないって、お姉ちゃんがいつも言ってるし。それに──」

　いつもの笑顔で、吉井くんが続ける。




「──瑞希ちゃんが僕のこと好きじゃなくても、僕は瑞希ちゃんのこと好きだもの」




　瞬間、さっきまで喉元にこみ上げてきていた全ての言葉が消え去った。

　吉井くんが言う『好き』は私の言う『好き』とは違う。あくまでも友達のもの。そんなことはわかってる。

　けど、それでも……私にとって、その一言は何より大事な宝物に成り得るものだった。

「あ、そうだ。瑞希ちゃんに渡すものがあったんだ」

　言葉を失っている私をよそに、吉井くんが器用に木の枝を伝って窓のすぐ傍までやってくる。

「はい、これ。お見舞い」

　吉井くんはそう言うと、ポケットから小さな何かを取り出した。

「……ウサギの、髪留め……？」

「うん」

　頷いて答える吉井くん。

「瑞希ちゃんはウサギを見ると悲しくなっちゃうかもしれないけど……でも、そういうのはきっとあのウサギも喜ばないと思う」

　手の届く距離まで来た吉井くんが言う。

「だから、あの子の為にも瑞希ちゃんにはずっとウサギを好きでいて欲しいな」

　そう続けると、吉井くんは手を伸ばして私の髪にウサギの髪留めをつけてくれて、

「うん。やっぱり瑞希ちゃんは皆の言う通り『雪ウサギ』って感じだね」

　もう一度、私の大好きな笑顔を浮かべた。





　あれから、七年が過ぎた。

　明久君とは五年生になるとクラスが別になって、これといった交流もなく時間だけが流れていった。──高校二年生になるまでは。

「でも、最近は色々な事があるよね……」

　今までの分が一度に押し寄せているかのように、この半年で沢山の出来事が起こった。明久君と再会して、色々なことを一緒にやって、前よりずっと仲良くなって、

「今度は学園長先生に留学のお話を頂いて……」

　本当に、沢山のことが起こりすぎて混乱してしまう。

「ねぇ明久君。私はどうしたらいいかな……？」

　思わず弱音が口をついて出てくる。そこに、

　──ガチャッ

「瑞希ちゃん。お洗濯をするから、洗うものがあったら──」

「ひゃぁぁああーっ!?」

　突然お母さんが部屋に入ってきた。し、心臓が止まるかと思ったぁ！

「お母さんっ！　部屋に入るときはノックしてっていつも言ってるのに！」

「あ……。ごめんね。お母さん、いっつも忘れちゃって」

「ドアに〝Ｋｎｏｃｋノツク　Ｐｌｅａｓｅプリーズ！〟っていうプレートまで下げてあるよっ」

「うーん……。でもお母さん、野球ってあまり得意じゃないから」

「違うよお母さん!?　ノックってそっちのノックじゃないからね!?」

　かく言う私もつい最近まで野球については何も知らなかったけど。

「それで瑞希ちゃん。何を考えていたの？」

「え、えっと、それは……」

　気恥ずかしさで目をそらしてしまう私。

「さては、小学生の頃の吉井君との思い出に耽ふけって──」

「ふぇっ!?　どうしてわかるの!?」

「あの時、こっそり縦笛くらい交換しておけば良かったとか思っていたんでしょう」

「あ、良かった。後半は全然違ってた──って、それはそれで良くないよお母さん!?」

「うふふ。どうしてわかるのって、それはわかりますよ。母親ですもの」

「やめて！　まるで推測が完全に的中したような顔をしないで！　私、そんなことは全然考えていなかったんだから！」

　前に抱き枕が見つかって以来、お母さんが私を見る目が変わった気がする。あれは……その、勢いで買っちゃっただけで！

　なんてパニックになっている私をよそに、お母さんは落ち着き払った様子で話を続けた。

「この前初めて会ったけど、吉井君はとても良い子みたいね」

「あ、うん。そうだよ。凄く優しいの。小学生の時から変わらず」

「そうね。あの頃からずっと瑞希ちゃんの王子様だものね」

「そ、そういう言い方しないでっ！」

　事情を知っているお母さんはすぐにこうやって茶化してくる。

「でも……どうして吉井君は、初めて会った時からそんなに瑞希ちゃんに優しかったのかしらね？」

「え？」

　お母さんが急にそんなことを言い出した。

　どうしてって、それは……明久君だから？

「もしかしたら、吉井君も瑞希ちゃんのことが気になっていたとか」

「ううん。そんなの、あるわけないよ」

　お母さんの考えを即座に否定する。

　だって、私には好かれる要素なんて何もなかったんだから。

「そうかしら？　わからないわよ。何が切っ掛けかなんて、人それぞれなんだから」

　何も知らず、私をからかうお母さん。そんなことあるわけないのに。

「もうっ。いいから出て行って。考え事してるんだから！」

「はいはい。わかりました」

　お母さんの背中を押して、部屋から追い出す。

「ふぅ……。お母さんってば、いつもいつも……」

　扉を閉めて、私は大きく溜息を吐いた。

「明久君、か……」

　お母さんのせいで、その名前が頭から離れなくなってしまった。

　ふと、引き出しを開けて中にしまってある物を取り出してみる。

　ウサギの髪飾り。

　小学生の頃にもらった、私の宝物だ。

　プレゼントしてくれた明久君はすっかり忘れてしまっているみたいだけど、私は今でも鮮明に覚えている。

　あの時。暗い病室で泣きわめく私に、明久君は『ずっとウサギを好きでいて欲しい』と言ってくれた。この宝物を手に、優しい声で。

　その出来事を、私は今まで一瞬たりとも忘れたことはない。

「うん。好きだよ……。あの頃から、今までずっと……」

　明久君。私はずっと、大好きなままです。ウサギのことも、あなたのことも。








　あとがき




　本作を手に取って頂き、誠にありがとうございます。小説担当の井いの上うえ堅けん二じです。

　あれよあれよという間にバカテスも十五冊目になりました。期間にすると五年半。こんなにも長い間お付き合い下さって、本当にありがとうございます。シリーズの最後まで精一杯頑張ります！

　ところで今回の幕まく間あいなのですが、前巻のあとがきにあったように、オカマの皆さんにコーナーの意図を説明して人気投票に協力して頂きました！　この場をお借りして、改めて御礼申し上げます。そして改めて、ネタにしてしまってごめんなさい……。

　それでその際に色々とお話を伺うかがったのですが、皆さん凄く話が面白いんです！　よく周りの方から「面白いから一度行ってみるべき」とは聞いていたのですが、まさかあんなに話が上う手まいとは思いませんでした。一体どういう訓練を積んだらあんな卓たく越えつした会話スキルを身に着けられるのか気になるところです。

　本当ならその時のことを色々と書きたいのですが、今回はページ数が少なめということで、泣く泣く割かつ愛あいさせて頂きます。

　というわけで、今回は簡単な各話紹介のみになってしまいます。ごめんなさい。




『僕と兄さんと謎なぞの抱き枕』

　この短編は誰が得をするんだ。

　そんな皆さんの声が聞こえてきそうな一本。すいません。誰が得をするのかは僕にもわかりません。なんとなく「そういえば後輩って出てきてないなぁ……」と思って書いてみたらこういう話になりました。久く保ぼ君の弟は本作では貴重な（比較的）常識人の一人です。文ふみ月つき学園に入学したら胃がねじ切れるほどツッコミを入れる日々が待っていることでしょう。もしもまた出番があれば、大事に苛いじめていきたいと思います。




『僕と雄ゆう二じと黒魔術』

　一度やってみたかった入れ替わりネタ。書きたい事を全部入れたら長編一冊分になりそうだったので、これでもかなりカットしていたり。鉄てつ人じんや高たか橋はし先生や玲あきらや葉は月づきあたりも巻き込んでみたかったんですけどね。短くまとめるというのは難しいものです。




『僕と未来と召しよう喚かん獣じゆう』

　いつでも便利、学園長の試作召喚獣シリーズ。結局何が言いたい話だったのかというと、答えは一つ。『イラストが見たかった』ただそれだけです。反省はしていません。




『私とウサギと仄ほのかな初恋』

　お前誰だ!?　と言われそうな明あき久ひさが登場。彼の全ぜん盛せい期きはこの時期だった、と言っても過言ではありません。ここからどんな育て方をしたら現在の姿に……？　きっと吉よし井い夫妻は子供の育て方で夫婦喧嘩を幾度となく繰り広げたことでしょう。個人的には玲の女子高生バージョンとかも出してみたかったのですが、そんなことをしたら完全に瑞みず希きの出番が消える上に、明久の貞てい操そうとか道徳とかも色々とまずいので自じ粛しゆくします。女子に人気がある明久にやきもきする玲って、書いてみたくもあるんですけどね。




　そんなことを書いているうちにいつの間にやらページがいっぱいになってしまいました。今回はスペースがないので謝しや辞じも短めにさせて頂きます。すいません。

　イラストの葉は賀がさん。表紙・口絵・挿絵、全てが言うことなしです！　こんなにも素晴らしい絵が多いと、やっぱり女子高生玲も見てみたくなってきます……！

　担当編集のＫ様。あなたの度胸に感服しました。「なんとかなるよ！」というポジティブな姿勢にどれだけ救われたことか。本当にありがとうございます。

　他にも関係者の皆様。色々とありがとうございます。今後も頑張ります！

　最後に次回予告ですが、次巻はいよいよ本編のラストエピソードになります。残すところあと僅わずか。どうか最後までお付き合い宜よろしくお願い致します！
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今回の表紙は、なんと驚きの美春さんと玉野さんのＤクラスコンビです！　こうして見てみると、二人とも容姿はかなりレベルが高いんですね……。やはり人間は中身が大事、という真理を再確認させてくれる効果もある、素晴らしい表紙です。ちなみに、玉野さんは翔子より大きいです。何が、とは言いませんけど。
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まさかの組み合わせ……どす黒い邪悪なハートマークが飛び出てきそうですね。それにしても、美春はともかく玉野さんを表紙に描けるとは！　密かにお気に入りのキャラだったので、一度しっかり描いてみたかったんですよね。フフフ……ハリキリすぎて思わず盛っちゃいました。何を、とは言いませんけど。
















イラスト／葉賀ユイ

デザイン／かがやひろし












電子版　ファミ通文庫




バカとテストと召しよう喚かん獣じゆう10.5








著　者　井いの上うえ堅けん二じ





[image: ]





2013年8月30日　発行





(C)2013 Kenji Inoue





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『バカとテストと召喚獣10.5』

2012年10月11日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/r_014.jpg
20 BEAE
AN #;ﬁng
SO L ERUTHO AR/
;s

\/ /(! )“ 't&
A\ \%
2

E IR






item/image/r_015.jpg
BEFBLELE!
WKWK TIDFHKRTT !

CAIED. BEITDEDS?
L. ASDHEERAT
BEROIEWC &1,
WFEREE>TLNDAD
ZOBSENEHB S &L
BresIcHERD T &I

B4 ZE—MEETDET

"% { B2 > !]

07
[ psr (TP

{ *pEHh, BEEEST ]

bhbELE. ZNTH. A~
BE 1 ORI EBERoDlE— [ Ko A






item/image/r_012.jpg
OEENRULVEU
@B THIEL)
@@=V \HICHEULWTERL)
OEHTLIDHTEHR

et.c.

ANTREL. Zh
SUDETHIEVN S TRATT oo ?

B, LLWZHAR, />
ZONEECEICHRET v I, (¢ f
MIHEBNE | b






item/image/r_013.jpg
7FEBE»A2MUDHREZRT,
BHHRVWXvE—IH

BOTVET &
ABTEENREE \\m
i 0, \'u‘r
EOMBHTESENET | 7S

SEREAN— bRICHFLULTLIEXT | ’j«g‘*

MAISYZARPEN
CAEBHNA Y- |
LhBeIn. FAE

HEXS EEF S ATELAL?

&C. ROI—F—TIl&
WEWKEFE 1 iIZFKTT |






item/image/r_018.jpg
EOTHEDHET

RE—Hzsbhi-All?
STVIPRET LO LRI
FREEX!






item/image/r_019.jpg
( ............ f‘BﬁU—LEED‘?%} @
)

HBIXSVAES DT
i R ATER!

Pk, FRESVF2T
TOP3T Uz ZNTIFEE e
FeORBICHEVWLEL LD !






item/image/r_016.jpg





item/image/3ten_t.png





item/image/r_017.jpg
A4% - 28 - EEDE

£ CICSEH !
IRKRE_EDELD

g5 TUEFICLFLR!

(e ) o
@f/ BB THESTDES,

&, TELVeOXV ~
EDTITH






item/image/cover.jpg





item/image/baka2_t.png
— @I X 4o+ (T T)





item/image/r_021.jpg
BUL\WCTHoT

M % H. EEREP Ao
f‘ 1) T RIEHOH
%)\ / =

QN

AD&E. KITKKIC
FHIDEZTAIC ?
N2 TAIRENULS

FLYe IREAED1ET.
BAREDEE oI
HIeWTTH

HEDSTBAKIE
PoTHHRx






item/image/r_022.jpg
B, hfebEBHIT SVl EIC
BENBHDODLITINR?
R(&F. TEHEDOEH—

Z21?7 WA,
ARUTCZAIRTEE !

3. UFB/IR!
Z0----BiEFENL !

CRILFEL,
ASHRETIEHDFEADT






item/image/r_020.jpg
s






item/image/r_009.jpg
&Co TARIETITT
F2UDHERKRCTY

2 ﬁ‘zb\ ......
BfIKDIFLEREITFE

777N .
1 CCHTENTHERWL
ETBREE. DDOFRDAICH

<%>!
COFREDLADL






item/image/r_003.jpg
/ D
v/ = z0? @ne

Mfah?] Uz !
BHrULLEAZDEHE !

SETCEBODATIRET S
Pofel EHFELDIC !

HENE BBIT F
=

AR 2T HE. Huk
TMMITEENMEELTUE
SHEEMNHDET, Thid
BESADIEETATRZL
BLATY !

TIhH 5.
BTARBICFEFEIATRRZ






item/image/r_004.jpg
FEICTHEC AR
&2 CTAATZL!

BULEF!
BEIBAHE>TPN !

BICFHDEIHEFEINDDIF.
KEFDVICEDTIFFRDEFRSE
U VWS TEZBVHLTDS

............ C“&)/UTJZ_\'L\ ]

V V
& \'\“f '\) m
)






item/image/r_001.jpg
20 BEAE
AN F‘ﬁ*z'&b
6?

TR






item/image/baka02_t.png
— @I X 4o+ (T T)





item/image/r_002.jpg
ELVDDIFT,
DWCIrEDbF LI

Y RAFEBEFOATE!
FETDEEFEL T
BUKBRELLEY!






item/image/r_007.jpg
OH L LZSTHEL)
@iF>ILTHIFcL
OO HREZIFRKXUD TS
ORICEVVTHEZL

etc..-

BLETLYYU—Z | "o ;s
SO HICANDIE | BIEREZ 0}@

g\ | ES51E&K !
@,’ ZNHSEENESEESHZDE |

ZNTIRE, ROI—F—TEE2M%Z
HRUFT ! BELHIC!






item/image/r_008.jpg
20 BEAE
7‘11 F‘ﬁ*z'&b
6?

214%2%1






item/image/r_005.jpg
(&L !
CTZHBMAIEET DT
TERAERICBODELLD !

MATRR & | e
CLHETCAK! 2

aX v Rl R 1vA =
BOBHELHCUT.
FFIFIMUDHEKTT !

FAXREZDANo
2R OBDERZ
BT IELY:---

ZNTIFE 3Lld—
CBE5DAFTY !






item/image/r_006.jpg
AANFDEILEVNDTET, D&
MUWEREEZXDDBULNEEAR
TERAEA, RUYATT !

.................. ,E\b\ 5

&

-

i, JBLeOXY MME
MUTFDKRSICHELOTHEDET






item/image/r_010.jpg





item/image/r_011.jpg
E2flEFESH
TEE LI ESHIARE
BEULUINEWLZDFSLEN
B%Z5|oiR>TUEofeh\.
BULLB TS TFTY

= LEINIE L
ZOFS5LETo>TI?
RKFEIHS
ESRTHETLKI?

BAR &Ko
HRIEWVNSBDIE
FIRI BDIEIFTIE
GhHADU -

. JELZOX Y ME
RDKDICIEODTHOET






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		文月学園人気投票（３位発表）



		僕と兄さんと謎の抱き枕



		文月学園人気投票（２位発表）



		僕と雄二と危ない黒魔術



		文月学園人気投票（１位発表）



		僕と未来と召喚獣



		文月学園人気投票（オマケ）



		私とウサギと仄かな初恋



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p119.jpg





item/image/p111.jpg





item/image/tobira03.jpg





item/image/tobira04.jpg





item/image/r_025.jpg
O EDHEHCmDIEL
OZDFANDIEOTLFL)
OEOTCV\DKREDETHLPSLL)
OLZEWVWSERIICEAEEZ DT LD

(SHL{C o0

ELAES 'S
Ty TEEELTULEVE U,
ZNTRIZWMOELT






item/image/r_023.jpg
Echo

DCHECK

g@&E@ﬁ?h
YR T

CBSRBTMEEDH DD
LOMHEZF v I UTIEL
EVWSTEETULT.






item/image/r_024.jpg
FO>T
EVWTHDOFITKI?
—KEAEC &
SEPNHALTIHI?

. by |
EAEFBULWEZ
SHNa0n
ZRABIEIFT
Lo |

WZWZ,
ZRIEICHRTIELTH
AELKRTTK?
FEOEFEWVWTHDFTIH.
7 RINAADKSBFEHDT
—bHo2&






item/image/tobira01.jpg





item/image/tobira02.jpg





item/image/baka01_t.png





item/image/p008.jpg
KOUTA TSUCHIYA &





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/logo_fb.png





item/image/p003.jpg
Qa@&:ﬂ:ﬁ?:ﬂﬂ!ﬁ!
 XASEAREE G5
BEREAEHOBER
 XASEAREE CusH
BT LR
 XASEASEE (50

BEFRE BB

XASEATHE)
77

Uy
&






item/image/kuchie-004.jpg
HIFA R Oy
VRSO A
HRBWNY SNBSS

B 2 464on

TIEE
i

HQBE 5804
R0
BREWS






item/image/kuchie-005.jpg
RO IR~ W =
REBHEH er
AR






item/image/kuchie-002.jpg
HNONQDE

F5P1I
DANSEY
[ NINAES

R
MR-VREE-Y
i SONE SRR N

RS
BRDE—






item/image/kuchie-003.jpg
Ay
NAra0 % 2UYY
HIt ROERY S

S

ERI-{R V-
KSR






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/kuchie-008.jpg
RS H A
KRB NN





item/image/kuchie-006.jpg





item/image/kuchie-007.jpg
/¥t

O

&TF
&%
C%
s
R )
A






item/image/p173.jpg





item/image/p191.jpg





item/image/baka1_t.png





item/image/p275.jpg





item/image/p209.jpg
AKIHISA YOSHII





item/image/p287.jpg
TR L EU=-! ‘%
1L -7-Rho T+, -©





